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特
集

市
民
の
意
識
と

行
動
選
択
の
変
化

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
状
況
の
変
化
や
、
経
済
状
況
、
法
律

や
制
度
の
変
更
な
ど
様
々
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
生
活
を
取
り
巻
く
環
境

は
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
生
活
意
識
や
価
値
観
、
行
動
を
変

化
さ
せ
、
あ
る
い
は
逆
に
意
識
や
価
値
観
の
変
化
が
仕
組
み
を
変
え
て
い
く

こ
と
も
あ
る
。

　

私
た
ち
の
意
識
や
価
値
観
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
積
み
重
ね
の
中
で
変
化

し
て
い
く
場
合
も
多
く
あ
る
が
、
現
在
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は
、
突
発
的
で
私

た
ち
に
経
験
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
行
動
や
考
え
方
な
ど
生
活
の
全

般
を
変
容
さ
せ
る
に
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

　

今
号
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
や
意
識
の
変
化
を
概
観
し
な
が
ら
、
近

年
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
な
る
べ
く
移
動
し
な
い
」「
な
る
べ
く
人
と

接
触
し
な
い
」
で
生
活
す
る
と
い
う
経
験
を
通
し
て
生
じ
た
生
活
行
動
の
変

化
の
う
ち
、特
に
「
す
る
こ
と
」
と
「
場
所
」
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
「
住

ま
い
」
―
生
活
の
拠
点
で
あ
り
移
動
の
起
点
と
な
る
居
住
地
の
選
択
の
側
面
、

「
経
済
・
観
光
」
―
そ
の
場
所
を
選
ん
で
行
っ
て
行
動
す
る
消
費
や
余
暇
、
観

光
な
ど
に
対
す
る
意
識
と
行
動
選
択
の
側
面
、
そ
し
て
、
自
ら
が
暮
ら
す
地

域
の
課
題
解
決
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
３
つ
の
側
面
か
ら
、
現
在
捉
え
ら

れ
る
状
況
の
変
化
と
、
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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本
市
で
は
、
市
民
の
生
活
の
変

化
を
捉
え
、
施
策
、
事
業
に
生
か

し
て
い
く
た
め
、
昭
和
47
年
度
よ

り
市
民
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査

を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
50
年
を

超
え
る
こ
の
調
査
で
は
、
毎
回
質

問
し
て
い
る
経
年
項
目
を
設
定
し

て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
回
ご
と
に

設
定
す
る
特
集
項
目
に
つ
い
て
も

不
定
期
で
何
年
か
お
き
に
設
定
し

て
い
る
質
問
も
あ
り
、
サ
ン
プ
ル

サ
イ
ズ
や
調
査
方
法
、
質
問
の
表

現
等
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
市

民
の
関
心
や
行
動
の
変
化
、
生
活

環
境
の
変
遷
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

本
稿
で
は
、
経
年
の
推
移
が
確

認
で
き
る
昭
和
53
年
度
以
降
の
項

目
を
基
に
市
民
意
識
の
変
化
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
、

４
年
に
調
査
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
変
化
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１ 

　 

市
民
の
生
活
意
識
の
長
期
的

　

  

な
変
遷

（1） 

心
配
ご
と
・
生
活
満
足
度

　

ま
ず
、
生
活
に
お
け
る
「
心
配

ご
と
」
に
つ
い
て
、
自
分
や
家
族

の
生
活
の
こ
と
で
心
配
ご
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
を
選
択
肢
か
ら

３
つ
（
平
成
12
年
ま
で
は
２
つ
）

ま
で
選
択
す
る
形
式
の
質
問
結
果

か
ら
、そ
の
変
化
を
見
て
み
た
い
。

　

昭
和
53
年
当
時
は
消
費
者
物
価

指
数
が
対
前
年
比
で
大
き
く
上
昇

し
、
生
活
費
も
高
騰
し
て
い
る
時

期
で
あ
り
、
意
識
調
査
に
お
い
て

も
昭
和
53
～
56
年
の
心
配
ご
と
１

位
は
「
イ
ン
フ
レ
や
物
価
高
」（
平

成
10
年
か
ら
は
「
景
気
や
生
活
費

の
こ
と
」）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

物
価
高
が
一
段
落
し
た
後
昭
和
57

年
以
降
は
、「
自
分
の
病
気
や
老

後
の
こ
と
」（
平
成
28
年
か
ら
は

「
自
分
の
病
気
や
健
康
、
老
後
の

こ
と
」）
が
40
年
間
１
位
を
続
け

て
い
る
。
令
和
４
年
調
査
で
は

54
・
２
％
と
半
数
を
超
え
る
人
が

心
配
ご
と
と
し
て
挙
げ
、
２
位
の

「
家
族
の
病
気
や
健
康
、
生
活
上

の
問
題
」（
38
・
５
％
）、
３
位
の

「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」（
25
・

８
％
）
と
比
べ
て
も
重
要
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

ま
た
、「
心
配
ご
と
や
困
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
回
答

に
注
目
す
る
と
（
図
１
）、
昭
和

53
年
か
ら
平
成
初
期
の
頃
に
は
３

～
４
割
台
、
時
に
は
５
割
を
超
え

る
人
が
生
活
上
の
心
配
ご
と
は
な

い
と
回
答
し
て
い
た
。
し
か
し
、

平
成
８
年
を
ピ
ー
ク
に
急
激
に
そ

の
割
合
が
下
降
傾
向
と
な
る
。
昭

和
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た

い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
景
気
が
終
息

し
、
就
職
氷
河
期
や
金
融
機
関
の

破
綻
な
ど
の
経
済
環
境
の
変
化
が

市
民
生
活
に
実
感
と
し
て
影
響
が

表
れ
て
き
た
時
期
と
も
重
な
る
。

そ
の
後
も
平
成
14
年
に
は
２
割
程

度
ま
で
落
ち
込
み
、
令
和
４
年
に

は
12
・
１
％
と
９
割
近
い
人
が
何

か
し
ら
の
心
配
ご
と
を
抱
え
て
生

活
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

　

次
に
、
自
分
の
生
活
に
満
足
し

て
い
る
か
と
い
う
質
問
で
「
満

足
」、「
や
や
満
足
」
を
合
わ
せ
た

「
満
足
（
計
）」
を
み
る
と
、
概
ね

60
～
80
％
の
範
囲
内
で
上
下
し
な

が
ら
推
移
し
て
い
る
。
平
成
12
年

に
過
去
最
高
の
83
・
２
％
の
生
活

満
足
度
を
示
し
た
の
ち
一
転
し
て

減
少
し
、平
成
16
年
に
は
64
・
６
％

と
な
っ
た
。以
降
の
約
15
年
間
は
、

緩
や
か
に
で
は
あ
る
が
上
昇
傾
向

と
な
り
、
令
和
4
年
は
75
・
2
％

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
行
動
は

様
々
な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

心
配
ご
と
は
な
い
と
す
る
人
は
減

少（
心
配
ご
と
が
あ
る
人
が
増
加
）

し
て
い
る
一
方
、
生
活
満
足
度
は

下
が
る
こ
と
な
く
む
し
ろ
微
増
傾

向
に
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

（2） 

市
政
へ
の
満
足
度
と
要
望

　

市
政
へ
の
満
足
度
、
要
望
に
つ

い
て
も
経
年
で
質
問
し
て
お
り
、

設
問
や
選
択
肢
の
表
記
が
異
な
っ

て
い
る
点
に
は
留
意
が
必
要
で
は

あ
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
や
関
心
事
か
ら
市
民
生

活
の
変
化
を
見
る
こ
と
の
で
き
る

項
目
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
市
政
へ
の
満
足
度
で
は

昭
和
53
～
63
年
ま
で
の
間
「
ご
み

の
収
集
」が
１
位
で
あ
っ
た
。（
図

１
）
こ
の
ほ
か
こ
の
期
間
に
上
位

で
あ
っ
た
の
は
「
バ
ス
・
地
下
鉄

の
便
」「
道
路
・
歩
道
の
整
備
」、

「
最
寄
駅
周
辺
の
整
備
」、「
下
水

道
の
整
備
」
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら

は
「
下
水
道
の
整
備
」、「
ご
み
の

《1》 

市
民
意
識
調
査
に
み
る
市
民
の
意
識
と
行
動
の
変
化

執
筆編

集
部
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収
集
」、「
バ
ス
・
地
下
鉄
な
ど
の

便
」
な
ど
が
数
年
お
き
に
入
れ
変

わ
り
な
が
ら
１
位
と
な
り
、
平
成

20
年
以
降
は
「
バ
ス
・
地
下
鉄
な

ど
の
便
」
が
令
和
４
年
ま
で
15
年

連
続
で
１
位
を
続
け
て
い
る
。
過

去
45
年
間
に
１
位
と
な
っ
た
項
目

は
こ
の
３
項
目
の
み
で
、
２
位
以

下
の
上
位
項
目
を
見
て
も
「
良
質

な
水
の
確
保
や
安
定
供
給
」、「
最

寄
駅
周
辺
の
整
備
」
が
占
め
て
お

り
、
こ
こ
数
年
間
に
お
け
る
変
動

は
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、
市
政
へ
の
要
望
を
み
る

と
、
昭
和
50
年
代
前
半
に
１
位
と

な
っ
て
い
た
の
は
「
物
価
・
消
費

者
対
策
」
で
あ
っ
た
。
前
述
の
心

配
ご
と
に
お
い
て
も
昭
和
56
年
ま

で
「
イ
ン
フ
レ
や
物
価
高
」
が
１

位
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、当
時
、

物
価
が
一
番
の
関
心
事
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
の

主
な
上
位
項
目
は
「
病
院
や
救
急

医
療
対
策
」、「
下
水
道
の
整
備
」、

「
老
人
福
祉
対
策
」な
ど
で
あ
る
。

　

昭
和
60
年
代
に
入
っ
て
「
老
人

福
祉
対
策
」
が
１
位
に
入
れ
替
わ

り
、
平
成
の
中
頃
ま
で
18
年
間
１

位
を
続
け
て
い
た
。こ
の
間
も「
物

価
・
消
費
者
対
策
」、「
病
院
や
救

急
医
療
対
策
」
は
上
位
に
位
置
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
12
年
に

項
目
に
追
加
さ
れ
た「
防
犯
対
策
」

が
平
成
15
～
19
年
に
１
位
と
な
っ

た
の
ち
、
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ

た
平
成
23
年
に
「
地
震
な
ど
の
災

害
対
策
」
が
１
位
と
な
り
、
以
降

令
和
４
年
ま
で
12
年
連
続
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
災
害
対
策
に
加
え
、「
病

院
や
救
急
医
療
な
ど
の
地
域
医

療
」「
高
齢
者
福
祉
」「
防
犯
対
策
」

が
こ
こ
数
年
の
要
望
の
上
位
で
あ

り
、
そ
の
点
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
変
動
は
見
ら
れ
な
い
。

　

半
面
、「
地
球
温
暖
化
へ
の
対

策
」
は
、
項
目
と
し
て
新
規
追
加

し
た
平
成
22
年
に
は
15
位
（
17
・

９
％
）
で
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年

に
５
位
（
25
・
７
％
）、
翌
３
年

に
も
５
位
（
23
・
９
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
近
年
に
な
っ
て
市
民
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
振
り
返
る

と
、
順
位
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら

も
、
満
足
度
に
つ
い
て
は
生
活
や

ま
ち
の
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
項

目
が
、
要
望
に
つ
い
て
は
生
活
上

の
安
全
・
安
心
に
係
わ
る
項
目
が

多
く
上
位
を
占
め
て
お
り
、
過
去

10
数
年
の
間
に
大
き
な
変
動
は
見

ら
れ
ず
、
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

２ 

　 

生
活
価
値
観
の
変
化

（1） 

住
ま
い
に
関
す
る
意
識

ア　

定
住
意
向

　

高
度
成
長
期
以
降
、
本
市
で
は

市
外
か
ら
人
が
大
量
に
流
入
し
、

市
街
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
交
通

＊市政への満⾜度、市政への要望の項⽬名は昭和 53 年調査⼜は初出時における表記を基に⼀部簡略化等している。それぞれの項⽬の各年における項⽬名については以下のとおり。
・ごみの収集（昭和 53 年〜平成４年）→ごみの収集・リサイクル（平成５〜 13 年） →ごみの分別収集・リサイクル（平成 14 年〜）
・「バスの便」「鉄道・地下鉄の便」（昭和 53 年〜 61 年） →バス・地下鉄など市⺠の交通の便（昭和 62 〜平成 10 年） →バス・地下鉄の便（平成 11 年〜）
・緑や⾃然の保全（昭和 53 〜 61 年） →緑の保全や公園の整備（昭和 62 年〜平成４年） →緑の保全や公園、⽔辺の整備（平成５〜 10 年） →緑の保全と緑化の推進（平成 11 年〜）
・下⽔道の整備（昭和 53 年〜平成 13 年）→下⽔道施設整備などによる⾝近な川や海などの⽔質改善（平成 14 年〜）
・物価・消費者対策（昭和 53 〜 61 年）→物価や消費者対策（昭和 62 〜平成９年）→消費者対策（平成 10）→消費者の保護⽀援（平成 11 年）→買い物や訪問販売などに関する
消費⽣活相談（平成 12 年）→訪問販売などに関する消費⽣活相談（平成 13 〜令和２年）

・病院や救急医療対策（昭和 53 年〜平成 10 年）→病院や救急医療対策、地域の保健・予防対策（平成 11 〜 12 年）→病院や救急医療など地域医療（平成 13 年〜）
・⽼⼈ホーム建設や⽼⼈福祉対策（昭和 53 年〜 61 年）→⽼⼈福祉対策（昭和 62 〜平成４年）→⾼齢者福祉対策（平成５〜 9 年）→⾼齢者への福祉対策（平成 10 〜 12 年）→⾼
齢者福祉（平成 13 年〜）

・地震などの災害対策（昭和 53 〜令和２年）→地震や台⾵などの災害対策（令和 3年〜）

図１　市民の生活意識の変遷
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網
の
整
備
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

な
ど
が
進
み
、
人
口
は
増
加
し
続

け
、
基
礎
自
治
体
の
中
で
最
も
人

口
が
多
い
都
市
と
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
４
年
に
入
っ
て
人
口
に

減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
平
成
28

年
か
ら
出
生
数
よ
り
死
亡
数
が
多

い
自
然
減
の
状
態
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
あ
る
が
、
市
外
か
ら
の
転

入
数
も
長
期
的
に
は
縮
小
傾
向
に

あ
る
。

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
に
お
い
て

も
、
市
内
居
住
者（
不
詳
を
除
く
）

の
う
ち
、
居
住
期
間
が
20
年
以
上

の
人
が
約
31
％
、
10
～
20
年
未
満

が
約
22
％
と
な
っ
て
お
り
、
５
年

未
満
の
人
に
つ
い
て
は
約
24
％

と
、
近
隣
の
川
崎
市
（
約
28
％
）、

都
区
部
（
約
30
％
）
と
比
べ
て
低

く
、
居
住
期
間
が
長
い
人
の
割
合

が
高
い
。
持
ち
家
に
住
む
一
般
世

帯
数
は
１
０
０
万
世
帯
を
超
え
、

約
６
割
を
占
め
る
。

　

横
浜
市
民
意
識
調
査
の
結
果
で

は
、
市
民
の
う
ち「
横
浜
生
ま
れ
」

は
お
よ
そ
３
割
程
度
。
現
在
の
住

ま
い
で
の
定
住
意
向
は
、
概
ね
6

割
か
ら
7
割
半
ば
程
度
で
推
移

し
、平
成
元
年
に
76
・
８
％
で
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
後
は
減
少
傾
向
と

な
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
緩
や
か
に

で
は
あ
る
が
定
住
意
向
が
増
加
、

転
居
意
向
は
減
少
し
て
令
和
４
年

は
過
去
最
低
と
な
っ
て
い
る
。（
図

２
）

　

横
浜
に
住
み
続
け
る
理
由
は
、

令
和
４
年
調
査
で
は
、１
位
が「
自

分
や
家
族
の
持
家
だ
か
ら
」

（
54
・
２
％
）
で
５
割
を
超
え
、

次
い
で
「
長
年
住
ん
で
い
て
愛
着

が
あ
る
か
ら
」（
37
・
３
％
）、「
買

い
物
、
医
療
な
ど
の
生
活
環
境
が

整
っ
て
い
る
か
ら
」（
32
・
７
％
）

と
な
っ
て
い
る
。「
横
浜
が
好
き

だ
か
ら
」（
32
・
２
％
）、「
親
や
子
、

親
族
、
友
人
な
ど
が
い
る
か
ら
」

（
31
・
９
％
）
な
ど
を
含
め
、
利

便
性
や
生
活
環
境
よ
り
も
、
自
分

と
の
つ
な
が
り
や
心
情
な
ど
に
よ

る
も
の
が
住
み
続
け
る
理
由
と
し

て
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

イ　

居
住
地
の
選
択

　

新
た
な
住
ま
い
に
転
居
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
進
学
や
就
職
・

転
職
、
結
婚
な
ど
の
事
象
が
生
じ

や
す
い
20
～
30
代
は
他
の
年
齢
層

に
比
べ
て
転
出
入
数
が
多
く
、
20

代
だ
け
で
転
入
者
全
体
の
お
よ
そ

４
割
を
占
め
て
い
る
。
転
入
者
の

総
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
令
和
４
年
に
お
い
て
も
年
間

で
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
約
14
万

8
千
人
、
市
内
で
の
移
動
者
約
6

万
7
千
人
が
、
新
た
な
住
ま
い
を

選
択
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

市
外
か
ら
又
は
市
内
で
居
住
地

を
移
動
し
た
人
が
横
浜
市
を
選
ん

だ
理
由
（
令
和
４
年
）
で
最
も
多

い
の
が
「
通
勤
・
通
学
に
便
利
だ

か
ら
」
で
42
・
６
％
、
最
近
５
年

間
に
移
動
し
た
人
に
限
れ
ば
50
・

２
％
と
５
割
を
超
え
て
い
る
。
仕

事
を
し
て
い
る
市
民（
15
歳
以
上
）

の
う
ち
、
通
勤
先
が
自
宅
を
除
く

市
内
の
人
が
約
53
％
、
都
区
部
が

約
24
％
で
、
そ
の
他
を
含
め
９
割

以
上
が
通
勤
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
交
通
利
便
性
が
重
視
さ
れ

る
こ
と
も
頷
け
る
だ
ろ
う
。

　

住
ま
い
を
決
め
る
時
に
「
横
浜

市
」で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
か
、

と
い
う
質
問
（
令
和
４
年
）
で
は
、

「
当
初
か
ら
「
横
浜
市
」
に
住
む

つ
も
り
だ
っ
た
」
と
す
る
人
が

54
・
９
％
と
最
も
多
く
、「
い
く

つ
か
の
候
補
地
の
中
で
、最
も「
横

浜
市
」
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
」（
10
・
５
％
）
と
合
わ
せ
る

と「
横
浜
市
に
住
み
た
い
」と
思
っ

て
選
ん
だ
人
が
６
割
半
ば
と
な

る
。
こ
れ
は
市
内
で
転
居
し
た
人

で
は
割
合
が
高
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
と
お
り
、
区
内
移
動
の
人
で

は
8
割
近
く
、
市
内
移
動
で
も
約

７
割
に
な
る
一
方
、
前
住
地
が
川

崎
市
で
は
約
42
％
、
川
崎
市
を
除

く
県
内
で
約
46
％
、
都
区
部
は
約

50
％
な
ど
市
外
か
ら
の
転
入
者
で

は
低
く
、
ま
た
近
隣
地
域
で
あ
る

ほ
ど
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

（
図
３
）

　

ま
た
、「
い
く
つ
か
の
候
補
地

の
中
で
、
最
も
「
横
浜
市
」
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
人
の
横

浜
市
を
選
ん
だ
理
由
を
見
る
と
、

「
通
勤
・
通
学
に
便
利
だ
か
ら
」

（
52
・５
％
）
が
全
体
（
42
・
６
％
）

同
様
に
１
位
で
あ
る
が
、
実
に
半

数
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
２
位

に
は
「
買
い
物
、
医
療
な
ど
の
生

活
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
ら
」

（
27
・
２
％
：
全
体
19
・
４
％
）

が
位
置
し
て
お
り
、
他
の
候
補
地

と
比
べ
た
上
で
、
交
通
利
便
性
と

生
活
環
境
を
よ
り
評
価
し
て
横
浜

を
選
択
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

住
む
場
所
に
関
す
る
価
値
感
で

は
、「
多
少
生
活
が
不
便
で
も
、

静
か
な
郊
外
に
住
む
方
が
よ
い
」

と
の
考
え
の
方
が
優
勢
で
あ
り
、

昭
和
63
年
に
は
半
数
近
い
49
・

１
％
が
「
そ
う
思
う
」
と
回
答
し

て
い
た
が
、
調
査
の
度
に
減
少
し

平
成
29
年
は
21
・
３
％
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
令
和
３
年
は
一
転
し
て

25
・
３
％
に
増
加
し
た
。テ
レ
ワ
ー

ク
等
の
普
及
に
よ
り
、
通
勤
の
利

便
性
よ
り
住
ま
い
の
周
辺
環
境
を

重
視
す
る
人
が
増
え
た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
面
が

反
映
し
た
結
果
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
た
、「
同
じ
場
所
に
ず
っ
と

住
む
よ
り
も
、
生
活
の
変
化
に
応

じ
て
住
み
替
え
る
方
が
よ
い
」
と

思
う
人
の
割
合
は
、
平
成
８
年
に

は
43
・
４
％
、
平
成
29
年
は
24
・

４
％
、
令
和
３
年
に
は
22
・
８
％

で
あ
り
、
同
じ
場
所
に
住
み
づ
つ

け
る
と
い
う
考
え
方
の
人
が
増
え

て
い
る
。

無回答

今住んでいるの
と 同 じ 区 内 3.9

横浜市内の別の区 8.7

川 崎 市 4.6

川崎市を除く県内
の 他 市 町 村 3.1

東 京 都 区 部 4.5

東京都区部を除く
東 京 都 内 -

そのほかの道府
県 ・ 国 外 2.4

22

当初から「横浜市」に住むつもりだった いくつかの候補地の中で、
最も「横浜市」に住みたい
と思っていた

「横浜市」は候補地の１つだったが、
できれば「横浜市」以外に住みたい
と思っていた

「横浜市」を含めた候補
地のうち、どこに住んで
もよいと思っていた

「横浜市」は、
候補地として考
えていなかった

候補地は
決めてい
なかった
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図３ 居住地選択時に「横浜市」であることを意識したか 図２ 定住意向の推移
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

（2）
し
ご
と
に
対
す
る
意
識
・
価

値
観

　

昭
和
60
年
当
時
、「
専
業
主
婦
」、

す
な
わ
ち
夫
の
み
就
業
し
て
い
る

世
帯
は
、
夫
婦
の
い
る
一
般
世
帯

数
（
不
詳
を
除
く
）
の
56
％
と
半

数
を
超
え
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ

字
カ
ー
ブ
に
見
る
よ
う
に
結
婚
や

出
産
を
き
っ
か
け
と
し
た
20
代
、

30
代
の
女
性
の
離
職
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
や
育
児
休
業
な
ど
法
律

や
制
度
の
整
備
な
ど
も
あ
り
、
就

労
を
続
け
る
女
性
が
増
え
、
夫
の

み
就
業
の
世
帯
の
割
合
（
不
詳
を

除
く
）
は
平
成
17
年
に
約
41
％
、

令
和
２
年
に
は
27
％
に
ま
で
減

少
、
逆
に
共
働
き
世
帯
は
49
％
と

半
数
近
く
に
上
る
。
令
和
２
年
の

就
業
者
の
男
女
比
は
男
性
56
・

５
％
対
女
性
43
・
５
％
で
男
性
の

方
が
多
い
が
、
平
成
27
年
と
比
べ

た
就
業
者
の
増
加
数
７
万
５
千
人

の
う
ち
98
％
は
女
性
で
あ
っ
た
。

近
年
で
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
等
働
き
方
に
関
す
る
考
え
方
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
自
宅
勤
務
な
ど
が

急
速
に
広
ま
り
男
女
問
わ
ず
就
労

環
境
や
意
識
が
変
化
す
る
一
方
、

非
正
規
雇
用
者
の
増
加
や
企
業
側

と
求
職
者
の
希
望
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

市
民
の
職
業
観
に
つ
い
て
は
、

「
い
っ
た
ん
職
業
に
就
い
た
ら
、

そ
の
仕
事
を
一
生
続
け
る
方
が
よ

い
」
と
い
っ
た
考
え
方
は
、
昭
和

62
年
の
45
・
９
％
か
ら
平
成
29
年

に
22
・
7
％
、
令
和
３
年
に
は

19
・
8
％
と
減
少
し
て
い
る
。
ま

た
、「
仕
事
は
収
入
の
た
め
で
、

仕
事
以
外
の
自
分
の
生
活
を
大
切

に
す
る
」
と
考
え
る
人
は
、
平
成

３
年
の
58
・
６
％
か
ら
平
成
29
年

に
61
・
４
％
、
令
和
３
年
は
63
・

６
％
と
少
し
づ
つ
増
加
、
男
性
に

比
べ
女
性
の
方
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。

　

再
雇
用
や
定
年
延
長
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
る
反
面
、「
い
く
つ

に
な
っ
て
も
元
気
な
う
ち
は
働
く

べ
き
だ
」
と
考
え
る
人
は
昭
和
63

年
の
78
・
７
％
か
ら
令
和
３
年
に

は
59
・
１
％
に
ま
で
低
下
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。（
図
４
）

　
「
仕
事
・
学
業
」
の
満
足
度
を

み
る
と
、
平
成
28
年
の
41
・
１
％

か
ら
徐
々
に
上
昇
し
、
令
和
４
年

は
51
・
３
％
と
半
数
を
超
え
た
。

収
入
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
32
・

３
％
か
ら
45
・
４
％
に
増
加
し
て

お
り
、
仕
事
や
収
入
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思

わ
れ
る
も
の
の
、
満
足
度
の
増
加

傾
向
に
は
変
化
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
。

（3）
家
族
・
社
会
と
の
係
わ
り

　

か
つ
て
本
市
の
一
般
世
帯
の
５

割
を
占
め
て
い
た
夫
婦
と
子
供
か

ら
成
る
世
帯
の
数
を
抜
き
、
平
成

22
年
以
降
の
最
も
多
い
世
帯
類
型

は
単
独
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
割
合
は
、
令
和
２
年
に
は
４
割

を
超
え
た
。

　

世
帯
当
た
り
の
人
員
も
減
少

し
、家
族
の
小
規
模
化
に
よ
っ
て
、

家
計
や
子
育
て
、
介
護
、
身
の
回

り
の
世
話
な
ど
家
族
内
で
分
担
し

支
え
あ
っ
て
き
た
役
割
や
機
能
が

担
い
き
れ
な
く
な
っ
た
り
、
過
重

な
負
担
が
か
か
っ
た
り
、
心
身
に

不
調
を
覚
え
る
よ
う
な
例
も
生
じ

て
い
る
。

　
「
夫
も
家
事
や
育
児
を
分
担
す

べ
き
だ
」
に
そ
う
思
う
と
回
答
し

た
割
合
は
、
平
成
８
年
は
69
・

８
％
、
平
成
29
年
に
は
72
・
８
％

と
増
え
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の

差
は
３
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。（
図

５
）
し
か
し
、
令
和
３
年
に
は

81
・
１
％
と
な
り
、
平
成
29
年
か

ら
８
・
３
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て

い
る
の
は
、
昨
今
の
働
き
方
の
変

化
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
で
過

ご
す
時
間
が
多
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
影
響
も
推
察
さ
れ
よ

う
。
こ
の
変
化
は
、
平
成
29
年
と

比
べ
る
と
男
女
と
も
に
「
そ
う
思

う
」
が
増
え
て
い
る
。

　

満
足
度
に
つ
い
て
は
、「
家
族

と
の
関
係
」
に
「
満
足
」
と
回
答

し
た
割
合
は
平
成
28
年
の
74
・

６
％
か
ら
令
和
４
年
の
80
・
１
％

へ
と
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
変
化
は

み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
健
康
」

へ
の
満
足
度
も
平
成
28
年
の
52
・

６
％
か
ら
令
和
４
年
の
60
・
７
％

と
増
加
し
て
い
る
。
50
％
超
の
人

が
自
分
の
健
康
を
心
配
ご
と
と
し

て
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
現
状
の

健
康
に
は
満
足
し
て
い
る
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

人
や
地
域
と
の
係
わ
り
の
希
薄

化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、意
識
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、

隣
近
所
と
は
「
顔
も
よ
く
知
ら
な

い
」、「
道
で
あ
え
ば
挨
拶
ぐ
ら
い

す
る
」
と
い
う
程
度
の
付
き
合
い

方
が
６
割
前
後
で
、「
困
っ
た
と

き
、
相
談
し
た
り
助
け
合
っ
た
り

す
る
」
と
い
っ
た
比
較
的
親
密
な

付
き
合
い
方
を
し
て
い
る
人
は
１

割
前
後
に
と
ど
ま
る
。
一
方
で
、

そ
の
よ
う
な
付
き
合
い
方
を
「
互

い
に
干
渉
し
あ
わ
ず
、
さ
ば
さ
ば

し
て
い
て
暮
ら
し
や
す
い
」
と
評

価
す
る
人
が
過
去
に
同
じ
質
問
を

し
た
14
回
の
調
査
の
う
ち
最
多
と

な
っ
た
。
逆
に
「
親
密
な
人
間
関

係
が
あ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
」

は
平
成
12
年
の
23
・
９
％
か
ら
令

和
４
年
の
11
・
５
％
に
ま
で
減
少

し
て
い
る
。
た
だ
、
さ
ば
さ
ば
に

せ
よ
親
密
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
し

て
も
そ
の
状
態
を
「
暮
ら
し
や
す

い
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
９
割
近

く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
広
く
交
流
す

る
よ
り
、
気
の
合
っ
た
人
と
深
く

付
き
合
う
方
が
よ
い
」
と
思
う
人

は
、
平
成
29
年
に
は
39
・
２
％
、

平成８年(n=2,139) - 69.8 10.8

平成12年(n=2,169) - 73.5 7.3

平成28年(n=2,194) 1.3 72.6 4.0

平成29年(n=2,316) 1.4 72.8 4.4

令和３年(n=2,572) 2.5 81.1 3.0

そう

思う
(計)

そう

思わ

ない
(計)

そう思う
どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない そう思わない

昭和63年(n=965) - 78.7 7.2

平成12年(n=2 ,169) - 71.6 9.0

平成28年(n=2 ,194) 1.3 62.4 9.7

平成29年(n=2 ,316) 0.7 61.1 10.3

令和３年(n=2 ,572) 1.9 59.1 11.9

そう

思う
(計)

そう

思わ

ない
(計)

そう思う
どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない そう思わない

図５ 「夫も家事や育児を分担すべきだ」 図４ 「いくつになっても元気なうちは働くべきだ」
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そ
う
思
わ
な
い
人
が
14
・
０
％

だ
っ
た
が
、
令
和
３
年
は
そ
う
思

う
人
が
56
・
３
％
、
思
わ
な
い
人

が
８
・
７
％
と
大
き
な
変
化
が
あ

り
、
年
齢
層
を
問
わ
ず
そ
の
傾
向

が
表
れ
て
い
た
。「
大
切
な
の
は

社
会
全
体
の
こ
と
よ
り
、
自
分
の

生
活
だ
」
に
そ
う
思
う
と
回
答
し

た
人
も
、
昭
和
63
年
の
41
・
８
％

か
ら
平
成
29
年
に
34
・
６
％
、
令

和
３
年
に
は
30
・
４
％
と
減
少
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
や
可
能
性
の
広
が
り
を

感
じ
る
機
会
も
増
え
て
い
る
が
、

「
自
分
の
生
活
が
便
利
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
自
分
に
関
す
る
情
報

を
知
ら
せ
た
り
登
録
し
た
り
し
て

も
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
は
、「
そ
う
思
わ
な
い
」（
34
・

８
％
）
が
、「
そ
う
思
う
」（
27
・

８
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

３
近
年
の
状
況
～
コ
ロ
ナ
禍
に

  

お
け
る
変
化

（1）
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る

変
化

　

令
和
３
年
と
４
年
の
調
査
に
お

い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
」
と

し
て
、
世
帯
の
収
入
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
生
活
上
の
12

項
目
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
「
増
え

た
」「
減
っ
た
」「
変
わ
ら
な
い
」

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
を
尋
ね
て

い
る
。（
図
６
）

　

各
年
と
も
「
増
え
た
」
と
の
回

答
が
多
か
っ
た
の
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
」、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
通
販
の

利
用
」「
家
族
と
過
ご
す
時
間
」

な
ど
で
、「
減
っ
た
」
が
多
か
っ

た
の
は
「
友
人
・
知
人
と
過
ご
す

時
間
」「
外
出
す
る
機
会
」「
店
舗

に
出
向
い
て
買
い
物
す
る
機
会
」

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
人
と
接
す

る
時
間
や
外
出
な
ど
が
減
り
、
非

接
触
な
場
面
が
増
え
た
の
は
、
多

く
の
人
と
実
感
と
も
合
致
す
る
だ

ろ
う
。

　

３
年
と
４
年
を
比
較
す
る
と
、

全
体
的
な
回
答
傾
向
は
変
わ
り
な

い
が
、「
減
っ
た
」
と
す
る
回
答

割
合
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
通
販
の
利
用
」

以
外
の
す
べ
て
の
項
目
で
減
少
し

て
い
る
。
一
方
、「
変
わ
ら
な
い
」

は
「
世
帯
の
支
出
」
以
外
の
す
べ

て
の
項
目
で
増
加
し
た
。
特
に
、

「
外
出
す
る
機
会
」で
は「
減
っ
た
」

が
15
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、「
変

わ
ら
な
い
」
が
13
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
加
、「
友
人
・
知
人
と
過
ご
す

時
間
」
で
は
「
減
っ
た
」
が
11
・

２
ポ
イ
ン
ト
減
少
、「
変
わ
ら
な

い
」
が
９
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
す

る
な
ど
、
行
動
を
抑
制
す
る
こ
と

で
減
少
し
て
い
た
外
出
や
交
流
な

ど
の
行
動
に
つ
い
て
も
、
こ
の
１

年
の
間
に
少
し
ず
つ
で
も
以
前
と

「
変
わ
ら
な
い
」
状
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、「
し
ご
と
・
労
働
時
間（
学

業
を
含
む
）」
を
年
齢
別
に
比
較

す
る
と
、
20
代
以
下
で
は
「
増
え

た
」
と
「
減
っ
た
」
が
い
ず
れ
も

２
割
前
後
で
あ
ま
り
変
化
が
な

か
っ
た
が
、30
代
以
上
で
は
、「
増

え
た
」
と
「
変
わ
ら
な
い
」
が
増

加
、「
減
っ
た
」
が
減
少
し
た
。

特
に
50
代
は
顕
著
で
、「
減
っ
た
」

が
28
・
９
％
か
ら
12
・
３
％
へ
と

大
き
く
減
少
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
人
が
ど
れ
位
い
る
の
か
を

み
る
た
め
に
、
12
項
目
を
大
き
く

４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
―
収
入
、
支

出
、仕
事
な
ど
に
関
す
る『
家
計
』、

通
販
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

含
む
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
』、

一
人
や
家
族
と
過
ご
す
『
自
分
・

家
族
と
の
時
間
』、
友
人
や
地
域

の
人
と
の
つ
な
が
り
、
外
出
、
買

い
物
、
運
動
な
ど
の
『
交
流
や
外

出
等
の
活
動
』
―
に
分
類
し
た
。

そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る

項
目
の
う
ち
１
つ
で
も「
増
え
た
」

あ
る
い
は
「
減
っ
た
」
と
回
答
し

た
場
合
は
「
変
化
あ
り
」、
そ
う

で
な
い
場
合
は
「
変
わ
ら
な
い
」

と
し
て
分
析
を
行
っ
た
。（
４
年

度
調
査
で
12
項
目
全
て
に
回
答
し

た
２
０
３
１
名
を
対
象
）

　

そ
の
結
果
（
図
７
左
）、
全
項

目
に
お
い
て
「
変
わ
ら
な
い
」
と

し
た
人
は
６
・
２
％
で
、
約
94
％

の
人
が
何
か
し
ら
の
変
化
が
あ
っ

た
と
回
答
し
て
い
る
。そ
の
う
ち
、

影
響
を
受
け
た
範
囲
が
最
も
広

い
、
全
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
変

化
が
あ
っ
た
人
は
全
体
の
27
・

６
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
層

の
年
齢
構
成
を
見
る
と
50
代
が
約

25
％
で
最
多
を
占
め
て
い
る
が
、

回
答
者
全
体
の
年
齢
割
合
と
比
較

す
る
と
、
20
代
、
30
代
の
割
合
が

多
く
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
実
際
、

年
齢
層
ご
と
に
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

変
化
が
あ
っ
た
人
の
割
合
を
見
る

と
（
図
7
右
）、
20
代
以
下
、
30

代
で
は
４
割
近
く
、
40
代
、
50
代

で
３
割
前
半
、
70
歳
以
上
で
は
１

割
台
で
あ
り
年
齢
層
が
低
い
ほ
ど

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。逆
に
、

全
項
目
に
お
い
て「
変
わ
ら
な
い
」

と
し
た
人
で
は
高
齢
層
で
割
合
が

多
い
。

　

２
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
、『
家

計
』
に
は
変
化
が
な
い
が
そ
れ
以

外
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
変
化
が

あ
っ
た
人
た
ち
で
12
・
４
％
、
次

い
で
『
自
分
・
家
族
と
の
時
間
』

以
外
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
変
化
が

あ
っ
た
人
た
ち
が
10
・
４
％
で
あ

る
。こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
40
代
、

50
代
が
多
い
が
、
回
答
者
全
体
の

年
齢
の
構
成
か
ら
見
る
と
、
特
に

『
家
計
』
以
外
に
変
化
が
あ
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
20
代
以
下
が
多
く
、

総
じ
て
20
代
以
下
～
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代
で
よ
り

多
岐
に
わ
た
っ
て
変
化
を
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て
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い
る
。

（2） 
以
前
よ
り
重
要
に
な
っ
た
こ
と

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
前
よ
り
重
要
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」

を
い
く
つ
で
も
選
択
す
る
質
問
で

は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
同
居

す
る
家
族
・
親
族
等
」で
48
・
１
％
、

次
い
で
「
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
や

親
族
」
が
43
・
９
％
と
な
っ
て
お

り
、
家
族
等
の
重
要
性
を
よ
り
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
年
齢
別

に
み
る
と
「
同
居
す
る
家
族
・
親

族
等
」
が
１
位
な
の
は
50
代

（
53
・
４
％
）、
60
代
（
47
・
１
％
）、

70
歳
以
上
（
46
・
９
％
）
の
層
で
、

18
～
29
歳
で
は
「
友
人
・
知
人
」

（
51
・
６
％
）、
30
代
、
40
代
で
は

「
収
入
や
貯
蓄
」（
そ
れ
ぞ
れ
60
・

１
％
、
49
・
９
％
）
が
最
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
世
代
に
よ
っ
て
差

が
表
れ
て
い
る
。特
に
30
代
で
は
、

１
位
の
「
収
入
や
貯
蓄
」
を
選
ん

だ
人
は
６
割
を
超
え
て
お
り
、
経

済
面
で
の
影
響
が
他
の
年
代
よ
り

大
き
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
の
項
目

選
択
数
は
3
・
90
個
で
、
全
体
の

3
・
16
個
や
70
歳
以
上
の
2
・
68

個
な
ど
に
比
べ
て
多
く
選
択
し
て

お
り
、
30
代
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
よ
り
多
く
感
じ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
前
よ
り
重
要
で
は
な
く

な
っ
た
こ
と
を
同
じ
項
目
か
ら
選

択
す
る
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
お

よ
そ
６
割
が
「
特
に
な
い
」
と
回

答
し
た
。
最
も
多
か
っ
た
「
通
勤

や
通
学
の
し
や
す
さ
」
は
全
体
で

９
・
２
％
、
実
際
に
通
勤
・
通
学

す
る
で
あ
ろ
う
自
営
業
以
外
の
就

労
者
と
学
生
に
限
る
と
12
・
８
％

が
前
よ
り
重
要
で
は
な
く
な
っ
た

と
し
て
い
る
。
働
き
方
の
変
化
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が
り
な
ど
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、半
面
、

「
通
勤
や
通
学
の
し
や
す
さ
」
が

前
よ
り
重
要
に
な
っ
た
と
し
た
人

の
割
合
が
全
体
で
13
・
８
％
、
自

営
業
以
外
の
就
労
者
と
学
生
で
は

21
・
１
％
で
あ
り
、
重
要
で
は
な

く
な
っ
た
人
の
割
合
を
超
え
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
点
で
「
通
勤
・

通
学
の
し
や
す
さ
」
の
重
要
度
が

増
し
た
の
か
を
調
査
か
ら
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で

あ
る
が
、
通
勤
・
通
学
者
の
お
よ

そ
３
人
に
１
人
に
起
き
た
こ
の
よ

う
な
変
化
が
居
住
地
選
択
や
働
き

方
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
の

か
興
味
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（3） 

行
動
範
囲
と
頻
度
の
変
化

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年
と
令

和
４
年
を
比
較
す
る
と
、「
食
料

品
・
日
用
品
を
買
い
に
行
く
」
頻

度
は
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
が
25
・
１
％

か
ら
19
・
６
％
に
減
少
、「
週
に

２
～
３
回
」
が
41
・
３
％
か
ら

46
・
１
％
に
増
加
す
る
な
ど
、
頻

度
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
反
面
、

行
く
場
所
（
行
動
範
囲
）
に
つ
い

て
は
住
ま
い
の
周
辺
か
市
内
か
な

ど
の
割
合
に
変
化
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
「
散
歩
を
し
た
り
、
公
園
へ
出

か
け
る
」に
つ
い
て
は
、「
し
な
い
」

が
23
・
８
％
か
ら
19
・
１
％
に
減

少
し
、「
ほ
ぼ
毎
日
」「
週
に
２
～

３
回
」
が
そ
れ
ぞ
れ
４
ポ
イ
ン
ト

程
度
増
加
す
る
な
ど
頻
度
が
増
え

て
い
る
。特
に
男
性
50
代
で
は「
し

な
い
」
人
が
26
・
２
％
か
ら
16
・

０
％
に
約
10
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
そ

の
分
「
週
に
２
～
３
回
」
が
約
10

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
一
方
、
女

性
30
代
で
は
「
し
な
い
」
は
あ
ま

り
減
少
せ
ず
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
が

約
10
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、「
週
に

２
～
３
回
」「
週
に
１
回
」
が
そ

れ
ぞ
れ
約
10
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
お

り
頻
度
が
減
っ
て
い
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
生
活
行
動
に
大
き
な

変
化
が
生
じ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら

の
多
く
は
状
況
に
対
応
す
る
た
め

の
変
化
と
考
え
ら
れ
、
調
査
結
果

を
見
て
も
、
以
前
と
「
変
わ
ら
な

い
」
と
す
る
人
も
増
え
て
お
り
、

そ
の
変
化
が
定
着
す
る
か
は
ま
だ

わ
か
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
考
え
方
や
価
値
観
に

つ
い
て
は
急
激
な
変
化
は
あ
ま
り

見
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
に

強
弱
が
つ
い
た
程
度
の
印
象
で
あ

る
。
た
だ
し
、
意
識
や
価
値
観
は

長
期
的
に
は
変
化
を
見
せ
て
お

り
、
市
民
全
般
に
広
く
影
響
し
た

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
体
験
が
今
後
ど

の
よ
う
に
市
民
の
意
識
や
生
活
に

影
響
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は

し
な
い
の
か
。
そ
の
変
化
と
市
民

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
る
基
礎
的
な
調

査
と
し
て
、
引
き
続
き
市
民
意
識

調
査
を
実
施
・
活
用
し
て
い
き
た

い
。
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人
口
移
動
に
は
、
転
入
・
転
出

に
よ
る
居
住
地
の
移
動
と
、通
勤
・

通
学
に
よ
る
居
住
地
（
常
住
地
）

か
ら
従
業
地
・
通
学
地
へ
の
一
日

の
移
動
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
住

民
基
本
台
帳
に
よ
る
統
計
か
ら
、

そ
し
て
後
者
は
国
勢
調
査
の
従
業

地
・
通
学
地
に
よ
る
人
口
・
就
業

状
態
等
集
計
結
果
か
ら
分
析
で
き

ま
す
。

　

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
２
０

２
０
年
～
２
０
２
２
年
の
人
口
移

動
を
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
２
０
１

９
年
の
結
果
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
転
入
・

転
出
の
移
動
の
変
化
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
直
近
の
令
和
２

年
国
勢
調
査
（
２
０
２
０
年
）
の

結
果
と
前
回
の
平
成
27
年
国
勢
調

査
（
２
０
１
５
年
）
の
結
果
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
通
勤
・
通
学
に
よ
る
日
中
の

人
の
流
れ
の
変
化
に
つ
い
て
も
み

て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

１
転
入
・
転
出
に
よ
る
移
動

　

市
の
統
計
で
確
認
で
き
る
１
９

４
７
年
以
降
で
は
、
横
浜
市
か
ら

市
外
へ
の
転
出
が
市
外
か
ら
市
内

へ
の
転
入
を
上
回
る
転
出
超
過
と

な
っ
た
１
９
９
３
年
か
ら
１
９
９

６
年
及
び
２
０
１
１
年
以
外
は
転

入
超
過
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と

な
っ
た
現
在
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
、
長
年
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
た
東
京
都
へ
の
転
出

が
減
り
、
東
京
都
か
ら
の
転
入
が

増
え
た
こ
と
で
転
入
超
過
に
転
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
外
、
と
り
わ

け
外
国
人
の
国
外
か
ら
の
転
入
が

激
減
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
傾

向
と
は
異
な
る
動
き
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
を
迎
え

た
２
０
２
１
年
の
人
口
移
動
も
、

同
様
の
動
き
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
続
く
の
か
、
あ
る
い

は
一
過
性
の
も
の
と
し
て
従
来
の

傾
向
に
戻
る
動
き
が
あ
る
の
か
、

２
０
２
２
年
の
数
値
も
出
ま
し
た

の
で
、
流
行
直
前
の
２
０
１
９
年

の
結
果
と
比
較
し
て
み
て
い
き
ま

す
。

（1）
年
次
の
転
入
・
転
出
者
数

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年

は
、
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
な
ど
、
人
流
を
抑
制
す

る
措
置
が
と
ら
れ
た
影
響
な
ど
か

ら
、
前
年
２
０
１
９
年
と
比
べ
、

転
入
が
９
，
８
７
９
人
減
（
15
万

１
，
９
３
０
人
→
14
万
２
，
０
５

１
人
）、
転
出
が
８
，
０
９
１
人

減
（
13
万
５
，
６
５
３
人
→
12
万

７
，
５
６
２
人
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ

大
き
く
数
を
減
ら
す
結
果
と
な

り
、
転
入
か
ら
転
出
を
差
し
引
い

た
転
入
超
過
数
は
１
万
４
，
４
８

９
人
で
し
た
。

　

２
０
２
１
年
は
、
転
入
が
２
０

２
０
年
に
続
い
て
減
少
し
て
14
万

人
を
割
り
込
み
、
13
万
９
，
０
２

１
人
と
な
り
ま
し
た
。
転
入
が
13

万
人
台
と
な
る
の
は
、
東
日
本
大

震
災
の
あ
っ
た
２
０
１
１
年
及
び

消
費
税
率
引
上
げ
の
あ
っ
た
２
０

１
４
年
以
来
の
こ
と
で
す
。
転
出

は
13
万
１
，
３
６
２
人
、
転
入
超

過
数
は
７
，
６
５
９
人
で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
は
転
入
が
前
年
よ

り
９
，
１
１
１
人
増
え
、
14
万
８
，

１
３
２
人
、
転
出
が
13
万
５
，
１

７
２
人
で
し
た
の
で
、
転
入
超
過

数
は
１
万
２
，
９
６
０
人
と
前
年

よ
り
５
，
３
０
１
人
の
拡
大
と
な

り
ま
し
た
。人
口
移
動
の
総
量（
転

入
者
数
＋
転
出
者
数
）
に
つ
い
て

も
、
２
０
１
９
年
の
水
準
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

（2）
月
別
の
転
入
・
転
出
者
数

《2》
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
横
浜
市
の
人
口
移
動

表１ 月別の転入・転出者数（2019年～22年）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

転入者数

2019年（令和元年） 9,423 9,725 27,135 20,896 11,422 10,167 11,796 10,274 10,909 11,614 8,737 9,832

2020年（令和２年） 9,590 10,338 29,430 19,090 7,424 8,786 9,369 9,474 9,292 9,717 9,421 10,120

2021年（令和３年） 9,183 10,064 27,852 17,613 9,124 10,205 9,457 9,551 8,738 9,396 9,081 8,757

2022年（令和４年） 8,183 8,952 28,229 18,192 12,472 10,595 10,786 11,089 10,195 10,719 9,499 9,221

2020年 167 613 2,295 △ 1,806 △ 3,998 △ 1,381 △ 2,427 △ 800 △ 1,617 △ 1,897 684 288

2021年 △ 240 339 717 △ 3,283 △ 2,298 38 △ 2,339 △ 723 △ 2,171 △ 2,218 344 △ 1,075

2022年 △ 1,240 △ 773 1,094 △ 2,704 1,050 428 △ 1,010 815 △ 714 △ 895 762 △ 611

転出者数

2019年（令和元年） 9,253 10,228 23,900 13,528 10,288 9,805 11,351 9,900 10,161 9,565 8,569 9,105

2020年（令和２年） 9,033 10,228 23,474 12,259 7,132 8,896 10,241 9,069 9,756 9,450 8,692 9,332

2021年（令和３年） 9,158 10,457 23,962 12,561 8,680 10,063 9,489 9,427 9,998 9,101 9,017 9,449

2022年（令和４年） 9,442 10,143 24,466 12,085 10,197 10,499 10,070 10,574 10,112 9,162 8,971 9,451

2020年 △ 220 0 △ 426 △ 1,269 △ 3,156 △ 909 △ 1,110 △ 831 △ 405 △ 115 123 227

2021年 △ 95 229 62 △ 967 △ 1,608 258 △ 1,862 △ 473 △ 163 △ 464 448 344

2022年 189 △ 85 566 △ 1,443 △ 91 694 △ 1,281 674 △ 49 △ 403 402 346

太枠は、神奈川県に緊急事態宣言が発令された期間が含まれる月

対2019年比

対2019年比

区分・年

＜参考＞

[緊急事態宣言] 2020/4/7（火）～5/25（月）、2021/1/8（金）～3/21（日）、2021/8/2（月）～9/30（木）

[まん延防止等重点措置] 2021/4/20（火）～8/1（日）、2022/1/21（金）～3/21（月）
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←
 

→

（人） （人）

　

転
入
者
数
を
月

別
に
み
る
と
、
２

０
２
１
年
は
、
12

か
月
の
う
ち
８
か

月
で
、
２
０
２
２

年
は
７
か
月
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
前

の
２
０
１
９
年
を

下
回
り
ま
し
た
。

　

特
に
２
０
２
１

年
の
４
月
期
は
最

初
の
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発

令
さ
れ
、
最
初
の

緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
２
０

２
０
年
の
減
少
幅

よ
り
も
大
き
く
減

少
（
△
１
，
８
０

６
人
→
△
３
，
２

８
３
人
）
し
ま
し

た
。
通
常
、
就
職

図１ 転入・転出者数及び転入超過数の推移（2015年～22年）

執
筆入

江
佳
久

政
策
局
統
計
情
報
課
長
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

や
進
学
に
伴
う
移
動
が
多
く
な
る

時
期
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目

で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
企
業
な
ど
で
普

及
し
た
こ
と
や
授
業
を
リ
モ
ー
ト

で
行
う
学
校
が
増
え
た
こ
と
も
、

転
入
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０

２
２
年
も
△
２
，
７
０
４
人
と
減

少
幅
は
小
さ
く
な
っ
た
も
の
の
、

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
２
０
２
０
年
に
転
入
者

数
７
，
４
２
４
人
と
な
り
、
前
年

の
２
０
１
９
年
と
の
比
較
で
△

３
，
９
９
８
人
と
、
こ
の
期
間
に

お
け
る
月
別
の
比
較
で
最
も
大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年

は
増
加
に
転
じ
、
２
０
２
２
年
に

は
転
入
者
数
１
２
，
４
７
２
人
と

増
加
し
、
２
０
１
９
年
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
６
月
以

降
は
、
２
０
１
９
年
と
の
比
較
で

７
月
に
△
１
，
０
１
０
人
と
な
っ

た
も
の
の
、
大
き
な
増
減
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

転
出
は
、
２
０
２
０
年
５
月
に

対
前
年
比
△
３
，
１
５
６
人
と
大

き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
転
入
と

比
べ
る
と
大
き
な
増
減
は
な
く
、

４
月
期
、
７
月
期
を
除
き
、
各
月

で
２
０
１
９
年
と
比
べ
、
あ
ま
り

大
き
な
減
少
又
は
増
加
は
見
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

（3）
地
域
別
の
転
入
・
転
出
者
数

　

横
浜
市
の
２
０
１
９
年
ま
で
の

転
入
・
転
出
者
数
を
主
な
地
域
別

に
み
る
と
、
東
京
都
と
神
奈
川
県

内
へ
は
転
出
超
過
、
そ
れ
以
外
の

地
域
か
ら
は
転
入
超
過
と
い
う
人

の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
内
と
の
移
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
と
比

べ
、
転
入
は
２
０
２
０
年
に
４
４

１
人
、
２
０
２
１
年
に
１
，
４
６

７
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
転
出
は

２
０
２
０
年
に
前
年
か
ら
１
，
０

０
８
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
２
０

２
１
年
に
は
１
，
０
６
６
人
増
加

し
ま
し
た
。
転
出
超
過
数
は
、
２

０
１
９
年
に
１
，
９
６
９
人
で
し

た
が
２
０
２
０
年
に
転
出
が
減
少

し
た
た
め
５
２
０
人
に
縮
小
し
た

も
の
の
、
２
０
２
１
年
は
１
，
５

６
８
人
、
２
０
２
２
年
に
は
２
０

１
９
年
よ
り
も
拡
大
し
、
２
，
５

９
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
と
の
移
動
は
、
２
０
２

０
年
に
転
入
増
、
転
出
減
に
よ
り

22
年
ぶ
り
に
転
入
超
過
に
転
じ
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
も
そ
の
流
れ

は
継
続
し
て
お
り
、
転
入
超
過
の

幅
は
拡
大
（
１
９
８
人
→
２
，
６

８
５
人
）
し
ま
し
た
が
、
２
０
２

２
年
は
再
び
転
出
超
過
に
転
じ
、

２
４
３
人
の
転
出
超
過
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

他
道
府
県
と
の
移
動
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
と
比
べ
て

２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
と
転

入
の
減
少
が
続
き
（
２
０
２
０
年

△
３
，
９
７
２
人
、
２
０
２
１
年

△
５
，
６
７
０
人
）、
転
入
超
過

数
も
１
万
人
を
割
り
込
み
、
２
０

２
１
年
に
は
６
，
３
９
３
人
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
か
ら
東
京
へ
の

人
口
集
中
の
傾
向
が
弱
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
東
京
圏
に
位
置

す
る
横
浜
市
へ
の
流
入
も
縮
小
の

動
き
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
２
０

２
２
年
に
は
転
入
が
若
干
増
加

し
、
転
入
超
過
数
は
８
，
３
９
３

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
国
外
か
ら
は
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
水
際
対
策
が
強

化
さ
れ
て
い
た
影
響
を
受
け
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
よ
り
２

年
続
け
て
転
入
が
大
き
く
減
少
し

て
お
り
、
２
０
１
９
年
に
８
，
５

３
５
人
あ
っ
た
転
入
超
過
数
は
２

０
２
１
年
で
は
１
４
９
人
ま
で
縮

小
し
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
２
２

年
に
は
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
転
入
が
増
え
、
転
入
超

過
数
は
７
，
４
０
７
人
ま
で
回
復

し
て
い
ま
す
。（
表
2
）

　

神
奈
川
県
内
と
東
京
都
を
さ
ら

に
細
か
な
地
域
ご
と
に
み
る
と
、

神
奈
川
県
内
は
東
京
寄
り
の
川
崎

市
と
の
移
動
で
は
２
０
１
９
年
に

転
出
超
過
だ
っ
た
の
に
対
し
、
２

０
２
０
年
に
は
１
，
７
３
３
人
の

転
入
超
過
に
転
じ
、
２
０
２
１
年

に
は
２
，
１
４
７
人
の
転
入
超
過

と
２
年
連
続
増
加
し
、
２
０
２
２

年
に
は
１
，
１
２
６
人
の
転
入
超

過
と
減
少
し
た
も
の
の
、
転
入
超

過
は
続
い
て
い
ま
す
。

表１ 月別の転入・転出者数（2019年〜22年）

表１ 月別の転入・転出者数（2019年～22年）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

転入者数

2019年（令和元年） 9,423 9,725 27,135 20,896 11,422 10,167 11,796 10,274 10,909 11,614 8,737 9,832

2020年（令和２年） 9,590 10,338 29,430 19,090 7,424 8,786 9,369 9,474 9,292 9,717 9,421 10,120

2021年（令和３年） 9,183 10,064 27,852 17,613 9,124 10,205 9,457 9,551 8,738 9,396 9,081 8,757

2022年（令和４年） 8,183 8,952 28,229 18,192 12,472 10,595 10,786 11,089 10,195 10,719 9,499 9,221

2020年 167 613 2,295 △ 1,806 △ 3,998 △ 1,381 △ 2,427 △ 800 △ 1,617 △ 1,897 684 288

2021年 △ 240 339 717 △ 3,283 △ 2,298 38 △ 2,339 △ 723 △ 2,171 △ 2,218 344 △ 1,075

2022年 △ 1,240 △ 773 1,094 △ 2,704 1,050 428 △ 1,010 815 △ 714 △ 895 762 △ 611

転出者数

2019年（令和元年） 9,253 10,228 23,900 13,528 10,288 9,805 11,351 9,900 10,161 9,565 8,569 9,105

2020年（令和２年） 9,033 10,228 23,474 12,259 7,132 8,896 10,241 9,069 9,756 9,450 8,692 9,332

2021年（令和３年） 9,158 10,457 23,962 12,561 8,680 10,063 9,489 9,427 9,998 9,101 9,017 9,449

2022年（令和４年） 9,442 10,143 24,466 12,085 10,197 10,499 10,070 10,574 10,112 9,162 8,971 9,451

2020年 △ 220 0 △ 426 △ 1,269 △ 3,156 △ 909 △ 1,110 △ 831 △ 405 △ 115 123 227

2021年 △ 95 229 62 △ 967 △ 1,608 258 △ 1,862 △ 473 △ 163 △ 464 448 344

2022年 189 △ 85 566 △ 1,443 △ 91 694 △ 1,281 674 △ 49 △ 403 402 346

太枠は、神奈川県に緊急事態宣言が発令された期間が含まれる月

対2019年比

対2019年比

区分・年

＜参考＞

[緊急事態宣言] 2020/4/7（火）～5/25（月）、2021/1/8（金）～3/21（日）、2021/8/2（月）～9/30（木）

[まん延防止等重点措置] 2021/4/20（火）～8/1（日）、2022/1/21（金）～3/21（月）
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県
央
地
域
（
相
模
原
市
や
大
和

市
な
ど
）
と
の
移
動
で
は
、
転
出

超
過
数
が
２
０
１
９
年
に
１
，
８

１
５
人
、
２
０
２
０
年
に
２
，
０

４
６
人
、
２
０
２
１
年
に
は
２
，

７
７
２
人
と
拡
大
し
、
２
０
２
２

年
に
若
干
減
少
し
た
も
の
の
２
，

５
１
５
人
の
転
出
超
過
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

湘
南
地
域
（
藤
沢
市
や
茅
ヶ
崎

市
な
ど
）
と
の
移
動
で
も
、
転
出

超
過
数
が
２
０
１
９
年
の
９
５
６

人
か
ら
２
０
２
０
年
に
１
，
１
３

９
人
、
２
０
２
１
年
に
１
，
７
２

３
人
と
拡
大
し
、
２
０
２
２
年
に

１
，
７
８
９
人
と
、
拡
大
幅
は
縮

小
し
た
も
の
の
、
拡
大
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

東
京
都
と
の
移
動
は
、
特
別
区

部
に
お
い
て
２
０
２
０
年
に
そ
れ

ま
で
の
転
出
超
過
か
ら
転
入
超
過

に
転
じ
、２
０
２
１
年
は
転
入
増
・

転
出
減
の
動
き
が
よ
り
大
き
く
な

り
、
転
入
超
過
数
が
３
，
５
８
０

人
と
拡
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
２
年
に
は
転
入
超
過
は
継

続
し
て
い
る
も
の
の
、
転
入
減
・

転
出
増
に
よ
り
、
転
入
超
過
数
は

９
４
７
人
と
縮
小
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
都
心
部
か
ら
郊
外
へ

移
住
す
る
流
れ
が
強
ま
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
２
０
２
２
年
に

は
そ
の
流
れ
が
弱
ま
り
、
今
後
、

再
び
転
出
超
過
に
転
じ
る
可
能
性

も
出
て
き
て
い
ま
す
。（
表
3
）

（4） 

外
国
人
の
動
き

　

外
国
人
は
、
水
際
対
策
強
化
の

た
め
の
新
規
入
国
制
限
の
影
響
を

受
け
る
形
で
、
国
外
か
ら
の
転
入

が
２
年
続
け
て
減
少
し
（
２
０
１

９
年
１
万
３
，
８
２
０
人
→
２
０

２
０
年
５
，
４
２
０
人
→
２
０
２

１
年
３
，
３
５
７
人
）、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
半
数
以
下
の
水
準
に
ま
で

落
ち
込
み
、
２
０
２
１
年
は
転
出

者
数
（
３
，
７
３
５
人
）
を
下
回

る
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
に
は
規
制
緩
和

を
受
け
て
国
外
か
ら
の
転
入
が
１

２
，
４
３
９
人
と
増
加
し
、
２
０

１
９
年
に
近
い
状
況
ま
で
回
復
し

て
い
ま
す
。（
図
2
）

　
２ 

　 

通
勤
・
通
学
に
よ
る
移
動

　　

15
歳
以
上
の
就
業
者
・
通
学
者

の
通
勤
・
通
学
に
よ
る
人
の
移
動

を
、
令
和
２
年
と
平
成
27
年
の
国

勢
調
査
結
果
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ

う
。

（1） 

横
浜
市
に
常
住
す
る
15
歳
以

上
就
業
者
・
通
学
者

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
結
果
で
、

横
浜
市
に
常
住
す
る
就
業
者
は
１

６
８
万
８
，
２
７
２
人
、
通
学
者

は
15
万
９
，
６
８
２
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。平
成
27
年
国
勢
調
査（
以

下
、「
前
回
」
と
い
う
。）
結
果
と

比
べ
就
業
者
は
１
万
４
，
３
５
９

人
（
０
・
９
％
）
増
加
、
通
学
者

は
２
万
７
，１
３
７
人（
14
・５
％
）

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。従
業
地
・

通
学
地
別
の
割
合
を
み
る
と
、「
市

内
で
従
業
・
通
学
」
が
61
・
５
％

で
前
回
（
59
・
５
％
）
か
ら
２
・

０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、「
市
外
で
従

業
・
通
学
」
が
38
・
５
％
で
前
回

（
40
・
５
％
）
か
ら
２
・
０
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す
。（
図
3
）

（2） 

横
浜
市
に
常
住
す
る
15
歳
以

上
就
業
者

　

横
浜
市
に
常
住
す
る
15
歳
以
上

就
業
者
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男

性
が
94
万
２
，
３
６
１
人
、
女
性

が
74
万
５
，
９
１
１
人
で
、
前
回

（
男
性
97
万
８
７
６
人
、
女
性
70

万
３
，
０
３
７
人
）
に
比
べ
男
性

が
減
少
し
、
女
性
が
増
加
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
「
市
内
で
従
業
」

は
、
男
性
が
49
万
１
，
１
３
６
人

（
54
・
２
％
）、
女
性
が
51
万
５
，

１
２
４
人
（
71
・
５
％
）
と
、
前

回
（
男
性
47
万
５
，
４
３
９
人

（
51
・
７
％
）、
女
性
47
万
８
，
８

５
３
人
（
71
・
２
％
））
と
比
べ
、

男
女
と
も
人
数
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の

割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
市
外
で
従
業
」
は
男

性
が
41
万
５
，
３
０
４
人
（
45
・

８
％
）、
女
性
が
20
万
５
，
７
７

４
人
（
28
・
５
％
）
と
前
回
（
男

性
44
万
３
，
５
５
３
人
（
48
・

３
％
）、
女
性
19
万
３
，
９
２
１

人
（
28
・
８
％
））
と
比
べ
、
男

性
が
人
数
、
割
合
と
も
に
少
な
く

な
り
、
女
性
は
人
数
は
増
え
た
も

の
の
、割
合
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
内
で
従
業
」
の
う
ち
「
自

宅
で
従
業
」は
14
万
１
９
５
人
で
、

前
回
（
10
万
４
，
０
８
１
人
）
と

比
べ
、
３
万
６
，
１
１
４
人
、

34
・
７
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
調
査
で
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
場
合
は
自
宅

を
従
業
地
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
従
業
上
の
地
位
別
15

歳
以
上
就
業
者
数
及
び
割
合
を
み

る
と
「
自
営
業
主
」
及
び
「
家
族

従
業
者
」
が
減
少
し
て
い
る
中
で

「
自
宅
で
従
業
」
の
割
合
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
が
伺

え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（3） 

横
浜
市
か
ら
の
流
出
人
口

と
横
浜
市
へ
の
流
入
人
口

　

15
歳
以
上
就
業
者
・
通
学
者
の

横
浜
市
か
ら
の
流
出
人
口
（
市
外

へ
通
勤
・
通
学
す
る
者
）
は
68
万

５
，
４
０
３
人
で
、
前
回
（
71
万

７
，
７
８
２
人
）と
比
べ
３
万
２
，

３
７
９
人
（
４
・
５
％
）
減
少
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
横
浜
市
へ
の

流
入
人
口
（
市
外
か
ら
通
勤
・
通

学
す
る
者
）
は
40
万
５
，
８
４
０

人
で
、
前
回
（
41
万
２
，
４
３
７

人
）
か
ら
６
，
５
９
７
人
（
１
・

６
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
流
出

人
口
が
流
入
人
口
を
27
万
９
，
５

６
３
人
上
回
り
、
流
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
流
出
超
過

数
は
前
回（
30
万
５
，
３
４
５
人
）

と
比
べ
２
万
５
，
７
８
２
人（
８
・

４
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図

4
）

３ 

　 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
横
浜
市

　

  

の
人
口
移
動

　　

転
入
・
転
出
、
そ
し
て
通
勤
・

通
学
に
よ
る
人
口
移
動
に
つ
い
て

み
て
き
ま
し
た
が
、
統
計
の
数
値

か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
状

況
が
変
化
し
、
人
口
の
移
動
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
時

的
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
、
今

後
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見

通
せ
な
い
現
状
で
は
、
し
ば
ら
く

こ
の
傾
向
が
続
く
の
で
は
な
い
か

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

参
照

「
横
浜
市
の
人
口
─
令
和
4
年
中
の
人
口
動

態
と
令
和
5
年
１
月
１
日
現
在
の
年
齢
別

人
口
─
」

「
横
浜
市
の
人
口
─
令
和
３
年
中
の
人
口
動

態
と
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
の
年
齢
別

人
口
─
」

「
令
和
２
年
国
勢
調
査 

従
業
地
・
通
学
地

に
よ
る
人
口
・
就
業
状
態
等
集
計
結
果 

横

浜
市
の
概
要
」

「
令
和
２
年
国
勢
調
査 

就
業
状
態
等
基
本

集
計
結
果 

横
浜
市
の
概
要
」
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

図３ 従業地･通学地別15歳以上就業者・通学者の割合
（平成27年、令和２年）

図２ 外国人の転入・転出者数（2019年～22年）表２ 主な地域別の転入・転出者数、転入超過数
　　 （2019年～22年）

図４ 流出・流入地域別15 歳以上通勤・通学者数（平成27 年、令和２年）

表３ 神奈川県内及び東京都の地域別の転入・転出者数、
　　 転入超過数（2019年～22年）

注1)  （　）内は平成27年の数値
注2)  県内の各地域の市町村は次のとおり
     　 横須賀三浦地区　　…　横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町
　      県央地区    　 　　　…　厚木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、

愛川町、清川村
     　 湘南地区    　　　   …　平塚市、藤沢市、茅ケ崎市、秦野市、伊勢原市、

寒川町、大磯町、二宮町
 　 　　県西地区　　　  　 　…　小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、

山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町
注3)　流入超過数は流入人口から流出人口を引いた数

横須賀
三浦地区
22,029

(25,340)

60,936

(63,272)

38,907

(37,932)

横 浜 市

流入超過数
△279,563人

(△305,345人)

湘南地区
28,221

(27,487)

63,025

(63,646)

東京都特別区部
△355,479

(△375,023)

川崎市
△18,837

(△25,186)

78,683

(76,075)

97,520

(101,261)

34,804

(36,159)

県央地区
12,166

(14,072)

42,755

(45,270)

30,589

(31,198)

東京都
特別区部以外

3,520
(378)

35,590

(36,071)

32,070

(35,693)

千葉県
4,537

(4,712)

11,266
(12,174)

6,729
(7,462)

61,462

(59,279)
416,941

(434,302)

県西地区
3,451

(3,361)

5,764

(5,948)

2,313

(2,587)

相模原市
12,883

(12,433)

12,071

(12,519)

24,954

(24,952)

埼玉県
6,439

(6,562)

11,980

(12,613)

5,541

(6,051)

その他の道府県
1,507 (519)

流出 7,918 (12,618)
流入 9,425 (13,137)

2020年 2021年 2022年

神奈川県内

転入者数 34,249 34,690 35,716 34,188 441 1,467 △ 61

転出者数 36,218 35,210 37,284 36,785 △ 1,008 1,066 567

転入超過数 △ 1,969 △ 520 △ 1,568 △ 2,597

東京都

転入者数 31,531 33,897 35,638 34,238 2,366 4,107 2,707

転出者数 35,639 33,699 32,953 34,481 △ 1,940 △ 2,686 △ 1,158

転入超過数 △ 4,108 198 2,685 △ 243

他道府県

転入者数 64,269 60,297 58,599 60,830 △ 3,972 △ 5,670 △ 3,439

転出者数 50,450 49,984 52,206 52,437 △ 466 1,756 1,987

転入超過数 13,819 10,313 6,393 8,393

国外

転入者数 21,881 13,167 9,068 18,876 △ 8,714 △ 12,813 △ 3,005

転出者数 13,346 8,669 8,919 11,469 △ 4,677 △ 4,427 △ 1,877

転入超過数 8,535 4,498 149 7,407

対2019年比2019年
（令和元年）

2020年
（令和２年）

2021年
（令和３年）

2022年
（令和４年）

都京東内県川奈神 

川崎市
横須賀
三浦

県央 湘南 県西 特別区部 町田市

転入者数
　2019年（令和元年） 34,249 14,084 5,963 7,247 5,888 1,067 31,531 24,533 1,556
　2020年（令和２年） 34,690 14,821 5,848 6,903 5,960 1,158 33,897 27,053 1,474
　2021年（令和３年） 35,716 15,612 5,885 7,081 6,140 998 35,638 29,024 1,519
　2022年（令和４年） 34,188 14,232 5,589 7,160 6,066 1,141 34,238 27,514 1,549

2020年 441 737 △ 115 △ 344 72 91 2,366 2,520 △ 82
2021年 1,467 1,528 △ 78 △ 166 252 △ 69 4,107 4,491 △ 37
2022年 △ 61 148 △ 374 △ 87 178 74 2,707 2,981 △ 7

転出者数
　2019年（令和元年） 36,218 14,239 5,071 9,062 6,844 1,002 35,639 27,873 2,413
　2020年（令和２年） 35,210 13,088 5,051 8,949 7,099 1,023 33,699 26,300 2,083
　2021年（令和３年） 37,284 13,465 5,044 9,853 7,863 1,059 32,953 25,444 2,437
　2022年（令和４年） 36,785 13,106 4,928 9,675 7,855 1,221 34,481 26,567 2,740

2020年 △ 1,008 △ 1,151 △ 20 △ 113 255 21 △ 1,940 △ 1,573 △ 330
2021年 1,066 △ 774 △ 27 791 1,019 57 △ 2,686 △ 2,429 24
2022年 567 △ 1,133 △ 143 613 1,011 219 △ 1,158 △ 1,306 327

転入超過数
　2019年（令和元年） △ 1,969 △ 155 892 △ 1,815 △ 956 65 △ 4,108 △ 3,340 △ 857
　2020年（令和２年） △ 520 1,733 797 △ 2,046 △ 1,139 135 198 753 △ 609
　2021年（令和３年） △ 1,568 2,147 841 △ 2,772 △ 1,723 △ 61 2,685 3,580 △ 918
　2022年（令和４年） △ 2,597 1,126 661 △ 2,515 △ 1,789 △ 80 △ 243 947 △ 1,191

・横須賀三浦…横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町 ・県央…相模原市、厚木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、愛川町、清川村

・湘南…平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、伊勢原市、秦野市、寒川町、大磯町、二宮町 ・県西…小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町

対2019年比

対2019年比

区分・年

13,820 

10,818 

5,420 

9,544 

3,357 

9,274 

12,439 
11,022 

-5,600 

-10,096 

-4,429 

-8,581 

-3,735 

-9,130 

-4,530 

-9,816 

-15,000

-10,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内

2019年

（令和元年）

2020年

（令和２年）

2021年

（令和３年）

2022年

（令和４年）

転入 転出

←
 

→

（人）

横浜市内で従業・通学 横浜市外で従業・通学

自宅
5.9

自宅
7.9

自宅外の自区
24.9

自宅外の自区
25.1

他区
28.7

他区
28.6

県内
12.5

県内
12.1

他県
28.0

他県
26.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年

令和２年

（1,860,732人）

（1,847,954人）
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横
浜
市
に
お
い
て
も
令
和
３
年

５
月
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
傾

向
と
な
り
、
人
口
減
少
の
兆
し
が

み
ら
れ
始
め
て
い
る
が
、
地
域
別

に
み
れ
ば
、
そ
の
状
況
に
は
違
い

み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
状
を
把

握
し
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
策
を

検
討
す
る
た
め
、
18
区
の
中
で
も

人
口
減
少
が
著
し
い
区
の
１
つ
で

あ
る
金
沢
区
を
モ
デ
ル
区
と
し
た

調
査
研
究
を
、
同
区
に
所
在
す
る

横
浜
市
立
大
学
と
の
共
同
研
究

（
注
１
）
と
し
て
令
和
３
～
４
年

度
に
か
け
て
実
施
し
た
。

　

本
稿
は
、
共
同
研
究
初
年
度
に

あ
た
る
令
和
３
年
度
の
調
査
報
告

書
を
基
に
、
そ
の
一
部
を
抜
粋
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
、
図
表
は
報

告
書
掲
載
内
容
か
ら
本
稿
用
に
執

筆
者
が
加
工
作
成
し
た
。

１ 

　 

マ
ク
ロ
な
動
向
か
ら
み
た
横

　

  

浜
市
の
人
口
動
態
と
要
因

（1） 

行
政
区
別
の
人
口
動
態
の
特
徴

　

住
民
基
本
台
帳
に
お
け
る
異
動

の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
行
政
区
別

の
人
口
動
態
（
社
会
動
態
と
自
然

動
態
）
の
関
係
か
ら
タ
イ
プ
別
に

類
型
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

区
を
単
位
と
し
た
地
域
別
の
特
徴

を
分
析
、
把
握
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
２
０
０
５
～
２

０
２
０
年
の
16
年
間
に
つ
い
て
、

行
政
区
別
に
、
転
出
入
に
よ
る
社

会
増
加
数
、
出
生
数
・
死
亡
数
の

差
で
あ
る
自
然
増
加
数
、
そ
れ
ら

を
合
わ
せ
た
人
口
増
加
数
の
時
系

列
的
な
傾
向
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
３
要
素
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
組
合
せ
を
基
に
、
人
口
動

態
の
特
徴
が
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

持
つ
区
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、
将
来

の
人
口
推
移
に
つ
い
て
考
察
し
た

結
果
、
表
１
に
示
す
10
種
の
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
た
。

　

タ
イ
プ
１
は
、
転
入
数
が
転
出

数
を
上
回
る
「
社
会
増
」
が
概
ね

続
い
て
い
る
が
、
近
年
に
な
っ
て

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
「
自

然
減
」
の
傾
向
に
あ
る
。
人
口
総

数
は
増
加
し
つ
つ
も
将
来
的
に
は

人
口
維
持
が
難
し
く
な
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
区
で
、
鶴
見
区
、

神
奈
川
区
、
西
区
、
戸
塚
区
が
該

当
す
る
。

　

タ
イ
プ
２
（
中
区
）、
タ
イ
プ

４（
緑
区
）、タ
イ
プ
７（
青
葉
区
）

も
、「
自
然
減
」
が
み
ら
れ
始
め

た
時
期
や
社
会
増
減
の
動
き
に
違

い
な
ど
が
あ
る
が
、
長
期
的
に
は

概
ね
人
口
総
数
は
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

　

タ
イ
プ
３
（
港
北
区
）
は
「
社

会
増
」、「
自
然
増
」
が
続
い
て
お

り
、
今
後
も
人
口
の
維
持
が
期
待

さ
れ
る
区
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
は
、
い
ず
れ

も
分
析
対
象
期
間
中
に
人
口
が
増

加
し
て
い
た
。

　

一
方
、
既
に
人
口
減
少
の
傾
向

が
み
ら
れ
る
の
が
、
次
に
挙
げ
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
タ
イ
プ
５
（
南
区
、
保

土
ケ
谷
区
）、
タ
イ
プ
６
（
磯
子

区
）は
、「
社
会
増
」と「
社
会
減
」

を
繰
り
返
し
て
不
安
定
で
あ
る
と

と
も
に
、「
自
然
減
」
の
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
人
口
増
加
を
目
指

す
に
は
課
題
の
あ
る
区
と
考
え
ら

れ
る
。

　

タ
イ
プ
８
（
旭
区
）
も
、「
社

会
増
」
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

早
い
時
期
か
ら
「
自
然
減
」
が
続

い
て
い
る
。

　

最
も
多
く
の
区
が
分
類
さ
れ
た

タ
イ
プ
９
は
、港
南
区
、金
沢
区
、

栄
区
、
泉
区
、
瀬
谷
区
が
該
当
し

て
い
る
。
２
０
１
０
～
２
０
１
３

年
ご
ろ
に
「
自
然
増
」
か
ら
「
自

然
減
」
に
転
じ
て
お
り
、
分
析
期

間
を
通
し
て
概
ね
人
口
減
少
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
社

会
増
加
数
は
徐
々
に
増
加
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
動
態
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
は

人
口
増
加
の
可
能
性
も
見
込
め
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
タ
イ
プ
10
（
都
筑
区
）

は
、
依
然
「
自
然
増
」
で
は
あ
る

も
の
の
、
社
会
移
動
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
７
年
前
後
に
急
激
な

「
社
会
減
」
と
な
っ
た
後
「
社
会

増
」
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
時
的
な
特
殊
要
因
の
影
響
に
よ

る
変
動
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
結
果
を
地
図
上
に
表
し
た

も
の
が
図
１
で
あ
る
。
人
口
が
増

加
し
て
い
る
タ
イ
プ
１
～
４
、
７

は
主
に
市
北
部
に
位
置
し
て
い

る
。
市
南
西
部
に
は
タ
イ
プ
９
が

多
く
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ

プ
は
、
こ
れ
ま
で
は
人
口
減
少
傾

向
が
み
ら
れ
る
が
今
後
増
加
す
る

《3》 

人
口
動
態
に
お
け
る
地
域
特
性
と
居
住
地
選
択
意
識
の
分
析

若者世代（15～24歳） 青年世代（25～34歳） 子育て世代(５～14歳、35～49歳） 中高年世代（50～69歳） 高齢者世代（70歳～84歳）
1 .0(合割積面域区化街市)65.0(数所業事業産全)64.0(数所療診 38) 全産業事業所数(0.54) 老人福祉施設数(0.29)
2 .0(価地均平)45.0(数所療診)54.0(数所業事業産全 )72.0(数所療診)74.0(数所療診)13
3 .0(数所療診)25.0(価地均平)14.0(数所育保 )72.0(合割積面地用物建)93.0(数駅)13
4 .0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅)53.0(合割積面域区化街市)03.0(数所育保)25.0(数所育保)04.0(価地均平 24)
5 .0(数所業事業産全)43.0(合割積面定想水浸波津)03.0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅)64.0(数駅)93.0(数駅 24)
6 児童福祉施設数(0.39) 児童福祉施設数(0.44) 全産業事業所数(0. )02.0(数所育保)43.0(数所育保)3
7 老人福祉施設数(0.38) 老人福祉施設数(0.40) 老人福祉施設数(0.28) 老人福祉施設数(0.33) ニュータウン数(0.18)
8 市街化区域面積割合(0.37) 人口集中地区面積割合(0.39) バス停留所数(0. )81.0(数院病)33.0(価地均平)52
9 _長延路道_計合員幅)42.0(数園公市都)93.0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅)63.0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅 1㎢当たり(0.31) 平均地価(0.17)

10 鉄道面積割合(0.29) バス停留所数(0.34) 駅数(0. )71.0(数園公市都)72.0(数所留停スバ)32
（ ）内の数値は相関係数

執
筆林 

正
貴

政
策
局
政
策
課
担
当
係
長

松
永 

了

金
沢
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長

宮
本 

知
樹

金
沢
区
区
政
推
進
課

注
１　

調
査
名
称
は
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
踏
ま

え
た
人
口
減
少
対
応
策
の
検
討
モ
デ
ル
事

業
」。

　

横
浜
市
立
大
学
研
究
・
産
学
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
制
度
を
利
用
し
、

令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
の
２
か
年
に

実
施
し
た
政
策
局
及
び
金
沢
区
に
よ
る
区

局
連
携
促
進
事
業
。

　

共
同
研
究
に
携
わ
っ
た
横
浜
市
立
大
学

教
員
は
次
の
と
お
り
。

﹇
コ
ア
メ
ン
バ
ー
（
３
名
）
﹈

田
栗
正
隆（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
）

中
西
正
彦（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

大
西
暁
生（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
）

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

齊
藤
広
子（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

鈴
木
伸
治（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

三
輪
律
江（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

（
敬
称
略
、所
属
は
令
和
３
年
度
当
時
の
も
の
）

な
お
、
本
稿
の
１
及
び
２
は
大
西
暁
生
教

授
、
３
及
び
４
は
中
西
正
彦
教
授
に
よ
っ

て
令
和
３
年
度
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た

内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
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可
能
性
も
見
込
め
る
区
で
あ
り
、

行
政
の
取
組
の
効
果
も
よ
り
期
待

で
き
る
区
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
人
口
の
増
加
を
目
指

す
に
は
課
題
の
あ
る
区
と
さ
れ
た

タ
イ
プ
５
、
６
、
８
に
属
す
る
４

区
が
、「
人
口
増
加
地
域
」
と
「
人

口
増
加
期
待
地
域
」
に
挟
ま
れ
る

よ
う
に
し
て
分
布
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
結
果
は
、
あ
く
ま

で
も
分
析
対
象
期
間
に
お
け
る
人

口
動
態
の
傾
向
を
基
に
考
察
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
因
等
を
具

体
的
に
検
討
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。

２
人
口
増
加
と
地
域
施
設
等
と

  

の
相
関
分
析

（1）
社
会
増
加
と
地
域
特
性
と
の

相
関

　

居
住
地
の
選
択
に
当
た
っ
て

は
、
交
通
利
便
性
や
保
育
所
等
の

施
設
の
立
地
、
生
活
環
境
な
ど
の

要
素
が
少
な
か
ら
ず
関
連
し
、
地

域
ご
と
の
転
出
入
の
動
き
に
違
い

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
生
活
に
関
連
す
る
施
設

や
地
域
特
性
な
ど
の
要
素
と
社
会

増
減
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
相
関
分
析
を

行
っ
た
。

　

分
析
は
、
地
域
ご
と
の
特
性
を

よ
り
反
映
さ
せ
る
た
め
、
お
よ
そ

１
㎞
四
方
の
格
子
状
の
エ
リ
ア
単

位
（
３
次
メ
ッ
シ
ュ
）
と
し
、
よ

り
広
域
的
な
視
点
で
特
性
を
把
握

す
る
た
め
、
神
奈
川
県
全
体
を
対

象
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
２
０
１
５
年
国
勢
調
査

と
、
市
区
町
村
別
の
年
齢
５
歳
階

級
別
生
残
率
を
乗
じ
て
算
出
し
た

封
鎖
人
口
（
転
出
入
が
な
く
出

生
・
死
亡
の
み
で
人
口
が
増
減
す

る
と
仮
定
し
た
人
口
の
推
計
値
）

か
ら
年
齢
別
の
社
会
増
加
数
を
推

計
し
た
。
さ
ら
に
因
子
分
析
に
よ

り
分
類
し
た
５
つ
の
世
代
ご
と
に

人
口
増
加
に
関
連
す
る
要
因
を
分

析
し
、「
そ
の
要
因
の
値
が
増
え

る
と
人
口
が
増
加
す
る
」
と
い
う

正
の
相
関
が
み
ら
れ
る
要
因
を
世

代
別
に
把
握
し
た
。
表
２
は
、
世

代
ご
と
に
相
関
が
強
い
主
な
要
因

を
10
個
ず
つ
を
示
し
て
い
る
が
、

特
に
転
出
入
が
多
い
40
代
以
下
の

世
代
に
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

　

２
０
１
５
年
時
点
で
15
～
24
歳

で
あ
る
「
若
者
世
代
」
で
は
、
診

療
所
、
全
産
業
事
業
所
な
ど
の
施

設
が
多
く
立
地
し
、
平
均
地
価
、

市
街
化
区
域
面
積
割
合
な
ど
が
高

い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
市
街
化
が

進
ん
だ
街
中
の
地
域
で
あ
る
ほ

ど
、
こ
の
世
代
の
人
口
が
増
加
す

る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
「
青
年
世
代
」
も
、
全
産
業
事

業
所
、
診
療
所
な
ど
の
施
設
が
多

い
地
域
で
人
口
が
増
加
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
平
均
地

*報告書を基に執筆者が作成

鶴見区

港北区

青葉区

都筑区
緑 区

瀬谷区

旭 区
●●
５

保

6

５５５
保土土ケケ谷谷区

南 区南 区

５５

6

５５
磯磯子区

泉 区

戸塚区

栄 区

港南区

金沢区

神奈川区

西西 区区

中区

人口増加地域
*都筑区の扱いには注意が必要

人口増加期待地域
*戸塚区は人口増加

区の名称 社会増加数 自然増加数 人口増加数 タイプ

鶴 見 区
概ね社会増加を
維持

近年，自然減少
へ

安定した人口増加 タイプ1

神 奈 川 区
概ね社会増加を
維持

近年，自然減少
へ

人口増加（人口減
少もある）

タイプ1

西 区
概ね社会増加を
維持

近年，自然減少
へ

人口増加（人口減
少もある）

タイプ1

中 区
概ね社会増加を
維持

早期に自然減少
へ

人口増加（人口減
少もある）

タイプ2

南 区
社会増減を繰り
返し

早期に自然減少
へ

人口減少 タイプ5

港 南 区
社会減少から社
会増加へ

中期に自然減少
へ

人口減少 タイプ9

保 土 ケ 谷 区
社会増減を繰り
返し

早期に自然減少
へ

人口減少 タイプ5

旭 区
社会減少から社
会増加へ

早期に自然減少
へ

人口減少 タイプ8

磯 子 区
社会増減を繰り
返し

中期に自然減少
へ

人口減少 タイプ6

金 沢 区
社会減少から社
会増加へ

中期に自然減少
へ

人口減少 タイプ9

港 北 区
概ね社会増加を
維持

概ね自然増加 安定した人口増加 タイプ3

緑 区
社会増減を繰り
返し

近年，自然減少
へ

人口増加（人口減
少もある）

タイプ4

青 葉 区
社会増減を繰り
返し

概ね自然増加
人口増加（人口減
少もある）

タイプ7

都 筑 区
社会増加から社
会減少へ

概ね自然増加
人口増加が著しく
低下

タイプ10

戸 塚 区
概ね社会増加を
維持

近年，自然減少
へ

人口増加（人口減
少もある）

タイプ1

栄 区
社会減少から社
会増加へ

中期に自然減少
へ

人口減少 タイプ9

泉 区
社会減少から社
会増加へ

中期に自然減少
へ

人口減少 タイプ9

瀬 谷 区
社会減少から社
会増加へ

中期に自然減少
へ

人口減少 タイプ9

若者世代（15～24歳） 青年世代（25～34歳） 子育て世代(５～14歳、35～49歳） 中高年世代（50～69歳） 高齢者世代（70歳～84歳）
1 .0(合割積面域区化街市)65.0(数所業事業産全)64.0(数所療診 38) 全産業事業所数(0.54) 老人福祉施設数(0.29)
2 .0(価地均平)45.0(数所療診)54.0(数所業事業産全 )72.0(数所療診)74.0(数所療診)13
3 .0(数所療診)25.0(価地均平)14.0(数所育保 )72.0(合割積面地用物建)93.0(数駅)13
4 .0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅)53.0(合割積面域区化街市)03.0(数所育保)25.0(数所育保)04.0(価地均平 24)
5 .0(数所業事業産全)43.0(合割積面定想水浸波津)03.0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅)64.0(数駅)93.0(数駅 24)
6 児童福祉施設数(0.39) 児童福祉施設数(0.44) 全産業事業所数(0. )02.0(数所育保)43.0(数所育保)3
7 老人福祉施設数(0.38) 老人福祉施設数(0.40) 老人福祉施設数(0.28) 老人福祉施設数(0.33) ニュータウン数(0.18)
8 市街化区域面積割合(0.37) 人口集中地区面積割合(0.39) バス停留所数(0. )81.0(数院病)33.0(価地均平)52
9 _長延路道_計合員幅)42.0(数園公市都)93.0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅)63.0(りた当㎢1_長延路道_計合員幅 1㎢当たり(0.31) 平均地価(0.17)

10 鉄道面積割合(0.29) バス停留所数(0.34) 駅数(0. )71.0(数園公市都)72.0(数所留停スバ)32
（ ）内の数値は相関係数

表１ ⼈⼝増加数等の特徴とタイプ分類

表２ 世代と空間的要因との相関分析（神奈川県）

大西暁生（2021）都市計画報告集，No. 20，pp.330-333　表-4より転載

図１ ⼈⼝類型（タイプ）の空間分析
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価
や
人
口
集
中
地
区
面
積
割
合
、

バ
ス
停
留
所
数
が
多
い
地
域
で
人

口
が
増
加
し
て
お
り
、
交
通
利
便

性
が
高
く
、
居
住
者
が
多
く
て
賑

や
か
な
地
域
が
選
択
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
相

関
係
数
が
全
般
的
に
高
く
、
こ
れ

ら
要
因
と
人
口
増
と
の
関
連
が
よ

り
強
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
子
育
て
世
代
」
は
、
診
療
所

や
保
育
所
に
加
え
、
都
市
公
園
数

が
上
位
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

各
要
因
の
相
関
係
数
が
他
に
比
べ

て
あ
ま
り
高
く
な
い
が
、
こ
れ
は

年
齢
層
の
幅
が
大
き
い
こ
と
、
ま

た
、
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
に
合
わ
せ
て
居
住
地
を
選

択
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
推
定
さ

れ
る
。

　

な
お
、
表
に
は
記
載
が
な
い

が
、
人
口
増
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス

の
要
因
と
し
て
、「
若
者
世
代
」、

「
青
年
世
代
」、「
中
高
年
世
代
」

で
は
駅
か
ら
の
距
離
が
上
位
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
子
育
て
世

代
」、「
高
齢
者
世
代
」
で
は
登
場

せ
ず
、
代
わ
り
に
平
均
傾
斜
角
度

が
上
位
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
急
坂
な
ど
傾

斜
が
あ
る
地
域
ほ
ど
、
こ
の
世
代

に
選
ば
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（2）
人
口
増
加
の
著
し
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト

　

さ
ら
に
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
の
人
口

増
加
数
を
基
に
空
間
的
自
己
相
関

分
析（Local M

oran's I

）を
行
っ

た
。
こ
れ
は
人
口
増
加
数
が
近
し

い
メ
ッ
シ
ュ
が
集
積
し
て
い
る
か

を
分
析
し
た
も
の
で
、
前
項
に
お

け
る
世
代
区
分
別
に
、
人
口
増
加

が
著
し
い
メ
ッ
シ
ュ
が
集
積
し
て

い
る
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
と
、

人
口
増
加
し
て
い
る
が
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
ほ
ど
で
は
な
い
「
コ
ー
ル

ド
ス
ポ
ッ
ト
」
を
抽
出
し
た
。
そ

の
結
果
、
世
代
ご
と
に
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
の
空
間
的
な
特
徴
が
み
ら

れ
た
が
、こ
こ
で
は
例
と
し
て「
青

年
世
代
」
と
「
子
育
て
世
代
」
を

み
る
こ
と
と
す
る
。（
図
２
）

　
「
青
年
世
代
」
で
は
、
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
は
川
崎
市
や
横
浜
市
北

部
、
主
に
鶴
見
区
、
港
北
区
な
ど

に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
コ
ー
ル

ド
ス
ポ
ッ
ト
は
、
県
央
や
三
浦
半

島
、
横
浜
市
内
で
は
泉
区
、
旭
区

な
ど
に
発
生
し
て
い
る
。

　
「
子
育
て
世
代
」
は
、
や
は
り

川
崎
市
や
横
浜
市
北
部
、
主
に
鶴

見
区
、中
区
、港
北
区
、青
葉
区
、

都
筑
区
な
ど
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

が
生
じ
て
い
る
が
、「
青
年
世
代
」

と
比
べ
、
集
積
具
合
は
弱
く
分
散

し
て
い
る
。
ま
た
、緑
区
、南
区
、

保
土
ケ
谷
区
な
ど
に
も
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
が
広
が
り
、
県
内
で
は
、

藤
沢
市
、
茅
ケ
崎
市
、
鎌
倉
市
な

ど
に
も
集
積
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
コ
ー
ル
ド
ス

ポ
ッ
ト
は
県
西
部
や
三
浦
半
島
に

位
置
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
・

コ
ー
ル
ド
ス
ポ
ッ
ト
内
の
施
設

数
、
駅
か
ら
の
距
離
な
ど
の
平
均

値
を
比
較
す
る
と
、「
青
年
世
代
」

で
は
バ
ス
の
停
留
所
数
が
コ
ー
ル

ド
ス
ポ
ッ
ト
で
は
４
・
２
で
あ
る

の
に
対
し
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
は

７
・
９
と
な
っ
て
お
り
、
交
通
ア

ク
セ
ス
・
利
便
性
が
こ
の
世
代
の

集
積
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
同
様
に
、「
子
育
て
世
代
」

で
は
、
都
市
公
園
数
が
コ
ー
ル
ド

ス
ポ
ッ
ト
で
１
・
３
、
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
６
・
４
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
子
育
て
に
関
連
し
た
要
素
と

集
積
状
況
と
の
相
関
が
考
え
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

３
金
沢
区
転
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト

  

～
地
域
の
特
色

　

こ
れ
ま
で
は
、
俯
瞰
的
に
横
浜

市
並
び
に
神
奈
川
県
で
の
人
口
動

態
を
見
て
き
た
が
、
次
に
金
沢
区

で
実
施
し
た
転
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
、
地
域
の
特
色
を
見

て
み
る
。

　

金
沢
区
は
横
浜
市
南
端
に
位
置

し
、
東
は
東
京
湾
に
面
し
、
南
は

横
須
賀
市
・
逗
子
市
・
鎌
倉
市
に
、

西
は
栄
区
、
北
は
磯
子
区
と
接
す

る
人
口
１
９
５
，
８
９
２
人
（
18

区
中
11
位
・
令
和
５
年
１
月
１
日

現
在
）
の
郊
外
区
で
あ
る
。
金
沢

区
で
は
、
い
ち
早
く
平
成
19
年
か

ら
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。

自
然
減
に
加
え
、
20
～
30
代
の
子

育
て
世
代
の
転
出
（
社
会
減
）
が

大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
こ

の
層
を
い
か
に
増
や
す
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

（1）
金
沢
区
へ
の
転
入
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

金
沢
区
を
居
住
地
と
し
て
選
択

し
た
人
は
、
ど
の
よ
う
な
属
性
が

何
を
重
視
し
て
居
住
地
を
選
択
し

た
の
か
実
態
を
調
査
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
区
役

所
戸
籍
課
窓
口
に
来
庁
し
た
転
入

者
に
調
査
票
を
配
布
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
又

は
区
役
所
に
設
置
し
た
回
収
ポ
ス

ト
に
投
入
す
る
方
法
で
、
調
査
期

間
は
令
和
３
年
３
月
中
旬
か
ら
令

和
４
年
２
月
末
ま
で
の
11
か
月

半
、
配
布
数
２
，
１
８
１
通
に
対

し
、
回
答
は
１
，
２
８
６
通
（
約

59
・
０
％
）
で
あ
っ
た
。（
注
２
）

◇
回
答
者
の
属
性

　

・
絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の
、

転
入
世
帯
主
の
年
代
割
合
は
20
、

(Global) Moran’s =0.412   Zスコア=49.775,
p値＝0.000pp値値＝0.0000.000

子育て世代

Z(Global) Moran’s =0.136， スコア =19.209，
pp値＝値＝ 0.000
■ホットスポット ■コールドスポット

[ ]

[ ]青年世代
図２　神奈川県における空間的自己相関分析
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

30
、40
、50
代
の
順
で
多
か
っ
た
。

金
沢
区
に
は
総
合
大
学
が
２
校
あ

り
、
１
０
０
０
社
を
超
え
る
産
業

団
地
が
臨
海
部
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
学
や
新
社
会
人
な
ど
の
転

入
が
あ
る
た
め
こ
の
割
合
に
な
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◇
前
居
住
地

・
東
京
・
神
奈
川
県
以
外
の
道
府

県
か
ら
の
転
入
者
の
割
合
（
24
・

３
％
）
が
最
も
多
く
、
そ
れ
以
外

で
は
「
横
浜
市
内
の
他
区
」

（
16
・
２
％
）、「
横
須
賀
市
・
三

浦
市
」（
15
・
３
％
）、「
東
京
23
区
」

（
13
・
０
％
）
の
順
で
多
い
。

◇
転
居
の
き
っ
か
け
・
動
機

・
年
齢
別
で
は
、
50
代
以
下
の
ほ

ぼ
全
て
の
年
代
で
「
就
職
・
転
勤
・

転
職
」
が
最
も
多
く
、「
持
ち
家

に
住
む
た
め
」
が
２
番
目
の
理
由

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
１
０
０
０

社
を
超
え
る
産
業
団
地
が
臨
海
部

に
あ
る
金
沢
区
の
特
性
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
未
成
年
の
子
が
い
る
子
育
て
世

帯
で
は
、「
持
ち
家
に
住
む
た
め
」

（
26
・
７
％
）「
子
ど
も
の
成
長

な
ど
で
広
い
家
に
住
む
た
め
」

（
25
・
９
％
）
の
割
合
が
高
く
、

夫
婦
の
み
、単
身
（
20
代
以
下
）、

単
身
（
30
～
40
代
）
と
は
異
な
る

傾
向
に
あ
る
。

◇
通
勤
・
通
学
先

・「
金
沢
区
内
」（
30
・
９
％
）
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
三
浦
半
島

横
須
賀
以
南（
逗
子
葉
山
含
む
）」

（
21
・
１
％
）、「
京
急
線
横
浜
都

心
～
品
川
」（
12
・
４
％
）、「
京

急
線
磯
子
以
北
～
横
浜
市
都
心

部
」（
12
・
３
％
）
が
多
い
。

◇
住
ま
い
の
選
択
時
に
考
慮
し
た

事
項

・
夫
婦
の
み
世
帯
や
単
身
世
帯
で

は
「
住
ま
い
の
価
格
・
賃
料
」
や

「
通
勤
・
通
学
の
し
や
す
さ
」
な

ど
、
交
通
利
便
性
が
重
視
さ
れ
て

い
る
が
、子
育
て
世
帯
だ
け
は「
住

ま
い
の
大
き
さ
・
間
取
り
」
が
一

番
重
視
さ
れ
て
い
る
。

◇
結
果
の
ま
と
め

・
世
帯
属
性
別
で
傾
向
は
異
な
る

が
、
ま
ず
利
便
性
を
重
視
す
る
傾

向
は
前
提
と
し
て
あ
る
。
一
方
で

夫
婦
の
み
や
子
育
て
世
帯
な
ど
世

帯
人
員
が
複
数
い
る
世
帯
で
は
、

住
環
境
を
重
視
し
転
入
し
て
き
て

い
る
と
い
う
姿
も
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

・
産
業
団
地
が
臨
海
部
に
あ
る
金

沢
区
の
特
性
が
反
映
し
た
箇
所
も

あ
っ
た
。
区
や
地
域
の
特
性
を
理

解
す
る
こ
と
が
、
人
口
減
少
へ
の

対
応
策
を
検
討
す
る
た
め
に
必
要

な
要
素
と
な
る
。

４
ま
と
め

　

当
調
査
研
究
で
は
、
転
入
者
の

受
け
皿
と
な
る
不
動
産
の
流
通
状

況
も
重
要
な
要
因
と
な
る
こ
と
か

ら
、
不
動
産
関
連
事
業
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
（
注
３
）
も
実
施
し

た
。

　

そ
の
中
で
、

・
戸
建
て
、
集
合
住
宅
を
問
わ

ず
、
駅
近
（
徒
歩
15
分
以
内
）
で

あ
る
こ
と
が
重
要
。

・
一
部
、
コ
ロ
ナ
禍
で
郊
外
戸
建

て
住
宅
を
求
め
る
動
き
が
出
て
い

る
。

・
同
じ
鉄
道
沿
線
で
比
較
す
る
傾

向
が
強
い
。
沿
線
ご
と
の
特
徴
や

動
向
が
大
き
く
不
動
産
価
格
に
も

影
響
し
て
い
る
。

と
の
見
解
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、

・
新
規
の
住
宅
供
給
が
転
入
者
を

引
き
寄
せ
る
。
新
規
物
件
の
供
給

や
大
規
模
な
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
影
響
す
る
。

・
賃
貸
物
件
に
住
ん
で
か
ら
同
じ

区
内
の
物
件
を
購
入
す
る
と
い
う

流
れ
も
あ
る
。

・
金
沢
区
は
、
大
規
模
商
業
施

設
、
文
化
施
設
が
な
い
（
と
思
わ

れ
て
い
る
）

　

と
の
示
唆
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
見
解
や
分
析
結
果
か

ら
、
住
ま
い
選
び
に
お
い
て
利
便

性
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
は
世
代
を

問
わ
ず
共
通
し
て
い
る
が
、
家
族

構
成
な
ど
を
含
め
、
価
値
観
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ

れ
た
。
単
独
世
帯
が
増
加
し
て
い

る
と
は
い
え
、
特
に
20
～
40
代
の

層
な
ど
の
う
ち
、
夫
婦
の
み
世
帯

や
子
が
い
る
世
帯
で
は
住
環
境
も

重
視
さ
れ
る
側
面
が
あ
り
、
転
入

促
進
策
の
検
討
に
は
考
慮
が
必
要

と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
駅
な
ど
の
施
設
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
新
規
供
給
等
の
影
響

は
、
そ
の
施
設
等
の
近
辺
、
さ
ら

に
隣
接
エ
リ
ア
も
呼
応
し
て
、
人

口
集
積
が
広
が
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
よ
り
細
か
な
エ
リ
ア
単
位
で

の
特
性
分
析
と
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
等
の
対
策
を
適
宜
組
み
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
だ
ろ

う
。

注
２
転
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

対
象
：
金
沢
区
へ
の
転
入
手
続
き
の
た
め
に

来
庁
し
た
転
入
者（
区
内
で
の
転
居
を
含
む
）

期
間
：
令
和
３
年
３
月
中
旬
～
令
和
４
年

２
月
末
日

調
査
項
目
：
転
入
の
理
由
・
き
っ
か
け
、

住
ま
い
の
選
択
に
あ
た
っ
て
考
慮
し
た
点
、

現
物
件
及
び
前
物
件
の
住
居
様
式
・
立
地
・

所
有
形
態
、
転
居
前
の
金
沢
区
と
の
か
か

わ
り
、
情
報
の
入
手
方
法
等

調
査
方
法
：
金
沢
区
役
所
戸
籍
課
窓
口
に

お
い
て
、
転
入
手
続
き
に
来
庁
し
た
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
配
布
。
繁
忙
期
（
年
度

末
～
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）
は
転
入
者

に
配
布
す
る
お
知
ら
せ
資
料
を
入
れ
た
封

筒
に
封
入
、
繁
忙
期
以
外
は
調
査
票
を
窓

口
で
手
渡
し
の
上
、
現
地
に
設
置
し
た
ポ

ス
ト
で
回
収
。
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
で
の
回

答
も
可
能
と
し
て
い
る
。

注
３
不
動
産
関
連
事
業
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
は
、次
の
事
業
者
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
及
び
京
急
不
動

産
株
式
会
社
、
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
、

株
式
会
社
三
春
情
報
セ
ン
タ
ー

きっかけ・動機（複数回答） 回答数 割合
就職・転勤・転職 537 42.8%
持ち家に住むため 153 12.2%
結婚 142 11.3%
親との同居または近居などをするため 109 8.7%
進学・通学 101 8.0%
子どもの成長などで広い家に住むため 45 3.6%
出産 27 2.1%
子どもの独立など一緒に住む家族が少なくなったため 20 1.6%
自分や家族が通院や施設通所などが必要となったため 17 1.4%
その他 203 16.2%

通勤（通学）先区分 回答数 割合
金沢区内 249 30.9%
三浦半島横須賀以南（逗子葉山含む） 170 21.1%
京急線横浜都心～品川 100 12.4%
京急線磯子区以北～横浜市都心部 99 12.3%
品川～東京・丸の内・日本橋周辺 55 6.8%
東京区部その他 49 6.1%
品川～渋谷～新宿 30 3.7%
横浜市他路線・他地区 28 3.5%
川崎市南部 7 0.9%
神奈川県その他 6 0.7%
その他 12 1.5%

表３ 転居のきっかけ・動機

表４ 通勤・通学先
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勤
務
地
と
の
関
係
性
か
ら
見
た
住
宅
地
需
要
予
測

　
　
　

～ 

郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
に
向
け
て 

～
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１ 

　 

は
じ
め
に

　

本
市
で
は
、
１
月
１
日
時
点
の

推
計
人
口
に
お
い
て
、
令
和
４
年

に
戦
後
初
の
人
口
減
少
と
な
り
、

高
齢
化
率
も
年
々
上
昇
し
、
超
高

齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
。
郊
外
部

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
社
会
変

化
が
商
業
施
設
の
撤
退
や
バ
ス
等

の
交
通
網
の
縮
小
を
引
き
起
こ

し
、
そ
れ
が
地
域
の
利
便
性
低
下

に
つ
な
が
っ
て
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
に
更
な
る
拍
車
を
か
け
、
最

終
的
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

崩
壊
さ
せ
る
と
い
う
、
負
の
連
鎖

シ
ナ
リ
オ
ま
で
危
惧
さ
れ
る
。
郊

外
部
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

や
空
き
家
対
策
、
地
域
交
通
の
取

組
な
ど
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
必
要

性
の
背
景
に
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
と
い
っ
た
社
会
変
化
が
あ
る
と

い
え
る
。

　

都
市
間
競
争
が
益
々
激
し
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
今
後

の
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

「
郊
外
部
の
住
宅
地
を
選
ば
れ
る

ま
ち
に
し
て
い
く
」
こ
と
が
重
要

な
検
討
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
る
。

検
討
に
お
い
て
は
、
住
宅
地
に
お

け
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
止
め

る
、
あ
る
い
は
、
進
行
を
緩
や
か

に
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
視
点

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
課
題
意
識
の
も
と
、

令
和
２
・
３
年
度
の
２
か
年
に
渡

り
、
横
浜
市
都
市
整
備
局
の
有
志

で
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く

り
検
討
に
向
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
整
理
し
た
住
宅
地
需
要
予
測
等

の
分
析
デ
ー
タ
を
一
部
紹
介
す
る
。

２ 

　 

デ
ー
タ
か
ら
横
浜
市
の
郊
外

　

  

住
宅
地
を
読
み
解
く

　

ま
ず
、
本
市
の
郊
外
住
宅
地
の

状
況
を
既
往
調
査
か
ら
整
理
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
本
市
の
郊

外
部
を
大
ま
か
に
環
状
２
号
線
の

外
側
エ
リ
ア
と
捉
え
て
い
る
。

（1） 

住
宅
地
の
人
気
度
（
地
価
）

　

地
価
は
、
ま
ち
の
人
気
度
を
量

る
指
標
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
公
示
地
価
デ
ー
タ
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

　

県
内
各
エ
リ
ア
に
お
け
る
東
京

都
心
か
ら
の
距
離
と
地
価
の
相
関

（
図
１
）
を
見
る
と
、
住
宅
地
の

一
㎡
あ
た
り
の
地
価
は
東
京
都
心

か
ら
の
距
離
と
強
い
相
関
関
係
が

あ
り
、
東
京
都
心
に
近
い
ほ
ど
地

価
が
高
く
、
遠
い
ほ
ど
低
く
な
る

傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
、
東
京
都

心
か
ら
の
距
離
が
同
程
度
で
も
、

地
区
に
よ
っ
て
価
格
差
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
心
と
の
距

離
以
外
に
も
住
宅
地
の
人
気
の
決

定
要
因
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

次
に
、
本
市
郊
外
部
の
地
価
を

比
較
し
て
み
る
。
昭
和
か
ら
令
和

に
か
け
て
の
本
市
郊
外
部
の
地
価

の
推
移
（
図
２
）を
見
る
と
、地
価

が
高
い
区
（
港
北
・
青
葉
）
は
直

近
で
上
昇
し
て
き
て
い
る
一
方
、

地
価
の
低
い
区（
栄
・
瀬
谷
）は
横

執
筆平

野 

清
孝

港
湾
局
⼭
下
ふ
頭
再
開
発
調
整
課
担
当
課
長

福
⽥ 

渉

都
市
整
備
局
都
市
交
通
課
担
当
係
長

池
宮 

秀
平

建
築
局
違
反
対
策
課
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図１ 東京都⼼からの距離と地価の相関（令和元年）

図2 横浜市郊外部の地価の経年推移
【出典】（図１）神奈川県『かながわ地価レポート』より引⽤・作成
　　　  （図２）各年の『地価公⽰』より作成

東京都心からの距離（km）
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ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
市
内
で
も

地
価
の
差
が
拡
大
し
、
傾
向
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
エ
リ
ア
毎
に
特

性
を
捉
え
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
窺
え

る
。

（2） 

駅
か
ら
の
距
離
と
人
口
動
態

　

駅
か
ら
の
距
離
に
着
目
し
、
横

浜
市
民
の
居
住
状
況
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
郊
外
部
に
お
け
る
居
住

エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
駅
か
ら
の
距

離
別
に
集
計
（
図
３
）
し
て
み
る

と
、
駅
か
ら
１
㎞
以
内
の
範
囲
に

62
％
、
１
・
５
㎞
以
内
の
範
囲
に

拡
げ
る
と
84
％
が
居
住
し
て
い

る
。
一
方
、
１
・
５
㎞
以
上
離
れ

た
場
所
に
居
住
し
て
い
る
割
合
は

17
％
と
な
る
。

　

次
に
、
平
成
17
年
か
ら
27
年
に

か
け
て
の
人
口
変
動
を
主
要
駅
別

に
駅
か
ら
の
距
離
５
０
０
ｍ
毎
に

集
計（
図
４
）し
て
み
る
と
、33
駅

中
、「
全
て
の
距
離
で
増
加
」
が
11

駅
、「
距
離
に
よ
っ
て
増
加
・
減
少
」

が
21
駅
、「
全
て
の
距
離
で
減
少
」

が
１
駅
と
な
っ
た
。
駅
か
ら
の
距

離
と
人
口
増
減
の
関
係
は
駅
に
よ

り
様
々
な
結
果
と
な
っ
た
。

（3） 

若
年
層
の
人
口
分
布

　

居
住
地
は
、
進
学
や
就
職
、
結

婚
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
機
会

に
決
定
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
こ

で
若
年
層
（
20
・
30
代
）
の
居
住

状
況
に
つ
い
て
、
市
全
域
を
対
象

に
町
丁
目
単
位
で
分
析
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
若
年
層
の
人
口
数
（
図

５
左
）
を
見
る
と
、
郊
外
部
に
も

多
く
の
若
年
層
が
居
住
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
人
口
数
だ
け
で

は
町
丁
目
の
大
き
さ
に
よ
り
優
位

性
が
出
て
し
ま
う
こ
と
を
考
慮

し
、
若
年
層
の
人
口
割
合
（
図
５

真
ん
中
）
に
つ
い
て
も
整
理
し
て

み
る
と
、
相
対
的
に
横
浜
都
心
部

に
近
接
す
る
エ
リ
ア
や
駅
周
辺
が

高
く
な
る
傾
向
と
な
り
、
郊
外
部

で
は
、
北
部
方
面
（
港
北
・
都
筑
・

青
葉
・
緑
）
の
方
が
高
い
傾
向
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
人
口
数
と
人
口
割
合

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
標
準
偏
差

を
尺
度
と
し
て
相
対
化
し
、
掛
け

合
わ
せ
て
評
価
（
図
５
右
）
を
行

う
と
、
人
口
数
と
人
口
割
合
が
高

い
若
年
層
に
人
気
の
エ
リ
ア
は
駅

周
辺
に
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
も

の
の
、
南
部
方
面
で
は
駅
周
辺
で

あ
っ
て
も
評
価
が
相
対
的
に
低
い

エ
リ
ア
が
一
部
見
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

３ 

　 

居
住
地
の
選
択
行
動

　

居
住
地
が
ど
の
よ
う
に
選
択
さ

れ
る
か
、
整
理
を
試
み
る
。

　

居
住
地
の
選
択
要
因
は
様
々
と

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
通
勤
・
通

学
や
買
い
物
な
ど
の
利
便
性
、
商

業
施
設
や
公
園
等
の
充
実
と
い
っ

た
生
活
上
の
快
適
性
、
街
並
み
や

（鶴見・神奈川・西・中・南を除く）
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人口割合（%）

＜評価尺度＞

1464.8人以上

1001.9～1464.8人

539～1001.9人

76.1～～539人

76.1人以下

36.22%以上

28.41～36.22%

20.61～28.41%

12.8～20.61%

12.8%以下

非常に評価が高い

評価が高い

どちらでもない

評価が低い

非常に評価が低い

図４ 駅からの距離と⼈⼝の変動（平成17 年～27 年の変動）

図５ 横浜市における若年層（20・30 代）の居住状況（町丁⽬別、平成27 年）
【出典】（図３・４・５）総務省「国勢調査」より作成

図３ 本市郊外部の駅からの距離と居住エリア（平成27 年）



18 調査季報 vol.188・2023.３ ■

歴
史
・
文
化
等
の
魅
力
、
土
地
勘

の
有
無
、
治
安
の
良
さ
や
歩
道
の

有
無
な
ど
の
安
全
性
、
医
療
や
保

育
、
教
育
な
ど
の
環
境
、
さ
ら
に

は
、
価
格
や
間
取
り
、
住
宅
供
給

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
住
宅
そ

の
も
の
の
条
件
な
ど
が
選
択
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
個
人
差
は

あ
れ
ど
、
こ
う
し
た
要
因
が
複
合

的
に
絡
み
な
が
ら
、
居
住
地
が
選

択
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
要
因
に
は
優
先
度
が
あ

る
だ
ろ
う
。
令
和
元
年
度
青
葉
区

区
民
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、「
住

む
地
域
を
選
ぶ
時
に
重
視
す
る
こ

と
」の
問
へ
の
回
答
割
合
は
、「
交

通
の
便（
通
勤
・
通
学
）の
良
い
と

こ
ろ
」
が
ト
ッ
プ
で
76
・
７
％
、

「
保
育
所
・
公
園
等
の
子
育
て
環

境
が
よ
い
と
こ
ろ
」
が
19
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
影
響
の
仕
方
も
異
な
る

だ
ろ
う
。
居
住
地
選
択
は
、
一
定

の
都
市
圏
か
ら
具
体
的
な
住
宅
地

の
決
定
ま
で
い
く
つ
か
段
階
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
通

勤
・
通
学
の
利
便
性
は
、
通
勤
時

間
が
１
時
間
以
内
の
範
囲
な
ど
、

一
定
の
都
市
圏
を
決
定
す
る
に
際

し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思

わ
れ
、
買
い
物
を
す
る
場
所
の
近

さ
や
医
療
施
設
の
充
実
な
ど
は
、

最
寄
駅
を
決
定
す
る
に
際
し
て
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ

る
。
具
体
的
な
住
宅
地
を
決
定
す

る
に
際
し
て
は
、
住
宅
の
供
給
状

況
や
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
街
並
み

な
ど
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要

因
と
な
る
だ
ろ
う
。（
参
考
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
意
見
交

換
結
果
を
図
６
に
示
す
）

　

選
ば
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
は
、
居
住
地
の
選
択
行
動
の
全

体
像
を
把
握
し
、
各
要
因
の
持
つ

優
先
度
や
影
響
度
を
踏
ま
え
、
住

宅
地
の
特
性
に
あ
わ
せ
て
ア
プ
ロ

ー
チ
す
べ
き
要
因
を
整
理
し
、
効

率
的
・
効
果
的
に
検
討
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
そ
も
そ
も
郊
外
部
の
住

宅
地
が
居
住
地
の
選
択
候
補
に
挙

が
る
こ
と
が
必
要
と
の
視
点
か

ら
、
居
住
地
の
選
択
要
因
と
し
て

優
先
度
や
影
響
度
が
大
き
い
と
思

わ
れ
る
通
勤
に
着
目
し
、
郊
外
部

の
ま
ち
づ
く
り
検
討
に
向
け
た

デ
ー
タ
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

４ 

　 

従
業
者
の
概
況

　

通
勤
に
関
す
る
基
本
情
報
と
し

て
、
市
内
勤
務
地
の
従
業
者
の
状

況
を
既
往
調
査
か
ら
整
理
す
る
。

　

市
内
の
主
要
駅
の
周
辺
（
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
の
範
囲
に
含
ま
れ
る

町
丁
目
）
に
勤
務
す
る
従
業
者
数

（
図
７
）
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、

横
浜
、
桜
木
町
、
新
横
浜
と
い
っ

た
都
心
部
の
従
業
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
都
心
部
以
外
で
は
、
鴨

居
、
鶴
見
、
戸
塚
と
い
っ
た
駅
が

続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
駅
の
共

通
点
と
し
て
は
、
工
業
系
用
途
地

域
の
指
定
エ
リ
ア
が
あ
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
主
要
駅
の
周
辺
に
勤
務

す
る
従
業
者
数
の
推
移
を
図
８
に

示
す
。
こ
の
図
は
、
横
軸
が
平
成

13
年
か
ら
21
年
、
縦
軸
が
平
成
21

年
か
ら
28
年
に
か
け
て
の
従
業
者

数
の
増
減
率
を
示
し
て
い
る
。

　

結
果
を
見
る
と
、
平
成
21
年
ま

で
は
増
加
、
平
成
28
年
に
か
け
て

減
少
と
な
っ
た
駅
が
最
も
多
く
、

調
査
し
た
57
駅
中
34
駅（
約
60
％
）

で
あ
っ
た
。
平
成
28
年
ま
で
一
貫

し
て
増
加
し
た
の
は
16
駅
（
約

30
％
）
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
北
や

セ
ン
タ
ー
南
と
い
っ
た
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
駅
で
顕
著
な
傾

向
が
見
ら
れ
た
。
一
貫
し
て
減
少

し
た
の
は
７
駅（
約
12
％
）で
あ
っ

た
。平
成
21
年
に
か
け
て
減
少
し
、

平
成
28
年
に
か
け
て
増
加
し
た
駅

は
な
か
っ
た
。
図
に
は
主
要
乗
換

図６ プロジェクトにおける居住地の選択要因の意⾒交換結果

図７ 各駅周辺の従業者数（平成28 年）

図８ 各駅周辺の従業者数の経年推移

【出典】
（図７）総務省・経済産業省「平成28 年経済センサス―活動調査」より作成
（図８）総務省「平成13 年事業所・企業統計調査」、総務省・経済産業省「平成21・

28 年経済センサス―活動調査」より作成
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

駅
を
記
載
し
て
い
る
が
、
傾
向
は

様
々
で
あ
っ
た
。

　
５ 

　 
住
宅
地
と
勤
務
地
の
関
係
性

　

通
勤
は
居
住
地
選
択
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
は
選
ば
れ

る
ま
ち
を
実
現
す
る
上
で
非
常
に

有
意
義
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
居
住
地
と
な

る
住
宅
地
と
通
勤
先
で
あ
る
勤
務

地
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
（
以
下
、
Ｐ
Ｔ

調
査
）を
活
用
し
、分
析
を
行
っ
た
。

（1） 

Ｐ
Ｔ
調
査
の
活
用
（
図
９
）

　

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
と
は
人

（
パ
ー
ソ
ン
）の
動
き（
ト
リ
ッ
プ
）

を
意
味
す
る
。
Ｐ
Ｔ
調
査
は
、「
ど

の
よ
う
な
人
が
」「
い
つ
」「
何
の

目
的
で
」「
ど
こ
か
ら
」「
ど
こ
へ
」

「
ど
の
よ
う
な
移
動
手
段
で
」
動

い
た
か
を
調
査
す
る
も
の
で
、
平

日
１
日
の
全
て
の
動
き
が
デ
ー
タ

化
さ
れ
て
お
り
、
調
査
対
象
は
、

東
京
都
市
圏
に
お
住
い
の
方
か
ら

無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の
構
成

員
（
５
歳
以
上
）
全
員
で
あ
る
。

　

な
お
、
ト
リ
ッ
プ
の
始
終
点
は

あ
ら
か
じ
め
エ
リ
ア
分
け
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
平
成
30
年
第
６
回
東
京
都
市

圏
Ｐ
Ｔ
調
査
を
活
用
し
、「
自
宅

か
ら
勤
務
地
へ
行
く
」
と
い
う
膨

大
な
ト
リ
ッ
プ
デ
ー
タ
を
集
計

し
、
分
析
を
行
っ
た
。

（2） 

市
内
の
郊
外
住
宅
地
か
ら
見

た
勤
務
地
と
の
関
係
性

　

市
内
の
郊
外
住
宅
地
に
居
住
し

て
い
る
人
が
ど
こ
に
勤
務
し
て
い

る
か
を
北
部
、
西
部
、
南
部
の
方

面
別
に
分
析
（
図
10
）
し
た
。

　

北
部
方
面
に
つ
い
て
は
、
青
葉

区
美
し
が
丘
等
を
含
む
エ
リ
ア
で

は
、
青
葉
区
内
や
東
京
都
心
と
の

相
関
が
強
く
、
横
浜
都
心
部
と
の

相
関
は
弱
か
っ
た
。
緑
区
台
村
町

寺
山
町
等
を
含
む
エ
リ
ア
で
は
、

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
沿
線
で
の
相
関
が
強

く
、
特
に
新
横
浜
と
の
相
関
が
強

か
っ
た
。

　

西
部
方
面
に
つ
い
て
は
、
旭
区

中
沢
等
を
含
む
エ
リ
ア
で
は
、
横

浜
都
心
部
や
相
鉄
線
沿
線
の
二
俣

川
、
更
に
は
海
老
名
方
面
と
の
相

関
が
強
か
っ
た
。
戸
塚
区
深
谷
町

等
を
含
む
エ
リ
ア
で
は
、
戸
塚
区

内
や
藤
沢
方
面
と
の
相
関
が
み
ら

れ
た
。

　

南
部
方
面
に
つ
い
て
は
、
金
沢

区
釜
利
谷
等
を
含
む
エ
リ
ア
で

は
、
金
沢
区
内
や
横
須
賀
方
面
と

の
相
関
が
強
く
、
栄
区
庄
戸
等
を

含
む
エ
リ
ア
で
は
居
住
地
周
辺
と

の
相
関
が
強
く
、
勤
務
圏
域
が
狭

い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
た
。

　

総
じ
て
、
居
住
地
の
最
寄
り
駅

や
そ
の
沿
線
で
の
勤
務
者
が
多
い

こ
と
が
窺
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

（3） 

市
内
主
要
駅
周
辺
の
勤
務
地

か
ら
見
た
住
宅
地
と
の
関
係
性

　

市
内
主
要
駅
周
辺
に
勤
務
す
る

人
が
ど
こ
の
住
宅
地
か
ら
通
勤
し

て
い
る
か
、
郊
外
主
要
駅
と
都
心

駅
で
分
析
（
図
11
）
し
た
。

　

郊
外
部
の
主
要
駅
周
辺
に
つ
い

て
見
る
と
、
あ
ざ
み
野
・
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
駅
周
辺
（
青
葉
区
）
で
は
、

青
葉
・
都
筑
区
等
の
本
市
北
部
方

面
と
相
関
が
強
い
結
果
と
な
っ

た
。
二
俣
川
駅
周
辺
（
旭
区
）
で

は
、
相
鉄
線
沿
線
や
相
鉄
線
か
ら

乗
り
換
え
可
能
な
小
田
急
江
ノ
島

線
沿
線
と
の
相
関
が
強
い
結
果
と

な
っ
た
。
金
沢
文
庫
・
金
沢
八
景

駅
周
辺
（
金
沢
区
）
で
は
、
金
沢

区
や
横
須
賀
方
面
と
相
関
が
強
い

結
果
と
な
っ
た
。

　

横
浜
駅
と
新
横
浜
駅
の
都
心
部

に
つ
い
て
見
る
と
、
広
範
囲
に
わ

た
る
エ
リ
ア
と
相
関
が
あ
る
結
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
で
複
数
路
線
が
乗
り
入
れ
、

企
業
集
積
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
横
浜
駅
で
は
乗
り
入
れ

る
沿
線
別
の
傾
向
に
あ
ま
り
差
が

な
い
一
方
、
新
横
浜
駅
で
は
横
浜

線
沿
線
や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
沿
線
と

の
相
関
が
強
く
な
っ
て
い
る
点
で

傾
向
が
異
な
る
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。

【出典】（図９）『東京都市圏交通計画協議会 東京としけん 交通だより 特別号Vol.35』より引⽤、
　　　　　　　『東京都市圏交通計画協議会 第６回東京都市圏パーソントリップ調査』より作成

パーソントリップ調査とは ・・・ 人の動きに着目した調査、1日の中の動きを目的別に分けてデータ化

出発地：住宅地 到着地：勤務地

小ゾーン（５桁）

※第６回PT調査（協議会HPより）データ集計システムを用いて集計したものを加工

出発地：住宅地 PJでは自宅ー勤務
のみ集計

出発地：勤務地

人口に換算した
トリップ数

あらかじめ決めら
れている小ゾーン

あらかじめ決めら
れている小ゾーン

PJではH30
調査を利用

磯子区No.12エリアから中区No.3エリアに通勤した人が100人いる

データ化

図９ PT 調査の活⽤
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６ 
　 
将
来
の
住
宅
地
需
要
予
測
シ

　

  
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

住
宅
地
の
存
す
る
エ
リ
ア
が
通

勤
等
の
観
点
か
ら
居
住
地
の
選
択

候
補
に
ど
れ
程
な
り
得
る
か
に
よ

り
、
選
ば
れ
る
住
宅
地
を
実
現
す

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
は
異
な
る

と
思
わ
れ
る
。
選
択
候
補
と
な
る

エ
リ
ア
な
ら
住
宅
地
自
体
の
魅
力

を
高
め
て
競
争
力
を
あ
げ
る
こ
と

が
有
効
と
な
る
し
、
選
択
候
補
と

な
り
に
く
い
エ
リ
ア
な
ら
、
通
勤

圏
内
で
の
働
く
場
の
整
備
や
通
勤

地
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善
等

を
考
え
、
そ
う
し
た
こ
と
が
難
し

け
れ
ば
通
勤
面
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

上
回
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
必
要
性
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
郊
外
部
の
各
住
宅
地

が
通
勤
面
か
ら
ど
の
程
度
、
居
住

地
の
選
択
候
補
と
な
り
得
て
い
る

か
を
知
る
た
め
、
先
述
の
従
業
者

数
の
推
移
や
Ｐ
Ｔ
調
査
か
ら
整
理

さ
れ
た
住
宅
地
と
勤
務
地
の
関
係

性
を
用
い
、
各
住
宅
地
の
将
来
需

要
の
予
測
を
試
み
た
。

（1） 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
法

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
法
等

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

対
象
は
郊
外
住
宅
地
の
位
置

す
る
31
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ｔ
調
査
の
エ

リ
ア
分
け
か
ら
選
定
）

図11　市内の勤務地から⾒た住宅地との関係性【どこから通勤してきているか】（平成30年）

図10　市内の郊外住宅地から⾒た勤務地との関係性【どこに通勤しているか】（平成30年）

【出典】
（図10・11）『東京都市圏交通計画協議会　第６回東京都市圏パーソントリップ調査』より作成

【北部方面① 東急田園都市線沿線の住宅地】
美しが丘など（青葉区）

【北部方面② JR横浜線沿線の住宅地】
台村町・寺山町など（緑区）

凡例

０％

0～1．0%

1．0～2．0％
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美しが丘など

台村町・寺山町など

【西部方面① 相鉄本線沿線の住宅地】
中沢など（旭区）

【西部方面② JR東海道線沿線の住宅地】
戸塚深谷町など（戸塚区）

凡例

０％

0～1．0%

1．0～2．0％

2．0～3．0％
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4．0%～

中沢など

戸塚深谷町など

【南部方面① 京急線沿線の住宅地】
釜利谷など（金沢区）

【南部方面② JR根岸線沿線の住宅地】
庄戸など（栄区）

凡例

０％

0～1．0%
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2．0～3．0％
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②　

勤
務
地
の
従
業
者
数
の
増
減

傾
向
は
平
成
21
年
か
ら
28
年
ま
で

の
傾
向
と
同
様
と
仮
定
す
る

③　

平
成
30
年
Ｐ
Ｔ
調
査
か
ら
整

理
し
た
勤
務
地
と
住
宅
地
の
関
係

性
は
将
来
に
わ
た
り
同
じ
と
す
る

④　

勤
務
地
の
従
業
者
数
の
増
減

に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
勤
務
地
に
通

勤
す
る
住
宅
地
の
居
住
者
の
増
減

（
＝
住
宅
地
需
要
の
増
減
と
捉
え

る
）
を
算
出
す
る
（
図
12
）

　

な
お
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
郊
外
部
の
ま
つ
づ
く
り
検

討
に
際
し
て
の
一
参
考
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
限
定
的

か
つ
仮
定
的
な
条
件
で
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
将
来
需
要
の
正
確
な

予
測
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

（2） 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

住
宅
地
需
要
の
増
減
を
計
算
し
て

み
る
と
、
需
要
増
の
結
果
と
な
っ

た
の
は
、
青
葉
区
の
あ
ざ
み
野
・

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
付
近
エ
リ
ア
の
み

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
30
エ
リ
ア

は
需
要
減
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

計
算
結
果
を
正
規
分
布
に
よ
り

５
段
階
評
価
（
図
13
）
し
て
み
る

と
、
栄
区
や
金
沢
区
な
ど
、
南
部

方
面
が
厳
し
い
評
価
と
な
り
、
青

葉
区
や
都
筑
区
な
ど
北
部
方
面
の

方
が
相
対
的
に
需
要
が
大
き
い
結

果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
旭
区
や
泉

区
な
ど
西
部
方
面
は
そ
の
中
間
と

ま
と
め
ら
れ
る
が
、
エ
リ
ア
に

よ
っ
て
評
価
が
混
在
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

（3） 

住
宅
地
需
要
予
測
分
析
シ
ー
ト

　

各
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、
住
宅
地
需
要

予
測
分
析
シ
ー
ト
（
図
14
）
を
整

理
し
た
。
こ
れ
は
、
エ
リ
ア
ご
と

に
、
居
住
者
の
勤
務
地
や
需
要
予

測
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
勤
務

地
ラ
ン
キ
ン
グ
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
各
エ
リ
ア
の

特
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
北
部
方
面
は
東
京

都
心
や
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
勤

務
地
拡
大
が
住
宅
地
の
需
要
増
に

つ
な
が
り
、
南
部
方
面
は
横
浜
都

心
部
の
勤
務
地
拡
大
の
恩
恵
を
受

け
つ
つ
も
近
隣
の
勤
務
地
の
縮
小

が
大
き
く
、
住
宅
地
の
需
要
減
に

つ
な
が
っ
て
い
る
、
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
が
分
析
で
き
る
。

７ 

　 

郊
外
部
の
住
宅
地
を
選
ば
れ

　

  

る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
に

　　

先
述
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
は
あ
く
ま
で
も
仮
定
で
あ
り
、

社
会
状
況
の
変
化
等
に
よ
り
当

然
、
実
態
は
乖
離
す
る
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
示
唆
に

富
む
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
検
討
に
向
け
た
課
題

を
よ
り
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
効
果
的
な
取
組
も

着
想
し
や
す
く
な
る
。

　

郊
外
部
の
住
宅
地
と
い
っ
て
も

各
々
で
そ
の
様
相
は
異
な
る
。
選

ば
れ
る
住
宅
地
に
向
け
て
は
、
こ

う
し
た
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る

デ
ー
タ
を
作
成
し
な
が
ら
、
各
々

の
住
宅
地
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り

戦
略
を
練
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

100

20

50
勤
務
地

住
宅
地

30
通勤

80

16

40

24
通勤

従業者数が変化した時、
勤務地と住宅地の

相関関係が
変わらないと仮定すると

勤
務
地

住
宅
地

正規分布による
５段階評価

需要が相対的に小さい

需要が相対的に大きい

評価対象外エリア

同一区内

横浜市内

横浜都心部

横浜市外

凡例

図12 将来の住宅地需要の算出の考え⽅

図13 将来の住宅地需要の相対的評価結果

図14 住宅地需要予測分析シート
【出典】
（図13・14）総務省「国勢調査」、総務省・経済産業省「経済センサス―活動調査」、『東京都市圏交通計画協議会 第６回東京都市圏パーソントリップ
　　　　　  調査』を活⽤し、シミュレーションを⾏っている。
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は
じ
め
に

　

本
市
で
は
、
令
和
４
年
に
戦
後

初
め
て
、
１
月
１
日
時
点
の
人
口

が
前
年
比
減
と
な
り
、
令
和
５
年

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
持
続

可
能
な
市
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
、
人
や
企
業
を
呼
び
込
み
、
都

市
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
、「
次
の
横
浜
を

創
る
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、そ
の
一
環
と
し
て
、「
子

育
て
世
帯
に
優
し
い
施
策
の
検

討
」
を
進
め
て
い
る
。

　

子
育
て
世
帯
の
状
況
と
し
て

は
、三
世
代
同
居
家
族
が
減
少
し
、

核
家
族
が
増
加
す
る
な
ど
、
世
帯

規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
子
ど
も
の
世
話
を
し
た
こ
と

が
な
い
ま
ま
親
に
な
る
人
が
多

く
、
加
え
て
、
近
く
に
両
親
が
い

な
い
な
ど
祖
父
母
世
代
の
協
力
を

得
ら
れ
ず
、
不
安
や
負
担
を
感
じ

て
い
る
子
育
て
家
庭
の
存
在
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
進
出

が
進
み
、
共
働
き
世
帯
の
割
合
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

本
調
査
で
は
、
子
育
て
世
帯
に

関
す
る
各
種
調
査
を
行
い
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
新
た
な
施
策
展
開

を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
現
時
点
で
分
析
か
ら
見
え

て
き
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

２ 

　 

調
査
概
要

　
「
子
育
て
世
帯
に
優
し
い
施
策

の
検
討
」
は
、
子
育
て
世
帯
の
居

住
促
進
を
図
る
た
め
、
他
都
市
比

較
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
分

析
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
他
都
市
と
本
市

の
子
育
て
支
援
策
の
比
較
、
子
育

て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
、
価
値
観
や
居

住
地
選
択
理
由
の
分
析
を
行
い
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
子
育
て
世
帯

の
居
住
促
進
に
効
果
的
な
施
策
を

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
本
市

在
住
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心

に
み
て
い
く
。

３ 

　 

子
育
て
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　

  

査
の
概
観

　　

本
調
査
は
、
子
育
て
世
帯
が
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を

め
ざ
し
、
子
育
て
・
教
育
分
野
に

限
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
や
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
政
策
形
成

に
も
役
立
つ
基
礎
資
料
と
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
25
項
目
か
ら

な
る
調
査
を
実
施
し
た
（
概
要
は

下
表
参
照
）。

４ 

　 

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

　　

本
稿
執
筆
段
階
で
は
、
分
析
を

進
め
て
い
る
途
中
の
た
め
、
単
純

集
計
結
果
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

た
い
。

　
（1） 

回
答
者
の
基
本
情
報

　

回
答
者
の
約
八
割
が
女
性
（
母

親
）
で
あ
っ
た
。

　

現
住
所
の
居
住
年
数
は
、
10
年

未
満
の
方
が
７
割
で
、
現
住
所
へ

引
っ
越
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
や
理
由

と
し
て
は
、「
適
当
な
物
件
が
み

つ
か
っ
た
」が
29
％
と
最
も
多
く
、

《5》 

子
育
て
世
帯
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　

沿
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

調査対象:市内在住の中学生以下の子どもをもつ 10,000世帯
調査方法:住民基本台帳から無作為抽出した方に依頼状を送付、Web上で回答
調査期間:令和４年 10月1日～31日 回答率: 53％（5,279件）

基本情報

住環境:住まい選びや周辺環境において重視すること
子育て環境:教育や子育て支援で重視すること、仕事と子育ての両立の条件
保護者の価値観:ライフスタイルで重視すること、横浜の魅力、地域の魅力

生活実感
定住意向

地域が住みやすいか、子育てしすい環境か、理想の生活が実現できているか
10年後も横浜に住んでいると思うか

ニーズ
価値観

基本属性:性、年齢、居住区、就労状況、世帯年収、配偶状況
転入情報:前の居住地、転居タイミング、居住地選択理由

執
筆伊

藤 

恵
美

政
策
局
政
策
課
担
当
係
長
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続
い
て
、
結
婚
（
23
％
）、
出
産

（
16
％
）
で
あ
っ
た
。

　
（2） 

住
み
や
す
さ
・
住
ま
い
選
び

 　

ま
ず
、
子
育
て
世
帯
が
、
今
住

ん
で
い
る
地
域
の
住
み
や
す
さ
を

ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
か
を

見
て
み
る
と
、
住
み
や
す
い
と
思

う
人
が
78
％
に
対
し
、
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
人
が
13
％
、
住
み
や

す
い
と
思
わ
な
い
人
が
９
％
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。（
図
１
）

　

住
ま
い
や
住
ま
い
選
び
に
つ
い

て
重
要
だ
と
思
う
こ
と
を
最
大
３

つ
ま
で
選
ぶ
問
で
は
、「
立
地（
交

通
や
生
活
の
利
便
性
）
が
よ
い
」

を
選
ん
だ
人
が
77
％
と
最
も
多

く
、「
十
分
な
間
取
り
や
広
さ
が

あ
る
」
が
49
％
、「
持
ち
家
で
あ

る
方
が
よ
い
」が
41
％
と
続
い
た
。

（
図
２
）

　

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
、「
今

住
ん
で
い
る
地
域
が
住
み
や
す
い

と
思
う
群
（
Ａ
群
）」
と
、「
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
又
は
住
み
や
す

い
と
思
わ
な
い
群
（
Ｂ
群
）」
に

分
け
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次
の

よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

　

Ａ
群
は
、「
立
地
が
よ
い
」や「
十

分
な
間
取
り
や
広
さ
が
あ
る
」、

「
持
ち
家
で
あ
る
方
が
よ
い
」
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
他
方
、

Ｂ
群
は
、「
駐
車
場
が
付
い
て
い

る
」
や
「
住
宅
に
か
か
る
諸
経
費

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
」、「
家
の
近

く
に
保
育
所
・
幼
稚
園
が
あ
る
」

を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
住
ま
い
の
周
辺
環
境
に

つ
い
て
重
視
す
る
こ
と
を
最
大
３

つ
ま
で
選
ぶ
問
で
は
、「
子
ど
も

が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
」

と
「
身
近
に
公
園
・
緑
が
あ
り
、

自
然
に
触
れ
る
場
所
が
あ
る
」
を

選
ん
だ
人
が
75
％
以
上
と
非
常
に

多
く
、「
子
ど
も
と
一
緒
に
出
掛

け
ら
れ
る
商
業
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー

施
設
な
ど
が
あ
る
」
が
続
い
た
。

他
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ

り
「
自
宅
や
職
場
以
外
で
仕
事
の

で
き
る
場
所
が
あ
る
」
を
選
択
す

る
人
が
多
い
こ
と
を
想
定
し
た

が
、
３
％
と
最
も
少
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
、
先
ほ

ど
の
Ａ
群
と
Ｂ
群
に
分
け
て
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
見
ら
れ
た
。

　

Ａ
群
は
、「
身
近
に
公
園
・
緑

が
あ
り
、
自
然
に
触
れ
る
場
所
が

あ
る
」
や
「
地
域
住
民
が
温
か
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
で
あ

る
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、

他
方
、
Ｂ
群
は
、「
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
の
移
動
が
し
や
す
く
、
授
乳
室

等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ

る
」
や
「
地
域
住
民
や
隣
近
所
と

は
あ
ま
り
干
渉
し
あ
わ
ず
、
さ
ば

さ
ば
し
た
関
係
で
あ
る
」
を
重
視

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

（3） 

子
育
て
環
境

　

続
い
て
、
子
育
て
世
帯
が
、
今

住
ん
で
い
る
地
域
の
子
育
て
し
や

す
さ
を
ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い

る
か
を
見
て
み
る
と
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
だ
と
思
う
人
が
52
％

に
対
し
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

人
が
24
％
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
だ
と
思
わ
な
い
人
が
24
％
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。（
図
３
）

　

教
育
環
境
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
重
視
す
る
こ
と
を
最
大
３
つ

ま
で
選
ぶ
問
で
は
、「
良
質
な
教

育
を
提
供
す
る
学
校
が
あ
る
」
を

選
ん
だ
人
が
70
％
と
最
も
多
く
、

「
希
望
す
る
保
育
所
・
幼
稚
園
に

入
所
・
入
園
で
き
る
」
が
52
％
、

「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
し

て
行
政
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
」
と
「
放
課
後
や
長
期
休
暇
の

時
に
子
ど
も
の
居
場
所
が
あ
る
」

が
44
％
と
続
い
た
。
他
方
、「
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
や
相
談
で
き

る
場
が
あ
る
」
や
「
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
し
て
必
要
な
時
に
必

要
な
情
報
を
入
手
で
き
る
」
は

14
％
と
最
も
少
な
か
っ
た
。（
図
４
）

　

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
、「
今

住
ん
で
い
る
地
域
が
子
育
て
し
や

す
い
環
境
だ
と
思
う
群
（
Ｃ
群
）」

と
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
又

は
子
育
て
し
や
す
い
環
境
だ
と
思

わ
な
い
群
（
Ｄ
群
）」
に
分
け
て

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

特
徴
が
見
ら
れ
た
。

　

Ｃ
群
は
、「
学
校
以
外
に
様
々

な
体
験
の
場
が
あ
る
」
や
「
学
習

図１ 今住んでいる地域が住みやすいと思うか
図２ 住まいや住まい選びについて重要だと思うこと（最大３つ）

図４ 教育環境や子育て支援について重要だと思うこと（最大３つ）
図３ 今住んでいる地域が子育てしやすい環境だと思うか
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立地（交通や生活の利便性）がよい

十分な間取りや広さがある

持ち家である方がよい

駐車場が付いている、もしくは
近くに駐車場がある

住宅にかかる諸経費（購入費、維持費、
家賃等）が低く抑えられる

家の近くに保育所・幼稚園がある

子どもの就学、親の就職・転職等、ライフスタイルの
変化に合わせて転居もしくは住み替えたい

新築がよい

親世帯と同居できる、もしくは近距離で暮らせる

太陽光発電がある、断熱性能など
環境に配慮された住宅である

その他
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良質な教育を提供する学校（小学校
・中学校・高等学校）がある

希望する保育所・幼稚園に入所・入園できる

妊娠・出産・子育てに関して、
行政の手厚いサポートがある

学校の放課後や夏休みなどの長期休暇のときに
子どもの居場所がある

学校以外に様々な体験（自然体験、文化的体験、
社会体験など）の場がある

学習塾や習いごとの選択肢が多い

妊娠・出産・子育て中に、気軽に立ち寄れる場
や相談できる場がある

妊娠・出産・子育てに関して、必要なときに
必要な情報を入手できる

その他

(%)
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塾
や
習
い
ご
と
の
選
択
肢
が
多

い
」、「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
中

に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
や
相
談

で
き
る
場
が
あ
る
」
を
重
視
す
る

傾
向
が
あ
り
、
他
方
、
Ｄ
群
は
、

「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
し

て
行
政
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く

と
き
、ど
の
よ
う
な
条
件
・
サ
ポ
ー

ト
が
あ
る
と
働
き
や
す
い
と
思
い

ま
す
か
、
と
い
う
問
で
は
、「
休

み
が
と
り
や
す
い
」
を
選
択
し
た

人
が
81
％
と
最
も
多
く
、「
勤
務

形
態
・
勤
務
時
間
が
選
べ
る
」
が

74
％
、「
自
宅
か
ら
近
い
」
が

62
％
と
続
い
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
、
先
ほ

ど
の
Ｃ
群
と
Ｄ
群
に
分
け
て
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
見
ら
れ
た

　

Ｃ
群
は
、「
自
宅
か
ら
近
い
」

を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、他
方
、

Ｄ
群
は
、「
職
場
に
子
ど
も
を
預

け
る
場
所
が
あ
る
」
や
「
子
ど
も

の
送
り
迎
え
を
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
」、「
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る

人
が
い
る
」、「
ご
飯
の
準
備
を
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
」、「
掃
除
・

洗
濯
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
」、

「
急
に
子
ど
も
の
体
調
が
悪
く

な
っ
た
時
に
預
か
っ
て
も
ら
え
る

場
所
が
あ
る
」
を
重
視
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
。

（4） 

理
想
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　　

続
い
て
、
自
分
自
身
の
理
想
の

生
活
を
実
現
で
き
て
い
る
か
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
実
現
で
き
て
い
る

と
思
う
人
が
53
％
に
対
し
、
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
人
が
26
％
、
実

現
で
き
て
い
る
と
思
わ
な
い
人
が

21
％
で
あ
っ
た
。（
図
５
）

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
重

要
だ
と
思
う
こ
と
を
選
ぶ
問
で

は
、「
気
持
ち
に
ゆ
と
り
の
あ
る

生
活
」
と
「
子
ど
も
と
過
ご
す
こ

と
」、「
家
族
・
友
人
と
過
ご
す
こ

と
」
を
選
ん
だ
人
が
そ
れ
ぞ
れ

70
％
を
超
え
た
。（
図
６
）

　

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
、「
理

想
の
生
活
を
実
現
で
き
て
い
る
と

思
う
群
（
Ｅ
群
）」
と
、「
ど
ち
ら

と
も
言
え
な
い
又
は
実
現
で
き
て

い
る
と
思
わ
な
い
群
（
Ｆ
群
）」

に
分
け
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

　

Ｅ
群
は
、「
家
族
・
友
人
と
過

ご
す
こ
と
」
や
、「
健
康
的
な
生

活
」、「
仕
事
の
や
り
が
い
」
を
重

視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
他
方
、
Ｆ

群
は
、「
気
持
ち
に
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
」
や
「
経
済
的
に
豊
か
な

生
活
」、「
自
分
一
人
の
時
間
を
持

つ
こ
と
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
た
。

 

（5） 

横
浜
の
魅
力

　

住
み
や
す
さ
や
子
育
て
し
や
す

さ
以
外
に
も
、
子
育
て
世
帯
を
惹

き
つ
け
る
要
因
を
探
る
た
め
、「
あ

な
た
に
と
っ
て
、
横
浜
の
魅
力
だ

と
思
う
も
の
」
を
尋
ね
た
（
当
て

は
ま
る
も
の
を
全
て
選
択
可
と
す

る
設
問
）。

　
「
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
出
か

け
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
」
を
選
ん
だ

人
が
52
％
、「
海
、
川
、
山
な
ど

の
自
然
が
身
近
に
あ
る
」
を
選
ん

だ
人
が
51
％
と
最
も
多
く
、「
都

会
的
で
洗
練
さ
れ
た
街
で
あ
る
」

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。（
図
７
）

　

横
浜
市
外
に
住
む
人
に
と
っ
て

は
、
横
浜
と
い
え
ば
、
み
な
と
み

ら
い
地
区
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

都
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が

ち
で
あ
る
が
、
市
内
在
住
の
子
育

て
世
帯
に
と
っ
て
は
、
自
然
が
身

近
に
あ
る
こ
と
が
魅
力
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
結
果
を
、（
２
）

で
先
述
の
Ａ
群
と
Ｂ
群
に
分
け
て

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
選

択
肢
に
お
い
て
、
Ａ
群
は
魅
力
だ

と
思
う
と
回
答
す
る
傾
向
が
あ
っ

た
。

　

同
様
に
、（
３
）
で
先
述
の
Ｃ

群
と
Ｄ
群
、（
４
）
で
先
述
の
Ｅ

群
と
Ｆ
群
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
選
択

肢
に
お
い
て
、、
Ｃ
群
及
び
Ｅ
群

は
魅
力
だ
と
思
う
と
回
答
す
る
傾

向
が
あ
っ
た
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、「
住
み
や
す

い
」、「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
」、

とてもそう
思う
7.6%

45.4%
ややそう思う

どちらともい
えない
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自分一人の時間を持つこと
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学ぶこと（ご自身の学び）
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地域での活動（ボランティア等）

その他
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海、川、山などの自然が身近にある

都会的で洗練された街である

歴史のある建造物、美しい景観やまちなみがある

アスレチックや芝生広場などがある広い公園がある

賑わいや活気がある街である

野球、サッカー等のスポーツ観戦を楽しめる

国際的なイメージや、外国の文化を受け入れる風土がある

文化や音楽、アートに触れられる街である

新しいことにチャレンジできる風土がある

SDGs（環境や社会問題）に進んで取り組んでいる街である）

その他

(%)

図６ 自分自身のライフスタイルで重要だと思うこと
　　 （当てはまるものを全て選択）

図５ 自分自身の理想の生活が実現できていると思うか

図７ 自分自身にとって横浜の魅力だと思うもの
　　　（当てはまるものを全て選択）



今住んでいる地域が住みやすいと思うか
A群（とてもそう思う、ややそう思う） B群（どちらともいえない、あまりそう思わない、全くそう思わない）

住まいで重視すること
立地がよい
十分な間取りや広さがある
持ち家である方がよい

駐車場が付いている
住宅にかかる諸経費が低く抑えられる
家の近くに保育所・幼稚園がある

住環境で重視すること 身近に公園・緑があり、自然に触れる場所がある
地域住民が温かくコミュニティ活動が活発である

ベビーカーでの移動がしやすく、授乳室等が整備されている場所がある
地域住民や隣近所とはあまり干渉しあわず、さばさばした関係である

今住んでいる地域が子育てしやすい環境だと思うか
C群（とてもそう思う、ややそう思う） D群（どちらともいえない、あまりそう思わない、全くそう思わない）

教育環境や子育て支援で重
視すること

学校以外に様々な体験の場がある
学習塾や習いごとの選択肢が多い
妊娠・出産・子育て中に気軽に立ち寄れる場や相談できる場がある

妊娠・出産・子育てに関して行政の手厚いサポートがある

子育てと仕事の両立に必要
な条件やサポート 自宅から近い

職場に子どもを預ける場所がある
子どもの送り迎えをしてくれる人がいる
子どもを見てくれる人がいる
ご飯の準備をしてくれる人がいる
掃除・洗濯をしてくれる人がいる
急に子どもの体調が悪くなった時に預かってもらえる場所がある

自分自身の理想の生活が実現できていると思うか
E群（とてもそう思う、ややそう思う） F群（どちらともいえない、あまりそう思わない、全くそう思わない）

ライフスタイルで重視する
こと

家族・友人と過ごすこと
健康的な生活
仕事のやりがい

気持ちにゆとりのある生活
経済的に豊かな生活
自分一人の時間を持つこと

25

25

■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

「
理
想
の
生
活
が
実
現
で
き
て
い

る
」
と
思
う
人
は
、
様
々
な
面
で

横
浜
の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
言

え
る
。

　
（6） 

定
住
促
進
に
向
け
て

　　

10
年
後
も
横
浜
に
住
ん
で
い
る

と
思
う
か
と
い
う
問
で
は
、
そ
う

思
う
と
答
え
た
人
が
74
％
に
対

し
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
と
答

え
た
人
が
15
％
、
そ
う
思
わ
な
い

と
答
え
た
人
が
８
％
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
先
述
の

（
２
）
か
ら
（
４
）
の
二
群
比
較

に
よ
り
分
析
を
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ

群
及
び
Ｃ
群
、
Ｅ
群
は
、
10
年
後

も
横
浜
に
住
ん
で
い
る
と
回
答
す

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
地
域
の
住
み
や
す

さ
や
子
育
て
し
や
す
さ
、
理
想
の

生
活
の
実
現
と
い
う
点
に
お
い

て
、
現
在
の
生
活
環
境
に
満
足
し

て
い
る
人
は
、
同
様
に
、
10
年
後

も
住
み
続
け
て
い
る
と
回
答
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
（7） 

自
由
記
述
の
分
析

　

本
調
査
は
、
回
答
率
が
53
％
と

高
か
っ
た
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
設
定
し
た
二
か
所

の
自
由
記
述
欄
（
①
子
育
て
し
や

す
い
環
境
だ
と
思
う
理
由
・
思
わ

な
い
理
由
、
②
横
浜
の
子
育
て
生

活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
提
案
）

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
３
，
５
０

０
件
、
２
，
４
０
０
件
、
を
超
え

る
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

行
政
に
対
し
て
改
善
を
求
め
る

声
も
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

「
初
め
て
の
出
産
育
児
で
不
安
も

あ
っ
た
が
赤
ち
ゃ
ん
教
室
の
開
催

や
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
助

か
っ
て
い
る
」や「
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
制
度
は
と
て
も
良
く
、

保
育
園
を
検
討
し
た
り
、
決
定
後

の
進
路
ま
で
複
数
回
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」等
の
声
も
い
た
だ
き
、

市
の
取
組
が
子
育
て
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き

た
。　
　
　

　

ご
意
見
の
多
さ
は
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
対
す
る
期
待
や
要
望

の
大
き
さ
の
表
れ
で
あ
る
と
受
け

止
め
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
拝
読

し
、
今
後
の
施
策
検
討
に
活
か
し

て
ま
い
り
た
い
。

５ 

　 

今
後
に
向
け
て

　

当
該
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や

そ
の
他
の
調
査
を
踏
ま
え
、
政
策

局
内
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
分
野

及
び
ハ
ー
ド
分
野
を
担
当
す
る
部

署
も
含
め
庁
内
横
断
的
に
、
今
後

の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
子
育
て
世
帯
の
居

住
促
進
を
図
る
た
め
に
、
子
育
て

世
帯
へ
の
直
接
的
な
支
援
だ
け
で

な
く
、ま
ち
づ
く
り
や
住
宅
政
策
、

都
市
の
魅
力
づ
く
り
等
に
総
合
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
併
せ
て
、
子
育
て
世
帯

へ
の
訴
求
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
な

が
ら
、
横
浜
の
暮
ら
し
の
魅
力
を

市
内
外
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、

一
人
ひ
と
り
の
横
浜
で
の
子
育
て

生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
多
様
な
お
出
か
け
ス
ポ
ッ
ト

や
体
験
機
会
、身
近
な
自
然
な
ど
、

豊
富
な
都
市
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
か

し
、
都
市
の
魅
力
を
高
め
て
い
き

た
い
。

　

令
和
５
年
度
予
算
案
で
は
、
こ

う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
小
児

医
療
費
助
成
の
拡
充
や
保
育
所
等

で
の
一
時
預
か
り
無
料
ク
ー
ポ
ン

の
配
付
、
子
育
て
世
代
の
マ
イ

ホ
ー
ム
購
入
支
援
等
の
直
接
的
な

支
援
と
併
せ
て
、
都
市
づ
く
り
戦

略
の
策
定
や
、
動
物
園
の
充
実
や

公
園
遊
具
の
改
修
・
更
新
の
拡
充

等
に
取
り
組
み
、
子
育
て
世
代
の

居
住
促
進
に
向
け
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
新
た
に
構
築
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
「
子
育
て
し
た
い
ま
ち　

次
世

代
を
共
に
育
む
ま
ち　

ヨ
コ
ハ

マ
」の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
は
、

今
年
度
の
調
査
結
果
を
更
に
深
堀

り
し
つ
つ
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

の
立
案
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
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企
業
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
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うち大企業
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１ 

　 

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
こ
の
数
年

間
で
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変

化
し
た
。
マ
ス
ク
の
着
用
を
は
じ

め
と
し
て
、
３
密（
密
閉
、
密
集
、

密
接
）
と
な
る
人
が
集
ま
る
機
会

の
回
避
な
ど
、
日
常
行
動
に
変
容

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化

は
、
企
業
活
動
に
お
い
て
も
、
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
外

出
の
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

に
伴
う
消
費
の
冷
え
込
み
や
、
海

外
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
部
品

等
供
給
網
の
寸
断
、
さ
ら
に
は
、

非
接
触
ニ
ー
ズ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

需
要
の
高
ま
り
、
半
導
体
不
足
な

ど
、
経
済
活
動
全
体
の
収
縮
や
著

し
い
変
化
が
生
じ
た
。

　

人
の
働
き
方
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
出
勤
抑

制
の
方
策
と
し
て
、
首
都
圏
を
中

心
に
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
広
く

利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
（
令
和

２
年
３
月
28
日
）
に
お
い
て
、
事

業
者
に
対
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

活
用
や
休
暇
取
得
の
促
進
等
に
よ

り
、
出
勤
者
数
の
７
割
削
減
が
掲

げ
ら
れ
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
進
が
図
ら
れ
、
対

面
を
避
け
た
い
社
会
的
要
請
も
あ

い
ま
っ
て
、
働
く
場
を
選
ば
な
い

働
き
方
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
に
よ
る
影
響
を
、
企
業
活
動
の

側
面
か
ら
考
察
し
、
対
応
す
る
今

後
の
市
の
施
策
や
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
た
い
。

　

ま
ず
は
、
本
市
で
定
期
的
に
市

内
企
業
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
企

業
の
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
と
す

る
。
次
に
、
経
済
局
で
実
施
し
た

施
策
を
事
例
と
し
て
２
つ
取
り
上

げ
た
う
え
で
、
今
後
自
治
体
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

２ 

　 

市
内
企
業
の
現
状
に
つ
い
て

（1） 

横
浜
市
景
況
・
経
営
動
向
調
査

　

経
済
局
で
は
、
経
済
・
産
業
政

策
の
効
果
的
な
展
開
に
必
要
な
企

業
動
向
・
ニ
ー
ズ
を
早
期
か
つ
的

確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
市
内
企

業
・
市
内
に
事
業
所
を
お
く
企
業

１
０
０
０
社
を
対
象
に
「
横
浜
市

景
況
・
経
営
動
向
調
査
（
以
下
、

景
況
調
査
）」
を
四
半
期
毎
に
年

４
回
（
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３

月
）
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
４
年
か
ら
開
始
し
た
景
況

調
査
は
、
令
和
５
年
３
月
で
１
２

４
回
目
を
迎
え
る
。
調
査
の
構
成

は
、
経
営
環
境
等
に
関
す
る
定
点

観
測
を
行
う
「
通
常
調
査
」
と
、

そ
の
時
々
の
経
済
情
勢
な
ど
に
応

じ
た
テ
ー
マ
で
実
施
す
る
「
特
別

調
査
」
の
２
つ
か
ら
成
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
令
和
３
年
度
中
か
ら
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
方
式
に

転
換
し
、
回
答
率
は
約
７
割
ま
で

高
ま
っ
て
い
る
。

（2） 

市
内
企
業
の
景
況
感
に
つ
い
て

　

市
内
企
業
の
景
況
感
に
つ
い
て

は
、
景
況
調
査
の
自
社
業
況
Ｂ
Ｓ

Ｉ
※
と
い
う
指
標
で
把
握
し
て
い

る
。（
※
自
社
業
況
が
「
良
い
」

と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
悪
い
」

執
筆川

口 

高
志

経
済
局
企
画
調
整
課
担
当
係
長

齋
藤 

勝
利

経
済
局
企
画
調
整
課
担
当
係
長

図１ 自社業況BSIの推移（景況調査 令和4年12月）
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と
回
答
し
た
割
合
を
減
じ
た
値
）

　

令
和
４
年
12
月
の
景
況
調
査
で

は
、
自
社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
は
、
▲

19
・
４
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
マ
イ
ナ

ス
の
値
が
大
き
く
、
厳
し
い
数
値

と
い
う
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
最
も
受
け
た
令

和
２
年
６
月
時
点
は
▲
64
・
０
で

あ
り
、
当
時
か
ら
は
大
き
く
回
復

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
前
の
令
和
元
年

12
月
時
点
で
は
▲
21
・
８
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
戻
っ
て

き
て
い
る
。（
図
１
）
こ
れ
は
、

依
然
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
行
動

制
限
の
な
い
こ
と
や
、
半
導
体
等

を
は
じ
め
と
し
た
供
給
制
約
に
よ

る
影
響
が
和
ら
ぎ
、
経
済
活
動
が

正
常
化
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
昨
今
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
市
内
企
業
は
７
割

を
超
え
て
お
り
、
引
き
続
き
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。

（3） 

市
内
企
業
の
雇
用
状
況
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
９
月
の
景
況
調
査
に

よ
る
と
、
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

起
因
す
る
正
社
員
の
離
職
に
つ
い

て
は
、「
従
業
員
都
合
に
よ
る
離

職
」
が
15
・
９
％
、「
事
業
主
都

合
に
よ
る
離
職
」
が
１
・
８
％
と
、

合
わ
せ
て
２
割
弱
の
企
業
で
生
じ

て
い
る
。
今
後
の
正
社
員
の
雇
用

に
つ
い
て
は
、「
当
面
維
持
し
て

い
く
」
が
約
４
分
の
３
と
最
も
多

く
な
っ
た
。
次
い
で
「
増
や
し
て

い
く
」
が
２
割
弱
で
、
前
回
調
査

（
令
和
２
年
９
月
）
と
比
較
す
る

と
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

（
図
２
）
コ
ロ
ナ
を
起
因
と
す
る

離
職
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
人

員
に
つ
い
て
も
増
や
し
て
い
く
傾

向
が
見
ら
れ
る
。「
離
職
が
あ
っ

た
」
と
雇
用
を
「
増
や
し
て
い
く
」

が
２
割
弱
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、

人
員
を
補
完
す
る
こ
と
で
、
雇
用

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
確

認
で
き
る
。

　

労
働
力
の
不
足
感
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
12
月
の
景
況
調
査

に
よ
る
と
、
現
状
「
不
足
し
て
い

る
」
と
す
る
企
業
が
全
体
の
５
割

を
超
え
、
数
年
後（
３
～
５
年
後
）

に
つ
い
て
も
、「
不
足
」
が
７
割

弱
と
、
労
働
力
不
足
が
さ
ら
に
深

刻
化
す
る
見
通
し
に
な
っ
て
い

る
。（
図
３
）

　

不
足
す
る
理
由
は
、「
応
募
は

あ
る
が
、求
め
る
人
材
が
来
な
い
」

が
52
・
４
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
社
員
を
募
集
し
て
も
応
募
が

な
い
」
43
・
５
％
と
、
採
用
意
欲

は
強
い
も
の
の
、
希
望
す
る
人
材

の
確
保
は
容
易
で
は
な
い
実
態
が

み
え
る
。

　

企
業
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却

し
、
成
長
・
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
雇
用
人
員
を
充
足
し
、
事

業
拡
大
や
取
引
増
加
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ず
、
労
働
力

不
足
は
、
成
長
を
阻
害
す
る
大
き

な
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
求
め

る
人
材
を
雇
用
し
、
離
職
を
防
ぐ

た
め
、
企
業
に
お
い
て
は
、
働
き

手
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
的
な
働
く

場
の
提
供
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（4） 

市
内
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て

　

令
和
３
年
６
月
の
景
況
調
査
に

よ
る
と
、
市
内
企
業
の
約
３
分
の

２
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
た
。（
図
４
）
具

体
的
な
実
施
内
容
は
、「
テ
レ
ワ
ー

ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実
施
」

80
・
６
％
、「
社
内
に
お
け
る
文

書
等
の
デ
ジ
タ
ル
化（
勤
怠
管
理
、

会
計
ソ
フ
ト
の
導
入
）」
80
・
２
％

な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
比
較
的
簡

易
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
が
見
ら
れ

た
。
一
方
で
、「
個
別
の
業
務
・

製
造
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

32
・
９
％
や
「
電
子
決
済
シ
ス
テ

ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
」
31
・
３
％
と
い
っ
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
業
務
そ
の
も

の
や
プ
ロ
セ
ス
を
変
革
す
る
、
い

わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｄ

Ｘ
）に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、

依
然
と
し
て
少
な
い
実
態
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ｄ
Ｘ
及
び
デ    
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図３ 現在の労働力の状況と⾒通し

図４ デジタル化の実施状況

図２ 今後の正社員の雇⽤⼈員
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ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
て
、
課

題
だ
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
対
応
で
き
る
人
材
が
少
な

い
」
が
61
・
７
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ

と
が
難
し
い
」
40
・
６
％
と
な
っ

て
お
り
、市
内
企
業
に
Ｄ
Ｘ
人
材
・

デ
ジ
タ
ル
人
材
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

政
府
は
、
Ｄ
Ｘ
を
新
し
い
資
本

主
義
に
向
け
た
重
点
投
資
分
野
と

し
て
位
置
付
け
、
新
し
い
付
加
価

値
を
生
み
出
す
源
泉
で
あ
り
、
社

会
的
課
題
を
解
決
す
る
鍵
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
投
資
促
進
に
向

け
た
政
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
と

し
、
市
内
企
業
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

脱
却
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能

で
一
段
高
い
成
長
軌
道
に
乗
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ
を
成
長
の

エ
ン
ジ
ン
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。　

３
経
済
局
に
お
け
る
取
組

　

次
に
、
企
業
の
働
き
方
の
変
化

の
中
で
も
代
表
的
な
取
組
で
あ
る

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
経
済
局

に
よ
る
支
援
の
事
例
を
取
り
上
げ

た
い
。

（1）
企
業
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
へ
の
助
成

　

令
和
２
年
度
「
職
場
環
境
向
上

支
援
助
成
金
」
の
中
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に

対
す
る
助
成
を
実
施
し
た
。
当
助

成
金
は
、
職
場
環
境
の
向
上
を
目

的
に
、
従
来
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
の

導
入
に
助
成
を
行
っ
て
い
た
が
、

令
和
２
年
４
月
に
コ
ロ
ナ
特
例
を

設
け
、
助
成
率
を
２
分
の
１
か
ら

４
分
の
３
（
上
限
30
万
円
）
に
す

る
な
ど
、
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

　

助
成
実
績
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
令

和
元
年
度
は
１
件
の
と
こ
ろ
、
令

和
２
年
度
は
１
１
８
１
件
（
一
部

繰
越
に
よ
り
令
和
３
年
度
に
助

成
）
と
、
著
し
く
増
加
し
た
。
当

助
成
金
を
活
用
し
た
事
業
者
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、「
感
染
症
対
策

と
し
て
」
が
９
割
弱
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
感
染
症
を
契
機
と
し
た

事
業
者
側
の
旺
盛
な
需
要
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
レ
ワ
ー

ク
導
入
に
よ
る
業
務
負
荷
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、「
負
荷
が
減
っ

た
」
が
６
割
を
超
え
た
一
方
で
、

（
図
５
）
生
産
性
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
は
、「
生
産
性
が
上
が
っ

た
」
は
４
割
弱
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。（
図
６
）
業
務
負
荷
が

減
っ
た
理
由
と
し
て
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
よ
る
時
間
短
縮
」
や

「
情
報
共
有
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ

る
負
荷
軽
減
」
が
挙
げ
ら
れ
る
一

方
で
、
生
産
性
が
下
が
っ
た
理
由

と
し
て
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
、

職
場
内
の
み
閲
覧
可
能
な
資
料
の

存
在
」
や
、「
現
場
作
業
に
お
け

る
間
引
き
に
よ
る
人
手
不
足
」、

「
印
刷
が
で
き
な
い
」、「
電
話
や

メ
ー
ル
に
よ
る
レ
ス
ポ
ン
ス
の
悪

さ
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
職
場

で
し
か
で
き
な
い
業
務
の
存
在
に

よ
り
、
負
荷
軽
減
だ
け
で
な
く
、

生
産
性
の
向
上
に
ま
で
つ
な
げ
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の

影
響
は
、「
良
い
影
響
が
多
か
っ

た
」
が
約
７
割
（
図
７
）
と
な
っ

て
お
り
、
企
業
と
し
て
感
じ
ら
れ

た
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
通

勤
時
間
削
減
、
三
密
回
避
に
よ
る

感
染
症
予
防
」、「
柔
軟
で
多
様
な

働
き
方
」、「
通
勤
負
荷
の
減
少
に

よ
る
従
業
員
の
健
康
増
進
」
の
順

に
回
答
が
多
か
っ
た
。（
図
８
）

理
由
と
し
て
、「
子
供
や
家
族
の

時
間
を
多
く
取
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
妊
娠
中
、
子
育
て
中
の
職

員
が
安
心
し
て
勤
務
で
き
た
」、

「
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
勤
務

時
間
の
選
択
が
可
能
に
な
っ
た
」

な
ど
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

　

今
後
の
勤
務
形
態
の
展
望
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
企
業
が
約
８
割
を
占
め
た
。

人
材
不
足
感
が
高
ま
る
中
、
多
様

な
働
き
方
の
推
進
が
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
、
こ

の
観
点
か
ら
も
企
業
に
お
い
て
、

今
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
一
定
の
活

用
が
見
込
ま
れ
る
。

（2）
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
認
定
）

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
が
進
展
し
、
場

所
に
捉
わ
れ
な
い
働
き
方
が
広
が

る
中
、
企
業
側
の
変
化
に
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
は
、
少

し
視
点
を
変
え
て
、
自
治
体
の
窓

口
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
申
請
で

き
る
よ
う
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹

介
し
た
い
。

　

令
和
２
年
４
月
に
、
国
が
打
ち

出
し
た
「
民
間
金
融
機
関
に
よ
る

実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
」。

こ
の
融
資
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
る
事
業
者
の
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
、
当

初
３
年
間
分
の
利
子
が
実
質
無
利

子
と
な
る
大
変
有
利
な
融
資
で
あ

る
。
こ
の
融
資
を
受
け
る
た
め
に

は
、
自
治
体
の
窓
口
で
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
・
５
号
」、

ま
た
は
「
危
機
関
連
保
証
」
の
い

ず
れ
か
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
を
担
う
窓
口
に
は
、

融
資
を
受
け
た
い
事
業
者
が
殺
到

し
た
。
多
い
日
は
、
１
日
に
２
０

０
件
を
超
え
る
申
請
が
あ
り
、
申

請
者
が
待
合
室
に
入
り
き
ら
ず
、

廊
下
に
ま
で
人
が
溢
れ
る
状
況

で
、
密
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
も
懸

念
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
取
り
組
ん
だ
の
が
24

良い影響が
多かった

71%

悪い影響が
多かった

3%

変わらない
13%

不明
13%

生産性が上がった
38%

生産性が下がった
12%

変わらない
41%

不明
9%

業務負荷が
減った

61%
業務負荷が
増えた

14%

変わらない
19%

不明
6%

図７ ワークライフバランスに与えた影響 図６ 生産性に与えた影響 図５ 業務負荷の影響
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
申
請
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
取
組
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
と
の
実
証
実
験
を
経

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
シ

ス
テ
ム
を
、
２
か
月
弱
と
い
う
短

期
間
で
運
用
開
始
し
た
。
シ
ス
テ

ム
導
入
の
効
果
は
め
ざ
ま
し
く
、

窓
口
の
混
雑
は
大
幅
に
解
消
。
認

定
書
の
交
付
の
際
に
、
最
大
３
時

間
か
か
っ
て
い
た
窓
口
で
の
滞
在

時
間
が
、
１
～
２
分
に
ま
で
短
縮

し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
は
、
一
部

の
認
定
申
請
は
、
全
て
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
完
結
す
る
た
め
、
来
庁
が

不
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
面
で
の
申
請
も
並
行
し
て
受

け
付
け
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

経
由
の
申
請
が
８
割
を
超
え
て
お

り
、
対
面
が
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
た
現
在
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
化
が
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
実
際
、
事
業
者
か
ら
は
、

「
交
通
費
や
往
復
の
時
間
も
削
減

で
き
て
助
か
っ
た
」「
在
宅
ワ
ー

ク
で
手
続
き
の
簡
素
化
が
で
き
て

助
か
る
」「
全
て
の
手
続
き
が
オ

ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

従
業
員
の
少
な
い
小
規
模
の
企

業
に
お
い
て
は
、
市
役
所
の
限
ら

れ
た
窓
口
の
受
付
時
間
に
あ
わ
せ

て
人
を
出
す
こ
と
自
体
、
難
し
い

状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
申
請
者
が
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
た
手
続
や
移
動
に
要
す

る
負
担
感
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
や
人
手
不
足
感
の
高
ま
り
な
ど

を
背
景
に
、
以
前
よ
り
も
増
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
社

会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
移
動
を
伴
う
手
続

き
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
当

た
り
前
で
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と

も
十
分
想
定
さ
れ
る
。

　
４ 
　 

ま
と
め

　

ア
メ
リ
カ
の
経
済
誌
フ
ォ
ー
ブ

ス
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
「
新
技
術
の
導
入
が
こ
れ
ま

で
に
な
い
速
さ
で
進
み
、
10
年
分

の
大
転
換
が
10
カ
月
で
起
き
た
」

と
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
大
転
換
は
、「
漸
進
的
進
化
で

は
な
く
、
正
真
正
銘
の
革
命
だ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
旧
来
の
サ
ー
ビ
ス
や
考
え

方
、
業
界
そ
の
も
の
が
完
全
に
覆

さ
れ
、
置
き
換
わ
り
、
時
代
遅
れ

と
な
り
、
非
接
触
配
送
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
二
次
元

コ
ー
ド
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
と
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
大
き
な
転
換

は
、
企
業
に
お
い
て
も
競
争
力
や

生
産
性
を
高
め
、
持
続
的
な
成
長

を
実
現
す
る
上
で
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ

ル
化
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
働
く
の
場
の
魅
力

向
上
と
い
う
観
点
で
も
、
取
組
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
と
し
て
も
、
市
内
企
業

の
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

取
組
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。　
　
　

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
行
政
デ

ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
企
業
に
お
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
、
移
動
せ
ず
と
も
業
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
移
動
の
概
念
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
経
済
産
業
省

は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
中

長
期
計
画
の
中
で
、
令
和
７
年
ま

で
に
所
管
す
る
全
て
の
手
続
き
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
と
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
企
業
の

Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る

立
場
と
し
て
、
申
請
に
か
か
る
負

担
を
軽
減
し
効
率
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

通
常
、
自
治
体
に
お
け
る
業
務

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
予
算
編
成

か
ら
、
仕
様
の
決
定
、
業
者
選
定

に
お
け
る
公
平
性
の
確
保
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
担
保
、
現
場
と
の

調
整
等
、
導
入
に
至
る
ま
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
極
め
て
高
い
。ま
た
、

行
政
の
性
質
上
、
実
窓
口
や
紙
に

よ
る
申
請
を
な
く
す
こ
と
が
難
し

い
面
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

に
一
本
化
で
き
な
い
こ
と
で
、
費

用
や
管
理
コ
ス
ト
が
重
く
、
実
施

に
は
相
当
の
動
機
が
な
い
と
難
し

い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
経
済
局

で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
ク
ラ

ウ
ド
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
統
一
的

に
試
験
導
入
し
、
所
管
課
で
ノ
ー

コ
ー
ド
で
簡
易
的
な
申
請
シ
ス
テ

ム
を
作
成
で
き
る
環
境
を
用
意
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施
す
る

こ
と
へ
の
負
担
を
極
力
軽
減
す
る

こ
と
で
、
申
請
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
推
進
し
、
市
内
企
業
の

負
担
軽
減
、
効
率
化
を
図
っ
て
い

る
。

　

現
在
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
経
済
の
減
速
懸
念
や
、
足
元

の
物
価
高
や
金
融
・
為
替
市
場
の

動
向
な
ど
、
不
確
実
性
が
極
め
て

高
い
状
況
に
あ
る
。
本
市
で
は
、

変
化
す
る
経
済
情
勢
を
注
視
し
つ

つ
、
市
内
中
小
企
業
へ
の
経
営
相

談
や
資
金
繰
り
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
基
礎
的
支
援
に
加
え
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
な
ど
の
新
た

な
挑
戦
、
人
材
不
足
に
対
応
す
る

リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
前
向
き
な
取

組
を
支
援
し
、
横
浜
経
済
の
持
続

的
な
成
長
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体：484社 中小：205社 小規模：279社

図８　企業として感じられたテレワーク導入のメリット（複数選択可）
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内
閣
府
な
ど
が
実
施
す
る
調
査
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

上
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

結
果
が
い
く
つ
か
公
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、「
満
足
度
・
生
活

の
質
に
関
す
る
調
査
」（
内
閣
府
。

以
下
「
調
査
①
」
と
い
う
。）、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の
変

化
に
関
す
る
調
査
」（
内
閣
府
。
以

下
「
調
査
②
」
と
い
う
。）、「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る

生
活
行
動
調
査
」（
国
土
交
通
省
。

以
下
「
調
査
③
」
と
い
う
。）
の
３

つ
の
調
査
か
ら
、
全
国
に
お
け
る
変

化
を
概
観
す
る
。

■
生
活
満
足
度
の
変
化

　

調
査
①
で
は
、
満
足
度
や
生
活
の

質
に
関
す
る
幅
広
い
視
点
か
ら
経
済

社
会
状
況
に
つ
い
て
見
え
る
化
す
る

た
め
、
13
項
目
の
分
野
別
満
足
度
と

総
合
的
な
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
、

０
～
10
点
で
評
価
す
る
方
法
で
調
査

し
て
い
る
。

　

生
活
満
足
度
の
全
体
平
均
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
と
な
る
２
０
１
９
年
が

５
・
78
で
、
以
降
５
・
83
、
５
・

74
、
５
・
76
と
推
移
し
て
い
る
。
年

齢
層
別
で
見
る
と
、
高
齢
層
（
65
～

89
歳
）で
全
体
平
均
に
比
べ
て
高
く
、

若
年
層
（
15
～
39
歳
）
と
と
も
に
、

概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。（
図

１
）
一
方
、
40
～
64
歳
は
、
２
０
２

１
年
に
大
き
く
低
下
し
、
２
０
２
２

年
に
上
昇
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り

は
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

分
野
別
満
足
度
は
、
２
０
２
２
年

調
査
で
は
前
年
調
査
と
比
べ「
政
治
・

行
政
・
裁
判
所
へ
の
信
頼
性
」、「
自

然
環
境
」、「
介
護
の
し
や
す
さ
・
さ

れ
や
す
さ
」
で
増
加
し
て
い
る
が
、

生
活
満
足
度
に
対
し
て
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
た
ら
さ
ず
、
最
も
全
体

の
満
足
度
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
は
「
生
活
の
楽
し
さ
・
面

白
さ
」、
次
い
で「
家
計
と
資
産
」「
仕

事
と
生
活
」
で
あ
っ
た
と
分
析
さ
れ

て
い
る
。

■
居
住
地
の
選
択

　

調
査
②
の
第
４
回
調
査
（
２
０
２

１
年
９
月
）
で
、
高
校
生
・
大
学
生

等
の
学
生
を
対
象
に
、
将
来
の
進
路

希
望
の
感
染
症
拡
大
前
と
の
変
化
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
東
京
圏
で
の
就

職
志
向
が
強
ま
っ
た
」
と
す
る
回
答

が
全
国
で
12
・
３
％
、
地
方
圏
で
も

10
・
６
％
で
、「
変
わ
ら
な
い
」
が

55
・
２
％
（
地
方
圏
56
・
４
％
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
世
代
は
本
市
で
も
転

入
数
が
多
く
、
就
職
を
契
機
と
し
た

横
浜
市
を
含
む
東
京
圏
へ
の
転
入
は

今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
２
０
２
２
年
６
月
の
第
５

回
調
査
で
は
、
東
京
圏
在
住
者
で
地

方
移
住
に
関
心
が
あ
る
人
は
34
・

２
％
、
20
代
に
限
る
と
45
％
を
超
え

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、「
テ
レ
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
地
方
で
も
同
様
に
働
け

る
と
感
じ
た
た
め
」
が
24
・５
％
で
、

「
人
口
密
度
が
低
く
自
然
豊
か
な
環

境
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
」（
34
・

５
％
）
に
次
ぐ
２
番
目
と
な
っ
て
お

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
居
住
地
選
択
に

お
け
る
通
勤
利
便
性
の
重
要
度
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■
働
き
方

　

コ
ロ
ナ
禍
前（
２
０
１
９
年
２
月
）

と
比
較
し
た
仕
事
時
間
・
通
勤
時
間

の
変
化
を
見
る
と
（
調
査
①
）、
仕

事
時
間
は
「
減
少
」
が
55
・
４
％
と

半
数
を
超
え
て
い
る
。東
京
圏
で
は
、

全
体
に
比
べ
少
し
低
い
が
そ
れ
で
も

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
。
ま
た
、
男
女

別
で
は
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
「
減

少
」
し
た
割
合
が
高
い
。

　

通
勤
時
間
は
、
男
女
の
差
は
あ
ま

り
み
ら
れ
な
い
が
、
東
京
圏
は
全
体

に
比
べ
て
「
増
加
」
の
割
合
は
変
わ

ら
な
い
も
の
の
「
減
少
」
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。（
図
２
）

　

ま
た
、
仕
事
と
生
活
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
対
す
る
満

足
度
を
見
る
と
（
調
査
①
）、
コ
ロ

ナ
禍
前
と
比
べ
て
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
男
女
と
も
に
０
・
１
ポ
イ
ン
ト

程
度
上
昇
し
た
。
特
に
、
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
る
就
業
者
で
は
、

２
０
１
９
年
調
査
と
比
べ
て
、
仕
事

と
生
活
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
の
ほ
か
、
健
康
状
態
、
子
育

て
の
し
や
す
さ
、
全
体
の
生
活
満
足

度
も
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
注
目
が
高
ま
っ
た
テ

レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
調
査
②
、

調
査
③
で
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
て
い

る
。
調
査
対
象
や
選
択
肢
が
異
な
る

た
め
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、

テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
率
は
、
緊
急
事
態

宣
言
下
の
２
０
２
０
年
の
４
月
、
５

月
に
そ
れ
以
前
に
比
べ
大
き
く
増
加

し
、
宣
言
解
除
の
の
ち
同
年
中
に
は

データから見える生活行動の変化①
新型コロナウイルス感染症の影響下
における生活行動の変化
～内閣府、国土交通省の調査から

編集部
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

減
少
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い

る
。
２
０
２
１
年
、
２
０
２
２
年
調

査
で
の
実
施
率
は
、
２
０
１
９
年
よ

り
高
い
水
準
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
。（
２
０
２
２
年
実
施

率
：
調
査
②
30
・
６
％
、
調
査
③
約

45
％
）

　

感
染
症
拡
大
前
（
２
０
１
９
年 

12
月
）
に
比
べ
て
、
働
く
上
で
重
視

す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
は
（
調

査
②
）、「
就
業
形
態
（
正
規
、
非
正

規
）」（
25
・
８
％
）、「
給
料
の
額（
ボ
ー

ナ
ス
を
含
む
）」（
25
・
２
％
）、「
職

場
の
人
間
関
係
・
雰
囲
気
」（
21
・

１
％
）
が
上
位
で
あ
っ
た
。「
テ
レ

ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
」は
、

全
体
で
は
17
・
６
％
で
あ
っ
た
が
、

テ
レ
ワ
ー
ク
経
験
者
に
限
る
と
40
・

９
％
と
な
り
、
年
代
よ
り
も
テ
レ

ワ
ー
ク
実
施
の
有
無
に
よ
る
差
が
見

ら
れ
た
。

■
消
費
行
動

　

感
染
症
拡
大
前
と
比
べ
た
消
費
行

動
の
変
化
（
調
査
②
）
で
最
も
多
い

の
は
、「
店
舗
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
利
用
割
合
を
増
や
し
た
」

（
37
・
０
％
）
で
あ
る
が
、
年
齢
別

に
み
る
と
、
割
合
が
最
も
多
い
20
歳

代
で
39
・
３
％
、
60
歳
代
以
上
で
も

36
・
２
％
と
年
齢
に
よ
る
大
き
な
差

は
見
ら
れ
な
い
。

　

２
位
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
購
入

機
会
を
増
や
し
た
」（
33
・
５
％
）

は
20
歳
代
が
40
・
３
％
、
60
歳
代
以

上
が
27
・
８
％
、
ま
た
、
６
位
の「
一

人
で
外
食
、
一
人
で
外
出
な
ど
の
お

ひ
と
り
さ
ま
消
費
を
増
や
し
た
」

（
９
・
２
％
）
は
20
歳
代
が
13
・７
％
、

60
歳
代
以
上
が
６
・
８
％
と
、
年
齢

が
低
い
ほ
ど
が
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
半
面
、「
店
舗
で
の
ま
と
め

買
い
を
増
や
し
た
」（
18
・
６
％
）、

「
日
持
ち
す
る
食
材
や
加
工
品
等
の

購
入
を
増
や
し
た
」（
９
・
８
％
）

で
は
、
60
歳
代
以
上
が
最
も
多
く
、

買
い
物
の
機
会
や
接
触
が
少
な
く
な

る
消
費
行
動
へ
の
変
化
の
仕
方
に
、

年
齢
に
よ
る
違
い
が
表
れ
て
い
る
。

■
人
と
の
つ
な
が
り

　

感
染
症
拡
大
を
契
機
と
し
て
、
地

域
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
近

所
付
き
合
い
な
ど
の
地
域
社
会
へ
の

関
心
に
変
化
が
あ
っ
た
か
を
聞
い
た

設
問
（
調
査
②
）
で
は
、「
変
わ
ら

な
い
」
が
84
・
２
％
、「
高
ま
っ
た
」

（
８
・
１
％
）と「
低
く
な
っ
た
」（
７
・

７
％
）
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
、
関
心
へ

の
影
響
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。　

　

関
心
が
あ
る
地
域
の
活
動
は
40
歳

代
以
上
で
は
「
町
内
会
活
動
」
が
１

位
で
60
歳
代
以
上
で
は
３
割
近
く
に

の
ぼ
る
。
一
方
、
20
歳
代
で
は
「
町

内
会
活
動
」
は
約
９
％
だ
が
、「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」（
16
・

４
％
）、「
こ
ど
も
関
係
（
こ
ど
も
食

堂
な
ど
）」（
15
・
８
％
）、「
寄
付
金
・

募
金
」（
13
・
０
％
）
な
ど
に
対
し
て
、

よ
り
高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

■
行
動
範
囲

　

日
常
の
活
動
を
行
っ
た
場
所
に
つ

い
て
尋
ね
た
質
問
（
調
査
③
）
で
は
、

「
食
料
品
・
日
用
品
の
買
い
物
」
は

感
染
症
流
行
前
後
の
い
ず
れ
の
時
点

も
「
自
宅
周
辺
」
が
７
割
程
度
で
ほ

ど
ん
と
変
化
し
て
い
な
い
。（
図
３
）

　

変
化
が
み
ら
れ
た
「
外
食
」
な
ど

の
活
動
で
も
「
勤
務
先
・
学
校
周
辺
」

「
自
宅
か
ら
離
れ
た
郊
外
」「
そ
の
他
」

の
割
合
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
主
に

「
自
宅
か
ら
離
れ
た
都
心
・
中
心
市

街
地
」
か
ら
「
自
宅
周
辺
」
に
活
動

場
所
が
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
活
動
や
外
出
を
控
え
よ
う

と
す
る
意
識
は
全
体
的
に
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
２
０
２
２
年
３
月
の

調
査
に
お
い
て
も
「
大
人
数
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
」
で
68
％
、「
友
人
や

知
人
と
の
交
際
・
会
食
」
で
67
％
が

控
え
よ
う
と
思
っ
て
お
り
、「
診
療
」

（
30
％
）
や
「
食
料
品
・
日
用
品
の

買
い
物
」（
33
％
）で
も
３
割
超
が〝
自

粛
意
識
〟
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。

調
査
①
「
満
足
度
・
生
活
の
質
に
関
す
る

調
査
」（
内
閣
府
）

日
本
国
内
に
住
む
15
～
89
歳
の
パ
ネ
ル
登

録
モ
ニ
タ
ー
と
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
。

２
０
１
９
年
２
月
に
第
１
回
調
査
を
実
施
。 

２
０
２
２
年
２
月
の
第
４
回
調
査
で
は
、

回
収
数
１
０
，
６
３
３
、
う
ち
一
部（
６
，

３
３
６
）
は
同
一
人
が
継
続
し
て
回
答
。

U
R
L
: https://w

w
w
5.cao.go.jp/

keizai2/w
ellbeing/m

anzoku/index.
htm

l

調
査
②
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の

変
化
に
関
す
る
調
査
」（
内
閣
府
）

日
本
国
内
に
住
む
15
～
89
歳
の
パ
ネ
ル
登

録
モ
ニ
タ
ー
と
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
。

２
０
２
０
年
５
月
に
第
１
回
調
査
を
実
施
。

２
０
２
２
年
６
月
の
第
５
回
調
査
で
は
回

収
数
１
０
，
０
５
６
、
う
ち
一
部
（
６
，

４
８
１
）
は
同
一
人
が
継
続
し
て
回
答
。

U
R
L
: https://w

w
w
5.cao.go.jp/

keizai2/w
ellbeing/covid/index.htm

l

調
査
③
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下

に
お
け
る
生
活
行
動
調
査
」（
国
土
交
通
省
）

次
の
地
域
在
住
の
18
歳
以
上
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
会
社
に
登
録
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー

を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
。

*

札
幌
市
、
東
京
都
市
圏
（
茨
城
南
部
、
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
の

市
区
町
村
）、
金
沢
市
、
静
岡
市
、
岐
阜
市
、

名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
豊
中
市
、
盛
岡
市
、

仙
台
市
、
静
岡
市
、
四
日
市
市
、
奈
良
市
、

広
島
市
、
松
山
市
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
生
活
行
動
調
査
」（
２
０
２

０
年
８
月
）
に
続
く
調
査
と
し
て
実
施
。

U
RL: https://w

w
w
.m

lit.go.jp/toshi/
tosiko/toshi_tosiko_tk_000056.htm

l
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図３ 活動別の最も頻繁に訪れた場所

【外食】

【食料品、日⽤品の買い物】

【映画鑑賞・コンサート・スポーツジム等の趣味・娯楽】
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１ 

　 

は
じ
め
に

　

３
年
の
長
き
に
渡
り
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社

会
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

一
時
期
は
国
の
外
出
規
制
等
の
行

動
規
制
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
人

と
の
接
触
を
避
け
る
「
非
接
触
」

が
勧
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
人
々
の

日
常
生
活
や
社
会
活
動
に
お
け
る

意
識
や
行
動
様
式
も
大
き
く
変
化

し
た
。

　

特
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
急
速
な

普
及
は
、
人
々
の
行
動
選
択
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
に
お
い
て
は
、
職
場
に
出
勤
す

る
必
要
が
な
い
。
在
宅
で
も
働
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
居
住
地
で

過
ご
す
時
間
が
相
対
的
に
長
く

な
っ
た
。
ま
た
、
働
き
方
の
選
択

肢
が
増
え
、
働
き
方
を
自
分
の
望

む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

働
く
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
に
、

自
由
に
居
住
地
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
、

よ
り
魅
力
的
な
地
域
に
移
住
す
る

こ
と
も
容
易
と
な
っ
た
。
以
前
に

も
増
し
て
、
人
々
の
関
心
が
自
分

の
暮
ら
す
地
域
に
向
か
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
に
は
、

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
た
大
型
商

業
施
設
等
の
休
業
に
よ
り
、
日
常

の
買
い
物
に
困
っ
た
方
も
多
か
っ

た
だ
ろ
う
。
当
時
、
報
道
で
目
に

し
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
東
京
都
品
川
区
に
あ
る
戸
越

銀
座
商
店
街
で
は
、
自
治
体
の
休

業
要
請
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

店
舗
が
多
く
、
買
い
物
先
に
困
っ

た
地
域
住
民
な
ど
で
客
足
が
増

え
、
こ
の
際
に
は
、
商
店
街
と
い

う
存
在
が
一
躍
注
目
さ
れ
た
。
こ

の
通
り
、
商
店
街
は
身
近
な
買
い

物
の
場
で
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
皆
さ
ん
が
住
ん
で

い
る
地
域
で
も
思
い
返
し
て
ほ
し

い
。
例
え
ば
、
地
域
の
夏
祭
り
や

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
参
加
し
た
記
憶
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
商
店
街
は
、
四

季
折
々
の
行
事
に
合
わ
せ
た
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
を
開
催
し
、
地
域

の
賑
わ
い
や
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
を
歩

い
て
い
る
と
洒
落
た
デ
ザ
イ
ン
の

街
路
灯
を
見
か
け
な
い
だ
ろ
う

か
。
実
は
、
そ
の
多
く
は
商
店
街

で
設
置
し
た
街
路
灯
で
、
ま
ち
の

灯
り
の
確
保
に
一
役
買
っ
て
い

る
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
商
店
街
も
あ
り
、
周
辺

で
事
件
事
故
が
あ
れ
ば
、
地
元
の

警
察
に
映
像
を
提
供
し
て
い
る
。

商
店
街
は
地
域
の
安
全
と
安
心
に

も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
商
店
街
は
商
業
機

能
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
一
時
的
に
は
商

店
街
へ
の
客
足
は
増
え
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
は
来
街
者
や
売

上
が
減
少
し
、
商
店
街
も
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
社
会
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ま

す
ま
す
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
な
ど
、
従
前
か
ら
の
課
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
表
題
に
も

あ
る
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル（N

ew
 

N
orm

al

）」
と
い
う
言
葉
は
、
直

訳
す
る
と
「
新
し
い
常
態
」
と
い

う
意
味
だ
が
、
経
済
局
商
業
振
興

課
で
は
今
後
の
商
店
街
の
活
性
化

に
向
け
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

《7》 

商
店
街
の
現
状
と
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
け
る
商
店
街
活
性
化

な
大
き
な
出
来
事
に
よ
り
、
人
々

の
暮
ら
し
に
変
容
が
も
た
ら
さ
れ

た
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
築
き
上

げ
て
き
た
も
の
を
持
続
さ
せ
な
が

ら
、
新
し
い
考
え
方
も
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
」
と
捉
え
て
い
る
。

　

働
き
方
の
変
化
等
に
よ
り
、

人
々
が
地
元
に
い
る
時
間
が
増
え

た
今
、
そ
の
生
活
の
身
近
に
あ
る

商
店
街
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
、
新
し
い
時
代
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
そ
の
役
割

を
再
認
識
し
、
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
内
の
商
店

街
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
け
る

商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
き
た
い
。

２ 

　 

横
浜
市
商
店
街
の
活
性
化
に

　

  

関
す
る
条
例

　

平
成
27
年
４
月
に
「
横
浜
市
商

店
街
の
活
性
化
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
は
、

横
浜
市
と
し
て
、
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定

執
筆佐

々
木 

結
花

経
済
局
商
業
振
興
課
担
当
係
長

宮
澤 

果
歩

経
済
局
商
業
振
興
課



調査名 商店街
実態調査 経営実態調査 来街者調査 消費者購買

行動意識調査

調査対象
市内全商店街
（300 商店街）
※商店街向け

市内商店街加
盟店舗
（12,725 店舗） 
※個店向け

市内 300 商店
街から選定し
た 124 エリア
の来街者
（24,907 人）

市内在住の
20歳以上
（15,000 人）
※無作為抽出

調査方法 ・郵送
（配付・回収）

・郵送(配付)
*調査員が
回収

・Ｗｅｂ調査

・調査員による
街頭調査

・Ｗｅｂ調査

・郵送
（配付・回収）
・Ｗｅｂ調査

実施期間 令和２年 11 月
～令和３年１月

令和２年 11 月
～令和３年２月

令和２年 11 月
～令和３年１月

令和２年 11月
～ 12月

有効
回収数

（回収率）

249 件
（83.0％）

7,905 件
（62.1％） 24,907 件 5,631 件

（37.5％）

36.1

25.3

19.3

18.1

15.7

14.9

11.6

10.8

10.0

6.8

0 10 20 30 40

売上・来街者の減少

魅力ある店舗の不足

商店街活動を担う

人材の不足

経営者の高齢化

業種のバランス

が悪い

空き店舗・空き地の増加

後継者の不在

店舗の老朽化

街路灯・アーケード等の

商業基盤施設の老朽化

会員の商店街活動に対する

意欲の低下・退会者の増加

（％）

(N=249)

33
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め
、
商
店
街
を
取
り
巻
く
関
係
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
市
の
施

策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
商
店
街
の
活
性
化

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
、
地
域
経
済
及
び
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
市
の
責
務
と
し
て
、「
市
民
、

事
業
者
、
商
店
会
、
関
係
団
体
及

び
大
型
店
と
協
働
し
て
、
商
店
街

の
活
性
化
の
た
め
に
必
要
な
施
策

を
総
合
的
に
推
進
」
し
、
商
店
街

及
び
関
係
団
体
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
や

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
商
店
街
支

援
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

こ
の
条
例
の
特
徴
は
、
ま
ず
、

行
政
や
商
店
街
だ
け
で
な
く
、
商

店
街
を
取
り
巻
く
関
係
者
の
責
務

も
明
記
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

商
店
街
は
商
業
機
能
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い

手
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。特
に
後
者
に
お
い
て
は
、

商
店
街
の
責
務
と
し
て
、「
地
域

の
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
場
に
な
る

よ
う
、
市
民
、
近
隣
商
店
会
、
地

域
活
動
団
体
、
消
費
者
団
体
等
の

多
様
な
主
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
自
ら
発
意
し
、
商
店
街
の
活

性
化
に
努
め
る
も
の
」と
し
、「
消

費
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
環
境
行
動
の
推
進
及
び

防
犯
・
防
災
活
動
等
の
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
努
め
る
も
の
」
と
定

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
条
例
の
制
定
以
前
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
も
、
市
内
の
商

店
街
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

３
令
和
２
年
度
緊
急
商
店
街

  

関
連
調
査

　

本
市
で
は
、
商
店
街
振
興
施
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
内

商
店
街
の
実
態
や
、
市
民
の
購
買

行
動
及
び
商
店
街
に
対
す
る
意
識

を
把
握
す
る
調
査
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年
以

来
、
約
10
年
ぶ
り
に
「
経
営
実
態

調
査
」
及
び
「
来
街
者
調
査
」
を

実
施
し
、
２
年
ぶ
り
に
実
施
す
る

「
商
店
街
実
態
調
査
」
及
び
「
消

費
者
購
買
行
動
意
識
調
査
」
と
合

わ
せ
て
の
４
つ
の
調
査
を
一
体
化

し
た
、「
緊
急
商
店
街
関
連
調
査
」

を
行
っ
た
（
表
１
）。
そ
の
結
果

か
ら
、
市
内
商
店
街
の
現
状
を
分

析
し
た
い
。

　

ま
ず
、
市
内
の
全
商
店
街
を
対

象
と
し
た
「
商
店
街
実
態
調
査
」

で
は
、︽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
︾
と
し
て
、「
来

街
者
の
減
少（
72
・
３
％
）」や「
予

定
し
て
い
た
事
業（
イ
ベ
ン
ト
等
）

の
中
止
（
69
・
９
％
）」、「
店
舗

の
臨
時
休
業
（
37
・
８
％
）」
が

上
位
と
し
て
あ
が
っ
た
。
商
店
街

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
大
い
に
受
け
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、︽
商
店
街
が
抱
え
る
悩

み
︾
と
し
て
、「
売
上
・
来
街
者

の
減
少
（
36
・
１
％
）」、「
魅
力

あ
る
店
舗
の
不
足
（
25
・
３
％
）」、

「
商
店
街
活
動
を
担
う
人
材
の
不

足
（
19
・
３
％
）」、「
経
営
者
の

高
齢
化
（
18
・
１
％
）」、「
業
種

の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い（
15
・
7
％
）」

が
上
位
と
し
て
あ
が
り
、
商
店
街

活
動
や
組
織
を
維
持
し
て
い
く
う

え
で
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
１
）。

そ
の
中
で
も
特
に
、
商
店
街
活
動

の
担
い
手
不
足
は
深
刻
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。︽
商
店
街
の
代

表
者
の
年
齢
︾
は
、
60
代
以
上
が

約
７
割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た

（
図
２
）。︽
商
店
街
の
次
世
代
の

担
い
手
の
有
無
︾
に
つ
い
て
は
、

36
・
９
％
が
「
い
な
い
」
と
回
答

し
、︽
商
店
街
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
会
員
の
増
減
︾
に
つ
い

て
は
、
27
・
３
％
の
商
店
街
が

「
減
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

商
店
街
会
員
の
高
齢
化
や
、
会
員

間
の
商
店
街
活
動
に
対
す
る
参
加

意
欲
の
低
下
を
原
因
と
し
て
、
活

動
の
原
資
と
い
え
る
担
い
手
が
不

足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
地
域
の
人
々
は
商
店
街

図１ 商店街が抱える悩み上位 10 項⽬
　　（３つまで選択、無回答除く）

表１ 令和２年度緊急商店街関連調査の概要

出典：令和２年度緊急商店街関連調査「商店街実態調査」
　　  （横浜市）より筆者が作図
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に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
市
内
に
在
住

す
る
20
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た「
消
費
者
購
買
行
動
意
識
調
査
」

で
は
、︽
商
店
街
が
地
域
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
、
街
路
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
整

備
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
︾
と
い
う
質

問
に
対
し
、「
全
く
知
ら
な
か
っ

た
」
が
約
４
割
と
、
商
店
街
の
地

域
へ
の
取
組
に
つ
い
て
の
認
知
度

は
高
い
と
は
言
え
な
い
結
果
と

な
っ
た
（
図
３
）。
一
方
で
、︽
商

店
街
に
期
待
す
る
役
割
︾と
し
て
、

１
位
の
「
身
近
な
買
い
物
の
場

（
63
・
８
％
）」、
２
位
の
「
訪
れ

て
楽
し
め
る
場
（
34
・
８
％
）」

に
続
き
、
３
位
に
「
暮
ら
し
や
す

い
街
づ
く
り
を
進
め
る
一
員

（
30
・
９
％
）」
が
回
答
と
し
て
あ

が
っ
て
い
る
（
図
４
）。
な
か
な

か
商
店
街
の
取
組
が
十
分
に
は
認

識
さ
れ
て
い
な
い
状
況
は
あ
る

が
、
地
域
の
人
々
が
商
店
街
に
対

し
、
暮
ら
し
や
生
活
を
支
え
る
存

在
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に

４
お
け
る
商
店
街
活
性
化
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
商

店
街
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
新

し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
変
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
社
会
に
お
い
て
も
、
商
店
街
が

地
域
経
済
の
活
力
を
維
持
・
向
上

さ
せ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
に
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
け
る
商
店
街

活
性
化
に
つ
い
て
検
討
す
る

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
け

る
商
店
街
活
性
化
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
及
び
運

営
は
、
商
店
街
支
援
や
ま
ち
づ
く

り
に
精
通
し
た
事
業
者
と
協
働
し

て
行
い
、
市
内
商
店
街
で
日
頃
か

ら
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
商
店

街
関
係
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
商

店
街
支
援
の
専
門
家
に
よ
る
講

義
、
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
を

含
む
勉
強
会
や
、
先
進
的
な
取
組

を
実
践
す
る
市
内
外
の
商
店
街
へ

の
見
学
な
ど
を
通
し
て
、
商
店
街

が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
魅
力
あ

る
商
店
街
づ
く
り
、
持
続
的
な
商

店
街
活
動
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
社
会
に
お
け
る
商
店
街
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
る
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
商
店

街
活
動
を
見
つ
め
直
し
、
商
店
街

の
魅
力
や
強
み
を
再
認
識
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
参

加
者
か
ら
も
、
地
域
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
想
い
や
、
学
校

や
自
治
会
町
内
会
、
そ
の
他
地
域

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
意
向
が
共
通
し

て
あ
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
他
の
地
域

の
商
店
街
と
の
つ
な
が
り
や
、
今

後
の
商
店
街
活
動
に
生
か
せ
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
得
ら
れ
た
と
い
う
声
が

参
加
者
か
ら
あ
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
社
会
に
お
け
る
商
店
街
活
性
化

に
は
、
商
店
街
が
「
買
い
物
を
す

る
場
」
だ
け
で
な
く
、「
豊
か
な

暮
ら
し
を
支
え
る
場
」
と
し
て
の

役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
導
か
れ
た
。
そ
し
て
、
今

後
の
商
店
街
を
活
性
化
す
る
た
め

に
必
要
な
次
の
３
つ
の
指
針
を
見

出
し
た
：
①
来
街
者
に
と
っ
て
商

店
街
に
来
る
理
由
を
つ
く
る
こ
と

（
魅
力
向
上
）、
②
新
規
顧
客
に
価

値
を
伝
え
る
手
段
を
増
や
す
こ
と

（
ツ
ー
ル
導
入
）、
③
地
域
の
人
た

ち
と
の
関
係
性
を
築
く
こ
と

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）。

　

こ
の
３
つ
の
指
針
を
踏
ま
え
、

参
加
者
が
実
践
し
て
い
る
取
組
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
見
学
先
と
し
て

訪
問
し
た
中
で
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
社
会
に
も
対
応
す
る
商
店
街
の

先
進
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

図４ 消費者が商店街に期待する役割

図３ 商店街が地域のにぎわいづくりのためのイベント、
　　 街路灯や防犯カメラの整備などの活動を行ってい
       ることの認知度

図２ 商店街の代表者の年齢

出典：令和２年度緊急商店街関連調査「消費者購買⾏動意識調査」（横浜市）
　　　より筆者が作図

出典：令和２年度緊急商店街関連調査「商店街実態調査」（横浜市）

出典：令和２年度緊急商店街関連調査「商店街実態調査」（横浜市）
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

５ 
　 
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
も

　

   
対
応
す
る
商
店
街
の
事
例

（1） 

モ
ノ
の
提
供
か
ら
コ
ト
の
提

供
へ
（
石
川
町
周
辺
の
商
店
街
／

中
区
）

　

中
区
に
あ
る
石
川
町
は
、
飲
食

店
イ
ベ
ン
ト
「
裏
フ
ェ
ス
」
で
も

有
名
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。こ
の「
裏

フ
ェ
ス
」
は
、
横
浜
高
速
鉄
道
み

な
と
み
ら
い
線
元
町
・
中
華
街
駅

の
開
業
に
よ
る
、
Ｊ
Ｒ
石
川
町
駅

の
乗
降
者
数
の
減
少
に
危
機
感
を

抱
い
た
周
辺
商
店
街
の
若
い
店
主

ら
が
協
力
し
、
石
川
町
の
ブ
ラ
ン

ド
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
平

成
26
年
に
始
め
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客
は
一

過
性
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
恒
常

的
な
来
街
促
進
の
取
組
が
必
要
で

あ
る
と
痛
感
し
た
。
そ
こ
で
、
石

川
町
周
辺
の
商
店
街
が
連
携
し
、

空
き
店
舗
や
空
き
家
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
、
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
地
域
の
交
流
を

促
す
よ
う
な
「
コ
ト
」
を
提
供
す

る
取
組
に
進
化
し
て
い
っ
た
。

　

中
で
も
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン

「cotom
ono café&

space

」
で

は
、
調
理
を
す
る
際
に
必
要
な
機

材
や
機
器
が
そ
ろ
え
ら
れ
て
お

り
、
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
週

末
限
定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
料
理
教

室
を
開
い
た
り
、
飲
食
店
の
開
業

を
検
討
し
て
い
る
人
が
店
舗
を
構

え
る
前
の
出
店
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
加
え
て
、
創
業
者
向

け
の
個
別
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
な
ど
、
創
業
者
支
援
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
も

備
え
て
お
り
、
定
期
的
に
こ
ど
も

食
堂
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
シ
ェ

ア
キ
ッ
チ
ン
の
運
営
を
通
じ
て
、

地
域
の
人
が
石
川
町
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
場
を
提
供
し
、
地
域
と

創
業
者
を
つ
な
げ
、
新
た
な
担
い

手
の
呼
び
込
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
石
川
町
周
辺
の

商
店
街
で
は
、
地
域
で
豊
か
に
過

ご
せ
る
体
験
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
買
い
物
以
外
に
商
店
街
に
来

る
理
由
を
作
り
出
し
て
い
る
。
商

店
街
が
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に

新
し
い
価
値
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
こ
と
が
商
店
街
の
持
続

的
な
発
展
に
も
つ
な
が
る
。
石
川

町
周
辺
の
商
店
街
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
か
ら
こ
の
よ
う
な
役
割
を
認
識

し
、
こ
う
し
た
取
組
を
地
道
に
続

け
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社

会
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い

る
。

　
（2） 

オ
ン
ラ
イ
ン
×
対
面
の
可
能

性
（
戸
塚
宿
ほ
の
ぼ
の
商
和
会
／

戸
塚
区
）

　
「
戸
塚
宿
ほ
の
ぼ
の
商
和
会
」

は
、
戸
塚
駅
西
口
を
中
心
と
す
る

半
径
２
キ
ロ
に
わ
た
る
、
比
較
的

エ
リ
ア
の
広
い
商
店
街
で
あ
る
。

戸
塚
区
役
所
移
転
の
影
響
で
人
通

り
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧
し

た
商
店
主
た
ち
に
よ
っ
て
、
平
成

19
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
商
店

街
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、

「
子
ど
も
も
高
齢
者
も
障
が
い
の

あ
る
ひ
と
も
、
誇
り
と
居
場
所
と

出
番
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
」
を
掲

げ
、
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
活
動

に
励
ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
笑
顔
と
や
さ
し
さ
が
あ

ふ
れ
る
商
店
街
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
例
年
開
催
し
て
い
る
「
ほ
の

ぼ
の
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
方
法
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
た
。
毎
年
、
地

域
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
き
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
商
店
街

の
強
い
想
い
も
あ
っ
て
、
令
和
３

年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ

り
、
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
た
。
地

元
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
や
、
オ
ン
ラ

イ
ン
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
参
加
者
同

士
の
交
流
も
行
わ
れ
、
地
元
だ
け

で
な
く
全
国
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。一
方
、「
ほ
の
ぼ
の
フ
ェ
ス
タ
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
マ
イ

タ
ケ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地

元
高
校
の
敷
地
内
に
あ
る
竹
を
活

用
し
、
地
域
住
民
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
竹
灯
籠
を
制
作

し
、
商
店
街
の
会
員
店
舗
に
点
灯

し
て
展
示
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
従

来
通
り
の
対
面
に
よ
る
人
の
つ
な

が
り
の
良
さ
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
し
た
「
ほ
の

ぼ
の
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、

シェアキッチン「cotomono café&space」

「ほのぼのフェスタ2021」のオンライン配信
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地
域
住
民
か
ら
川
柳
を
募
集
す
る

際
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
方

式
と
、
商
店
街
の
会
員
店
舗
に
設

置
し
た
応
募
箱
か
ら
応
募
で
き
る

方
式
を
併
用
し
た
。
ま
た
、
応
募

作
品
の
選
定
に
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
、
審
査
員

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
審
査
を
行

い
、
入
選
作
品
の
発
表
に
は
、
商

店
街
の
会
員
店
舗
で
掲
示
す
る
と

い
う
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
。

　

人
と
の
接
触
が
難
し
い
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
年
代
や
居
住

地
に
関
係
な
く
、
多
様
な
人
々
を

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、

対
面
で
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い

「
人
と
出
会
う
・
触
れ
合
う
体
験
」

が
で
き
る
商
店
街
の
良
さ
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
。
商
店
街
活
動

へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
導
入
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
商
店
街
や
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る
手
段
を
増
や
す
と
と
も

に
、
事
務
の
省
力
化
に
よ
る
持
続

的
な
商
店
街
活
動
を
実
現
す
る
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を

融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
す
こ
と
で

相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
人
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
た
今
、
地
域

を
つ
な
い
で
い
く
有
効
な
手
法
で

あ
る
。「
戸
塚
宿
ほ
の
ぼ
の
商
和

会
」
の
取
組
は
、
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ

ン
に
込
め
ら
れ
た
地
域
へ
の
想
い

を
忘
れ
ず
に
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

社
会
に
お
け
る
商
店
街
活
動
の
新

た
な
可
能
性
を
広
げ
た
事
例
と
い

え
る
。

　
（3） 

地
域
課
題
へ
の
挑
戦
（
あ
ざ

み
野
商
店
会
協
同
組
合
／
青
葉
区
）

　

東
急
田
園
都
市
線
急
行
停
車

駅
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ

イ
ン
始
発
駅
で
あ
る
、
あ
ざ
み
野

駅
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
「
あ
ざ
み

野
商
店
会
協
同
組
合
」
で
は
、
地

域
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携

し
、「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い

街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

以
前
か
ら
商
店
街
で
は
、「
あ

ざ
み
野
ち
ょ
い
呑
み
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
働
き
世
代
、「
あ
ざ
み

野
ま
つ
り
」
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て

き
た
が
、
次
の
取
組
と
し
て
地
域

の
高
齢
者
と
の
つ
な
が
り
を
考
え

る
に
至
っ
た
。
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

と
の
意
見
交
換
か
ら
認
知
症
を
取

り
巻
く
課
題
に
着
眼
し
、
地
域
住

民
が
支
え
合
い
、
認
知
症
の
方
や

高
齢
者
の
方
が
住
み
や
す
い
「
や

さ
し
い
街
あ
ざ
み
野
」
に
な
る
こ

と
、
ま
た
、
商
店
街
と
し
て
も
地

域
の
方
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
外
出
し
、
買
い
物
が
楽
し

め
る
よ
う
に
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
、
関
係
者
が
集
ま
り
、
令
和
３

年
３
月
に
「
や
さ
し
い
街
あ
ざ
み

野
実
行
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
至
る

ま
で
に
、
先
行
事
例
で
あ
る
「
六

角
橋
商
店
街
連
合
会
」
の
「
お
年

寄
り
に
や
さ
し
い
街
六
角
橋
オ
レ

ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
視
察
し
、

先
駆
者
の
良
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り

入
れ
て
い
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
先
立

ち
、
近
隣
大
学
の
学
生
と
協
力
し

て
、
地
域
住
民
と
商
店
街
会
員
を

対
象
に
「
青
葉
区
あ
ざ
み
野
地
域

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
し
た
。

調
査
で
は
、
認
知
症
の
方
へ
の
意

識
や
高
齢
者
の
方
の
生
活
状
況
な

ど
を
把
握
し
、取
組
に
生
か
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
商
店
街
、
自

治
会
町
内
会
、学
校
法
人
、ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
、
医
療
機
関
、
地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

地
域
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
資
源
を
生
か

し
、
認
知
症
の
啓
発
活
動
を
続
け

て
い
る
。
認
知
症
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
と
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

灯
り
を
掛
け
合
わ
せ
、
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
た
。
ま

た
、
認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

や
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
広
く

全
国
か
ら
も
受
講
者
を
集
め
て
い

る
。
商
店
街
の
会
員
店
舗
で
は
、

認
知
症
の
方
に
も
安
心
し
て
お
買

い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
講
座
の
受
講
が

普
段
の
接
客
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
元
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、「
走
ら
な

い
」
こ
と
を
基
本
と
す
る
、
多
世

代
交
流
型
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
」
を
企
画
し
、
認
知
症

当
事
者
も
含
む
「
誰
で
も
参
加
で

き
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
「
あ
ざ
み
野
商
店
会
協
同
組
合
」

で
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に

地
域
課
題
に
着
目
し
、「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
」
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
他

事
例
を
参
考
に
し
、
良
い
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
て
い
く
風
通
し
の

良
さ
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
精

神
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
商
店

街
に
は
、
運
営
す
る
側
も
、
参
加

す
る
側
も
誰
も
無
理
を
せ
ず
、
み

ん
な
が
「
楽
し
く
」
取
り
組
め
る

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う

と
い
う
気
風
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
強

く
、
希
薄
化
し
が
ち
な
状
況
に
打

ち
勝
ち
、
多
く
の
力
が
結
集
し
て

地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
る
事
例

で
あ
る
。

多世代交流型ウォーキングフットボール
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

　
６ 
　 
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お

　

  
け
る
商
店
街
活
性
化
の
展
望

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式

が
浸
透
し
、
人
々
の
生
活
が
地
元

密
着
と
な
っ
た
一
方
で
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
人
と
の
接
触
が

減
り
、
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
深

刻
化
し
て
き
て
い
る
。
前
述
の
３

つ
の
事
例
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商

店
街
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
、
商

店
街
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
理
由

を
生
み
出
す
こ
と
、
そ
の
価
値
を

新
た
な
ツ
ー
ル
で
伝
え
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
関
係
性

を
築
く
こ
と
を
実
践
し
て
お
り
、

商
店
街
や
地
域
の
魅
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
け

る
商
店
街
活
性
化
と
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
商
店
街
が
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
現
代
社
会
や

人
々
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
ま
ち
と
と
も
に
未
来
を

描
き
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
人
々

の
身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
る
商
店

街
の
魅
力
が
高
ま
り
、
ま
ち
の
魅

力
に
も
な
っ
て
い
く
。
ま
ち
の
魅

力
の
向
上
は
、「
住
み
た
い
ま
ち
」

と
し
て
の
価
値
に
つ
な
が
り
、

人
々
に
選
ば
れ
る
ま
ち
、「
選
ば

れ
る
横
浜
」
を
実
現
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
人
が
集

う
よ
う
に
な
る
横
浜
で
は
、
商
店

街
の
賑
わ
い
が
よ
り
一
層
増
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　

今
も
昔
も
、
商
店
街
が
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
続
け
て
い
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
。
本
稿
で
は
す

べ
て
の
事
例
は
紹
介
で
き
な
い

が
、
前
述
の
事
例
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
地
域
や
ま
ち
へ
の
熱
い

想
い
を
持
つ
商
店
主
が
、
今
の
横

浜
に
も
た
く
さ
ん
い
る
。
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
近
江
商
人
の

心
得
と
し
て
、「
三
方
よ
し
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
売
り
手
も
買

い
手
も
満
足
し
、
ま
た
、
社
会
貢

献
も
で
き
る
の
が
良
い
商
売
と
さ

れ
て
お
り
、
現
代
も
変
わ
ら
ず
横

浜
の
商
店
街
に
根
付
い
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
い
て

も
、
商
店
街
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
し
て
、
横
浜
の
大
き

な
活
力
に
な
っ
て
お
り
、
行
政
と

し
て
よ
り
多
く
の
市
民
に
商
店
街

の
熱
い
想
い
を
伝
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
し
て
持
続
的
な
商
店

街
の
発
展
を
支
援
し
て
い
く
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
商

店
街
に
点
在
す
る
空
き
店
舗
に
着

目
し
、
開
業
希
望
者
に
商
店
街
の

魅
力
や
商
店
街
で
開
業
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
セ
ミ
ナ
ー
や
現
地
見
学

会
を
通
じ
て
発
信
し
、
空
き
店
舗

の
活
用
と
と
も
に
商
店
街
活
動
の

新
た
な
担
い
手
の
呼
び
込
み
を

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
新
た
に
、

有
識
者
を
交
え
な
が
ら
、
商
店
街

会
員
と
と
も
に
地
域
や
商
店
街
の

課
題
を
分
析
し
、
今
後
の
活
動
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
伴
走
型

の
支
援
を
行
う
。
そ
の
中
で
は
、

自
治
会
町
内
会
や
学
校
な
ど
の
地

域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
、
商

店
街
活
動
に
意
欲
の
あ
る
会
員
が

孤
立
し
な
い
よ
う
、
商
店
街
会
員

全
体
に
動
機
付
け
を
行
い
、
持
続

的
な
商
店
街
活
動
と
商
店
街
組
織

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
に
お
い

て
も
、
市
内
商
店
街
が
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
や
強
み
を

生
か
し
つ
つ
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
、
地
域
と
と
も
に
未

来
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
支
援
を

続
け
て
い
く
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

執
筆
に
あ
た
り
、
商
店
街
を
は

じ
め
と
し
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

社
会
に
お
け
る
商
店
街
活
性
化
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
及
び

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
生
活
行
動
の
変
化
の
う

ち
、「
す
る
こ
と
」と「
す
る
場
所
」

の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た「
観
光
・

消
費
目
的
の
来
街
者
」
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
る
か
を
捉
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
文
化
観
光
局
で
継

続
的
に
取
得
し
て
い
る
デ
ー
タ
及

び
当
局
で
導
入
し
て
い
る
民
間

サ
ー
ビ
ス
の
出
力
結
果
に
基
づ
く

分
析
を
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
の
分
析
等
は
今

回
執
筆
す
る
に
当
た
り
、
個
人
的

に
試
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
組
織

と
し
て
の
分
析
・
見
解
で
は
な
い

こ
と
に
御
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
統
計
に
よ
り
、
暦
年
を

単
位
と
す
る
も
の
と
会
計
年
度
を

単
位
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

１
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ

  

Ｅ
へ
の
影
響

（1）
導
入

　

ま
ず
、
日
本
の
観
光
の
動
向
に

つ
い
て
は
、「
令
和
２（
２
０
２
０
）

年
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
ほ

ぼ
蒸
発
し
、
度
重
な
る
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

に
よ
る
行
動
制
限
に
伴
い
国
内
旅

行
も
大
き
く
減
少
」
し
た
（
観
光

庁
「
令
和
４
年
観
光
白
書
」）。
本

市
に
お
い
て
も
観
光
客
数
や
修
学

旅
行
宿
泊
者
数
、
市
内
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
等

に
お
い
て
大
き
く
影
響
を
受
け
て

い
る
。

（2）
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）

と
観
光
消
費
額

　

コ
ロ
ナ
以
前
に
お
い
て
は
、
市

内
の
新
規
宿
泊
施
設
の
開
業
や
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
TM

を
は
じ
め
と
し
た
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
好
機
を
捉
え

た
施
策
展
開
に
よ
り
、
観
光
消
費

額
は
令
和
元
年
に
過
去
最
高
を
記

録
す
る
な
ど
順
調
に
伸
び
続
け

た
。（
図
１
）
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
突
入
し
た
令
和
２
年
に
は
、

観
光
客
数
が
前
年
に
比
べ
、約
２
，

０
０
０
万
人
の
減
、
観
光
消
費
額

が
約
２
，
７
０
０
億
円
の
減
と
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
令
和

３
年
に
は
多
少
持
ち
直
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
ま
だ

戻
っ
て
い
な
い
。

（3）
修
学
旅
行
宿
泊
者
数

　

平
成
20
年
度
に
２
万
人
台
だ
っ

た
修
学
旅
行
宿
泊
者
数
は
平
成
24

年
度
に
４
万
人
を
超
え
、
令
和
元

年
度
ま
で
の
平
均
で
年
間
５
万
人

を
突
破
し
て
い
た
が
、
令
和
２
年

度
に
は
、
市
内
へ
の
修
学
旅
行
の

多
く
が
中
止
又
は
日
帰
り
教
育
旅

行
へ
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ

《8》
観
光
・
消
費
目
的
の
来
街
者
の
状
況
変
化

り
、
過
去
最
低
の
５
，
７
３
７
人

と
な
っ
た
。（
図
２
）

（4）
市
内
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

　

中
国
人
に
対
す
る
ビ
ザ
発
給
要

件
の
緩
和
な
ど
に
よ
り
、
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
平
成
27
年
に
初

め
て
70
万
人
を
突
破
、
そ
の
後
も

緩
や
か
に
伸
び
続
け
、
令
和
元
年

2,481 3,134 3,452 3,761 3,614 3,631 3,420 3,634 1,629 2,536

1,924

2,334

2,771

3,188 3,195

3,557 3,633 3,762

1,050

1,769

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
観光入込客数（実人数）（万人） 観光消費額（億円）

億円万人

41,292

47,479
50,216

53,791
57,285

63,176 62,638

52,682

5,737 12,008

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

人

執
筆佐

伯
哲
郎

文
化
観
光
局
企
画
課
担
当
係
長

図２ 市内修学旅行宿泊者数

図１ 観光入込客数（実⼈数）と観光消費額
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に
は
過
去
最
高
の
78
万
人
に
達
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
海
外

か
ら
の
渡
航
制
限
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
、令
和
２
年
に
は
14
万
人
、

令
和
３
年
に
は
８
万
人
に
落
ち
込

ん
だ
。（
図
３
）

（5）
市
内
主
要
ホ
テ
ル
稼
働
率

　

市
内
の
ホ
テ
ル
は
み
な
と
み
ら

い
21
地
区
で
の
新
規
開
業
が
続

き
、
客
室
数
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
市
内
主
要
ホ
テ
ル
稼

働
率
は
、
平
成
27
年
と
平
成
30
年

に
過
去
最
高
の
88
％
に
達
す
る
な

ど
、
平
成
24
年
か
ら
令
和
元
年
ま

で
８
年
連
続
で
８
割
を
超
え
る
高

水
準
を
維
持
し
続
け
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
令
和
２
年
、
３
年
は

５
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
図
４
）

（6）
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
影
響

　

人
と
人
と
が
交
流
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
（
注
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
渡
航
制
限

な
ど
の
影
響
に
伴
い
、
そ
の
多
く

が
国
内
外
問
わ
ず
、
中
止
・
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
日
本
を
代

表
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
拠
点
都
市
で
あ

る
横
浜
市
で
も
大
き
な
影
響
を
受

け
た
。（
図
５
、
図
６
）

２
デ
ス
ク
リ
サ
ー
チ
ツ
ー
ル
に

  

よ
る
分
析

（1）
導
入

　

文
化
観
光
局
で
は
ヤ
フ
ー
株
式

会
社
が
提
供
す
る
行
動
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
リ
サ
ー
チ
ツ
ー
ル
で
あ

る
「D

S.IN
SIGH

T

」
を
導
入
し

て
い
る
。
当
該
ツ
ー
ル
に
は
、
ヤ

フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
す
る
ア
プ

リ
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
利
用
許
諾
を

得
た
１
，
０
０
０
万
人
以
上
の
位

置
情
報
（
個
人
の
特
定
は
で
き
な

い
。）
を
基
に
滞
在
状
況
を
把
握

す
る
機
能
（D

S.IN
SIGH

T
 

Place

）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ

の
機
能
を
用
い
て
、
コ
ロ
ナ
前
の

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
５

年
１
月
15
日
ま
で
の
賑
わ
い
状
況

の
推
移
を
み
て
い
き
た
い
。

　

始
期
が
令
和
元
年
10
月
１
日
で

あ
る
の
は
、
同
機
能
の
デ
ー
タ
提

供
が
同
日
か
ら
の
た
め
で
あ
り
、

終
期
は
本
稿
執
筆
時
で
あ
る
。

（2）
対
象
エ
リ
ア

　

同
機
能
は
２
５
０
メ
ー
ト
ル

メ
ッ
シ
ュ
で
来
街
者
の
状
況
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
区
分
単

位
で
は
な
く
任
意
で
設
定
し
た
範

囲
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
は
賑
わ
い
創
出
に
関
す
る
施

設
・
ス
ポ
ッ
ト
が
集
中
し
て
い
る

エ
リ
ア
（
お
お
む
ね
、
み
な
と
み

ら
い
駅
～
元
町
・
中
華
街
駅
の
臨

海
部
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
）
で

設
定
し
た
。（
図
７
）

（3）
対
象
と
す
る
来
街
者

D
S.IN

SIGH
T
 Place

で
は
、

当
該
エ
リ
ア
の
行
政
区
分
に
在
住

し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
方
を
除

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
回
は

「
西
区
」「
中
区
」
在
住
の
方
を
除

い
た
。（
以
下
、
今
回
対
象
と
し

た
方
を
「
来
訪
者
」
と
す
る
。）

　

同
機
能
で
把
握
で
き
る
方
は
、

基
本
的
に
国
内
在
住
の
方
に
限
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
来

訪
目
的
で
は
フ
ィ
ル
タ
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の

40
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8
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%

平成30年 令和元年 令和２年

施設名 参加者総数 施設名 参加者総数 施設名 参加者総数

１位 パシフィコ横浜 201,512人 パシフィコ横浜 266,958人 国立京都国際会館 26,179人

２位 神戸国際会議場 133,956人 国立京都国際会館 111,679人 パシフィコ横浜 17,413人

３位 大阪府立国際会議場 124,841人 名古屋国際会議場 105,099人 笹川平和財団ビル 904人

４位 神戸ポートピアホテル 115,514人 神戸国際会議場 96,612人

５位 国立京都国際会館 83,575人 大阪府立国際会議場　 91,428人

※ＪＮＴＯ（日本政府観光局）国際会議統計より作成  ※コンベンション施設は大学・ホテルを除く。
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東
京(
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岡
市23 23
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令和元年 令和２年

※ＪＮＴＯ（日本政府観光局）国際会議統計より作成

注
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は

企
業
等
の
会
議
（M

eeting

）、
企
業
等
の

行
う
報
奨
・
研
修
旅
行
（Incentive 

T
ravel

）、
国
際
機
関
・
団
体
、
学
会
等
が

行
う
国
際
会
議（Convention

）、
展
示
会・

見
本
市
、
イ
ベ
ン
ト
（Exhibition/

Event

）
の
頭
文
字
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く

の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベン

ト
な
ど
の
総
称

図３ 市内外国⼈延べ宿泊者数

図４ 市内主要ホテル稼働率

図５ コンベンション施設別国際会議参加者総数

図６ 国際会議参加者総数

図７ 対象エリア
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パ
ー
ト
で
は
「
消
費
目
的
の
来
街

者
」
に
関
係
人
口
の
一
部
で
あ
る

在
勤
者
等
を
含
む
こ
と
に
な
る
。

（4） 

来
訪
者
指
数

　

行
政
区
分
で
な
い
任
意
の
エ
リ

ア
設
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
本

稿
で
は
ツ
ー
ル
か
ら
出
力
さ
れ
る

絶
対
数
は
捨
象
し
、
来
訪
者
が
最

も
多
か
っ
た
令
和
元
年
12
月
24
日

を
「
１
」
と
し
て
他
の
日
の
来
訪

者
数
を
数
値
化
す
る
形
で
比
較
す

る
こ
と
で
、
賑
わ
い
に
係
る
傾
向

を
み
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
数
値
を

「
来
訪
者
指
数
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。
た
と
え
ば「
来
訪
者
指
数
」

が
０
・
８
の
日
は
、
令
和
元
年
12

月
24
日
の
８
割
の
来
訪
者
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

（5） 

年
度
比
較

　

ま
ず
は
、
７
日
間
の
移
動
平
均

線
を
、
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度

ま
で
比
較
で
き
る
よ
う
に
グ
ラ
フ

化
し
た
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
前
の
水
準

に
は
戻
っ
て
い
な
い
が
、
令
和
４

年
度
は
、
過
去
２
年
間
よ
り
も
大

半
の
日
に
お
い
て
来
訪
者
が
多

く
、
年
を
経
る
ご
と
に
賑
わ
い
が

戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
図
８
）

　

グ
ラ
フ
か
ら
推
測
で
き
る
例
年

の
特
徴
と
し
て
は
、
毎
年
10
月
頃

か
ら
来
訪
者
が
徐
々
に
増
え
、
ク

リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
過
ぎ
る

と
、
１
月
初
旬
ま
で
急
速
に
減
少

す
る
。
ま
た
、８
月
中
旬
は
減
少
、

年
度
末
は
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

単
年
度
の
特
徴
的
な
動
き
で

は
、
ま
ず
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
た
で

あ
ろ
う
令
和
２
年
１
月
、
２
月
頃

か
ら
、
初
の
緊
急
事
態
宣
言
（
同

年
４
月
７
日
）
を
経
て
、
来
訪
者

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
２
年
度
、
３
年
度
は
感

染
拡
大
防
止
に
伴
う
人
流
抑
制
と

時
機
を
捉
え
た
賑
わ
い
創
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
模
索
し
た
年
で
あ
っ

た
。
２
年
度
は
緊
急
事
態
宣
言
な

ど
の
影
響
が
特
に
大
き
い
。一
方
、

４
年
度
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

大
き
く
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
た
こ

と
も
特
徴
的
な
も
の
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
コ

ロ
ナ
前
に
は
、
恒
例
行
事
と
し
て

開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
も
あ
り
、

令
和
２
年
、
３
年
の
中
止
が
な
け

れ
ば
、
こ
の
上
振
れ
も
例
年
の
傾

向
と
し
て
表
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
（6） 

各
年
度
で
の
推
移

　

賑
わ
い
の
状
況
は
季
節
、
月
、

曜
日
、
天
候
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

よ
り
変
動
す
る
。
そ
こ
で
、
各
年

度
に
お
け
る
状
況
を
み
て
い
き
た

い
。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
賑
わ
い
の
ト

レ
ン
ド
状
況
を
振
り
返
る
た
め
、

毎
日
の
指
数
の
グ
ラ
フ
に
、短
期
・

中
期
・
長
期
の
３
本
の
移
動
平
均

線
を
重
ね
た
（
短
期
：
14
日
、
中

期
：
28
日
、
長
期
：
56
日
）。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
上

か
ら
長
期
・
中
期
・
短
期
の
順
に

並
ぶ
と
き
を
「
下
降
ト
レ
ン
ド
」

と
し
て
、
来
訪
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
時
期
と
考
え
、
逆
に
上
か
ら

短
期
・
中
期
・
長
期
で
並
ぶ
と
き

は
「
上
昇
ト
レ
ン
ド
」
と
し
て
、

来
訪
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
時
期

と
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

①
令
和
元
年
度
（
図
９
）

　

令
和
元
年
度
の
10
月
か
ら
12
月

ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
時
期
で
あ

る
。

　

来
訪
者
が
多
か
っ
た
上
位
５
日

は
、
図
９
の
と
お
り
で
あ
る
。
全

て
コ
ロ
ナ
禍
以
前
で
、
来
訪
者
指

数
は
０
・
96
以
上
と
大
き
く
賑

わ
っ
て
お
り
、
12
月
13
日
を
除
き

天
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

10
月
12
日
は
、
大
幅
に
落
ち
込

ん
で
い
る
が
、
台
風
19
号
に
よ
る

影
響
を
受
け
た
日
で
あ
り
、
来
訪

者
指
数
は
０
・
12
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
今
回
の
対
象
と
し
た
令

和
５
年
１
月
15
日
ま
で
の
期
間
で

最
も
来
訪
者
が
少
な
い
日
と
な
っ

た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
明
確
で
は
な
い

が
１
月
末
頃
か
ら
大
幅
な
下
降
ト

レ
ン
ド
と
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

な
お
、
１
月
初
旬
の

減
少
は
先
述
の
と
お
り

年
末
年
始
の
例
年
の
動

き
に
準
じ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
曜
日
ご
と
の

平
均
も
算
出
し
た
。
曜

日
間
の
比
較
で
は
、
水

曜
日
か
ら
金
曜
日
が

０
・
８
以
上
と
多
い
一

方
で
、
土
日
は
０
・
６

前
後
と
水
～
金
曜
日
の

４
分
の
３
程
度
に
と
ど

ま
る
。
こ
れ
は
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
、在
勤
・

在
学
の
方
を
含
む
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
曜
日

ご
と
の
平
均
を
出
し
て

い
る
が
、
令
和
元
年
度

は
10
月
か
ら
翌
３
月
ま

で
の
デ
ー
タ
の
み
で
あ

る
た
め
、
比
較
は
で
き

な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
令
和
２
年
度
（
図

10
）

　

令
和
元
年
度
末
の
大

幅
な
下
降
ト
レ
ン
ド
か

ら
始
ま
っ
た
。
４
月
７

日
に
は
初
の
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
、
さ

ら
に
減
少
し
て
い
く
。
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

５
月
25
日
の
宣
言
の
解
除
前
後
か

ら
上
昇
ト
レ
ン
ド
に
転
じ
、
感
染

拡
大
に
よ
り
一
時
的
に
伸
び
が
と

ま
る
が
、
秋
頃
か
ら
再
度
上
昇
ト

レ
ン
ド
と
な
り
、
12
月
25
日
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

　

感
染
者
数
の
増
加
を
受
け
、
令

和
３
年
１
月
８
日
か
ら
３
月
21
日

ま
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
が
、
解
除
を
待
た
ず
、
２
月
半

ば
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
上
昇
ト

レ
ン
ド
と
な
る
。

　

年
度
内
で
の
来
訪
者
指
数
上
位

に
は
12
月
23
日
か
ら
12
月
25
日
ま

で
の
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が

入
っ
て
い
る
。
12
月
25
日
は
当
該

年
度
で
最
も
来
訪
者
が
多
か
っ
た

が
、
前
年
12
月
24
日
の
約
８
割
く

ら
い
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
初
の
緊
急
事
態
宣
言
中

の
４
月
、
５
月
に
来
訪
者
が
少
な

い
状
況
が
続
い
た
。
５
月
６
日
の

来
訪
者
指
数
は
０
・
15
と
、
こ
の

年
の
Ｇ
Ｗ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
底
」
で
あ
る
。

　

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど

の
要
因
に
よ
り
、
賑
わ
い
を
創
出

す
る
上
振
れ
要
素
が
少
な
か
っ
た
。

②
令
和
３
年
度
（
図
11
）

　

令
和
３
年
度
は
一
年
の
半
分
以

上
が
緊
急
事
態
宣
言
等
の
期
間
に

該
当
し
た
。

　

前
年
か
ら
延
期
と
な
っ
た
東
京

2020

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
そ
の
開
催
期
間
で
あ

る
７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
緊
急

事
態
宣
言
等
の
発
令
期
間
中
で
あ

り
、
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼

玉
の
１
都
３
県
に
お
い
て
は
全
て

無
観
客
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

恒
例
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
再
び

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
同

様
変
わ
ら
ず
上
振
れ
要
素
の
少
な

い
年
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
来

訪
者
が
最
多
の
日
と
最
少
の
日
の

指
数
の
差
が
０
・
47
と
小
さ
く
、

大
き
な
動
き
が
な
い
年
度
と
な
っ

た
（
令
和
２
年
度
：
０
・
64
）。

　

８
月
末
か
ら
新
規
感
染
者
数
が

減
少
し
、
10
月
以
降
は
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
。
新
規
陽
性
者
数
の
減

少
に
よ
り
、
外
出
意
欲
が
高
ま
っ

た
の
か
、
９
月
半
ば
ご
ろ
か
ら
上

昇
ト
レ
ン
ド
と
な
り
、
例
年
通
り

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
ピ
ー
ク

に
し
た
年
末
年
始
の
形
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
新
規
陽
性

者
数
が
急
速
に
増
加
し
、
同
年
１

月
21
日
か
ら
再
び
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
期
間
と
な
る
も
、
２
月

末
か
ら
年
度
末
ま
で
上
昇
ト
レ
ン

ド
が
続
い
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
曜
日
ご
と
の

平
均
の
比
較
で
は
、
土
日
の
来
訪

が
戻
っ
て
き
て
お
り
、
曜
日
間
の

の
差
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

④
令
和
４
年
度
（
図
12
）

（
※
令
和
４
年
度
は
執
筆
時
点
の

令
和
５
年
１
月
15
日
ま
で
の
状
況

で
記
載
し
て
い
る
。）

　

令
和
４
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
緊

急
事
態
宣
言
等
の
発
令
が
な
い
年

度
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
年
ぶ
り
、
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
か
っ
た
た

め
、
上
振
れ
要
素
が
多
い
。

　

特
に
、
Ｇ
Ｗ
は
、
５
月
３
日
の

を
中
心
に
数
年
ぶ
り
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、
ま
た
、
８
月
２
日
の

「
み
な
と
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
来
訪
者
指
数

０
・
９
を
超
え
た
。
す
な
わ
ち
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の
９
割
も
の
来
訪
者
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一

方
で
、
来
訪
者
が
特
に
少
な
か
っ

た
８
月
13
日
、
９
月
19
日
の
大
幅

な
落
ち
込
み
は
、
台
風
に
見
舞
わ

れ
た
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

３ 
　 
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
「
観
光
・
消
費
目
的
の
来
街
者
」

の
変
化
を
見
て
き
た
。

　

項
目
１
で
本
市
に
お
け
る
過
去

10
年
の
長
期
的
な
観
光
の
動
向
な

ど
を
み
て
き
た
。コ
ロ
ナ
の
観
光
・

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
影
響
は
非
常
に
大

き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

今
年
度
（
令
和
４
年
度
）
は
、

項
目
２
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
国

内
在
住
者
の
来
訪
状
況
は
少
し
ず

つ
戻
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
賑
わ
い
創
出
の
効
果
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
リ
ア
ル
で
の
体
験
を
楽
し
み

た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
と

推
測
で
き
る
結
果
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
グ
ラ
フ
上
、
今
年
度
も
年
末

年
始
は
減
少
し
て
い
る
が
、
今
回

の
デ
ー
タ
に
は
基
本
的
に
訪
日
外

国
人
旅
行
者
が
含
ま
れ
て
い
な

い
。
客
観
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
手

元
に
な
い
が
、
観
光
関
連
事
業
者

の
方
か
ら
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
思

わ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
と
の
声
を

聞
い
た
。
水
際
対
策
の
緩
和
に
よ

り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
も
戻
っ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　

本
格
的
に
賑
わ
い
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
へ
の
期
待
が
高
ま
る
が
、

一
方
で
、
人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ

る
課
題
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
拡
大

防
止
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
雑

踏
事
故
な
ど
へ
の
対
策
・
対
応
等

で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
方
に
横
浜

に
い
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
安
全
・
安
心
に
配
慮

し
な
が
ら
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

価
値
観
、
楽
し
み
方
の
多
様
化
が

進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
施
策

の
効
果
を
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
本
稿
で
扱
え
て
い
な
い
よ
う

な
、
属
性
別
の
状
況
把
握
な
ど
、

分
析
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
思
う
。

　

横
浜
は
魅
力
的
な
ウ
オ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
景
観
や
様
々
な
観
光

資
源
が
集
積
し
て
お
り
、
多
く
の

人
を
呼
び
込
め
る
環
境
に
あ
る
。

分
析
を
深
め
る
こ
と
で
、
横
浜
の

強
み
を
連
携
さ
せ
る
、
様
々
な
魅

力
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
よ
り
多

く
の
方
に
横
浜
を
回
遊
し
、
お
楽

し
み
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
内
経

済
へ
の
波
及
効
果
を
一
層
の
高

め
、
都
市
の
持
続
可
能
性
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

【出典】（図９）『東京都市圏交通計画協議会 東京としけん 交通だより 特別号Vol.35』より引⽤、
　　　　　　　『東京都市圏交通計画協議会 第６回東京都市圏パーソントリップ調査』より作成
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図９ 令和元（2019）年度 来訪者指数推移

図10 令和２（2020）年度 来訪者指数推移

図11 令和３（2021）年度 来訪者指数推移

図12 令和４（2022）年度 来訪者指数推移
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図９〜図12：ヤフー・データソリューション 「DS.INSIGHT」及び気象庁ホームページ「過去の気象データ検索」を基に筆者作成
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
対
策
と
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言

や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
実
施
さ

れ
、
指
定
区
域
で
多
く
の
人
が
外
出
や

人
と
の
接
触
を
極
力
避
け
る
よ
う
に
な

る
と
、
陽
性
患
者
数
な
ど
と
と
も
に
、

携
帯
電
話
等
の
位
置
情
報
を
活
用
し
た

駅
や
繁
華
街
に
お
け
る
人
流
の
デ
ー
タ

が
民
間
事
業
者
や
国
か
ら
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
株
式
会
社

が
提
供
す
る「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
Ⓡ
」

（
注
１
）
で
は
、
全
国
の
主
要
な
駅
や

繁
華
街
の
人
出
の
増
減
率
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
中
か
ら
、「
横
浜
駅
」、

「
み
な
と
み
ら
い
」、「
中
華
街
」（
元
デ
ー

タ
の
表
記
は
「
横
浜
中
華
街
駅
」）
の

３
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
前
（
２
０
１
９

年
１
月
18
日
か
ら
２
月
13
日
の
平
均
）

と
比
較
し
た
日
別
増
減
率
か
ら
算
出
し

た
７
日
間
の
中
央
移
動
平
均
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
が
下
図
の
上
部
で
あ
る
。

　

第
１
回
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
２
０

２
０
年
４
月
下
旬
頃
の
時
点
で
「
横
浜

駅
」「
み
な
と
み
ら
い
」
と
も
に
拡
大

前
と
比
べ
70
％
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
た
が
、
５
月
下
旬
に
宣
言
が

解
除
さ
れ
る
と
急
激
に
人
流
が
増
え
て

い
る
。
そ
の
後
は
、
特
に
「
横
浜
駅
」

で
は
一
時
的
に
拡
大
前
と
ほ
ぼ
同
水
準

と
な
っ
た
が
、「
み
な
と
み
ら
い
」は「
横

浜
駅
」
ほ
ど
変
動
し
て
い
な
い
。

　

参
考
と
し
て
示
し
た
「
新
宿
駅
」「
渋

谷
セ
ン
タ
ー
街
」
を
見
る
と
「
横
浜
駅
」

や
「
み
な
と
み
ら
い
」
と
ほ
ぼ
同
様
の

動
き
が
み
ら
れ
る
が
、
２
０
２
１
年
５

月
に
東
京
都
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
人
流
の
マ
イ
ナ
ス
傾
向
が
強

ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
横
浜
は
宣
言

が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
、
む

し
ろ
プ
ラ
ス
方
向
に
動
い
て
い
た
。

　
「
中
華
街
」
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
０
年
４
月
下
旬
時
点
で
も
マ
イ
ナ

ス
40
％
で
影
響
が
比
較
的
少
な
く
、

そ
の
後
の
増
加
も
横
浜
の
他
２
地
点

ほ
ど
急
激
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

２
０
２
２
年
に
入
る
と
３
月
に
は

「
横
浜
駅
」
と
「
中
華
街
」
は
感
染

拡
大
前
比
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、V

-RESA
S

で
公
表
さ

れ
て
い
る
株
式
会
社A

goop

に
よ
る

デ
ー
タ
か
ら
、
２
０
１
９
年
の
同
週

と
比
較
し
た
「
横
浜
駅
」
の
増
減
率

を
見
る
と
（
図
下
段
）、
推
定
居
住

地
が
市
外
（「
都
道
府
県
内
」「
都
道

府
県
外
」）
で
あ
る
人
の
増
減
率
は

ほ
ぼ
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
が
続
い
て
い

る
。
市
民
（「
市
区
町
村
内
」）
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
１
年
中
は
緩
や
か

に
回
復
傾
向
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

と
比
較
し
て
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
時
も

あ
っ
た
が
、
２
０
２
２
年
に
入
り
、

再
び
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
含
め
、
内
閣

官
房
（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
」
各
種
デ
ー
タ
）
や
内
閣

府
が
運
用
す
る
サ
イ
ト
（V

-RESA
S

）
等
で
、
各
種
デ
ー
タ
を
閲
覧
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

る
。（
執
筆
時
現
在
）

データから見える生活行動の変化②
主要な駅・繁華エリアにおける人の分
布・人流の変化

注
１　

モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
Ⓡ
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
設
サ
イ
ト
」

の
デ
ー
タ
更
新
は
２
０
２
２
年
３
月
31
日
で

停
止
さ
れ
た
。（
サ
イ
ト
の
閲
覧
等
は
可
能
）

データから見える生活行動の変化②コ  

ラ  

ム
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出典：「V-RESAS、株式会社 Agoop『流動人口データ』」（2022年 12 月 15日利用）

を加工して作成

2019年の同週との比較による増減率

出典：NTTドコモ モバイル空間統計

2020/1/18(土)～2020/2/14(金)4週間の平日
または休日の平均との比較した増減率の

７日間中央移動平均
*中華街は元データでは「横浜中華街駅」
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図　横浜における「感染拡大前」と比べた⼈流の変化

注：図上部は中央移動平均、下部は週単位のデータであり、図横軸の月の⽬盛りはあくまで⽬安である。
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ロ
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目
指
す
横
浜
の
公
民
連
携
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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
既
に
３
年
余

り
の
月
日
が
過
ぎ
な
が
ら
、
い
ま

だ
に
終
息
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
市
民
生
活
の
様
々
な
課
題
を
横

浜
市
が
、
公
民
連
携
に
よ
っ
て
、

い
か
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た

の
か
を
論
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

一
般
に
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
呼
ば

れ
る
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
っ

た
日
本
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
災
害
は
、
現

在
（
２
０
２
３
年
３
月
）
に
至
る

ま
で
、大
き
く
８
つ
の
被
災
期（
感

染
大
流
行
期
）
に
わ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
期
は
、

第
１
波
、
第
２
波
な
ど
「
波
」
と

呼
ば
れ
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ま

さ
し
く
津
波
の
よ
う
に
日
本
社
会

を
襲
い
、
市
民
の
命
を
奪
い
、
健

康
を
損
な
わ
せ
、
暮
ら
し
を
破
壊

し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
波

（
被
災
期
）
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル

ス
が
変
異
し
て
お
り
、
感
染
率
や

重
症
率
、
致
死
率
な
ど
が
異
な
る

た
め
、
市
民
生
活
に
お
け
る
被
災

の
あ
り
よ
う
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
波

ご
と
に
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
世
界
中
で
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
研
究
が
進
み
、
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、一
定
程
度
、

有
効
な
治
療
方
法
や
医
療
体
制
が

見
出
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
い
く
に

つ
れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
が
も
た

ら
す
災
害
に
対
す
る
政
府
や
自
治

体
、
そ
し
て
民
間
企
業
や
市
民
団

体
な
ど
に
よ
る
対
策
・
対
応
の
あ

り
方
も
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
、本
稿
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
８
つ
の
波
を
、
前
期
（
第
１
波

か
ら
第
５
波
―
２
０
２
０
年
１
月

～
２
０
２
１
年
10
月
）と
後
期（
第

６
波
～
第
８
波
―
２
０
２
１
年
11

月
～
２
０
２
３
年
３
月
）
と
に
分

け
、
主
に
感
染
拡
大
前
期
に
お
い

て
、
横
浜
市
の
共
創
推
進
室
が
、

国
や
他
の
自
治
体
の
取
組
を
意
識

し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の

感
染
拡
大
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

い
、
ま
た
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
い
か
な
る
公
民
連
携
の
取
組

を
展
開
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

論
じ
た
い
。　

　
　２ 

　 「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

　

  

セ
ス
号
」
の
悲
劇

　

こ
の
３
年
間
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
、

世
界
中
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
あ

り
方
を
根
底
か
ら
変
え
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
）
の
流
行
は
、
２
０
１

９
年
12
月
31
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
か
ら
原
因
不
明
の
肺
炎
の
集

団
感
染
事
例
と
し
て
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
へ
報
告
が
あ
っ
た

こ
と
を
端
緒
と
し
て
い
る
。

　

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
２
０

２
０
年
１
月
15
日
、
武
漢
市
の
滞

在
歴
が
あ
る
肺
炎
の
患
者
が
、
初

の
症
例
と
し
て
神
奈
川
県
内
に
て

探
知
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
、
１

月
末
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
武
漢

か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
の
帰
国

者
に
も
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
多
く
の
横
浜
市

民
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
を
初
め
て
「
我
が
事
」
と
し
て

体
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
出
来
事

が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
号
で
の
船
内
集
団
感
染
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

56
か
国
３
，
７
０
０
人
余
を
乗

せ
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
が
横

浜
港
に
寄
港
し
た
の
が
２
０
２
０

年
２
月
３
日
。
こ
の
日
、
こ
の
ク

ル
ー
ズ
船
の
乗
客
で
、
香
港
で
下

船
し
た
男
性
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
に
感
染
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
。
船
内
で
発
熱
な
ど
の
症
状
を

訴
え
る
乗
客
を
検
査
し
た
結
果
、

２
月
４
日
の
夜
に
は
、
10
名
の
乗

客
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
、
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
に
対
し
て
、
有
効
な
治

療
方
法
や
ワ
ク
チ
ン
が
ま
だ
開
発

さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
を
受
け
入
れ
る
医
療
体
制
も

全
く
整
っ
て
い
な
か
っ
た
日
本
政

府
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
号
を
14
日
間
、
横
浜
港
に
停

留
さ
せ
、
陽
性
者
を
船
内
で
隔
離

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

こ
の
２
週
間
に
及
ぶ
洋
上
隔
離

に
よ
っ
て
、
こ
の
大
型
ク
ル
ー
ズ

執
筆関

口 

昌
幸

政
策
局
共
創
推
進
課
担
当
係
長
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船
の
船
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
、
感
染
者
が
急
増
し
た
。
当
時

の
乗
客
や
船
内
で
の
治
療
に
あ

た
っ
た
医
師
の
証
言
に
よ
る
と
、

さ
な
が
ら
船
内
は
「
地
獄
」
の
よ

う
だ
っ
た
と
い
う
。
鶴
見
の
大
黒

ふ
頭
で
乗
客
の
下
船
が
始
ま
っ
た

の
が
２
月
16
日
。
そ
し
て
す
べ
て

の
乗
客
の
下
船
が
終
了
す
る
３
月

１
日
ま
で
の
間
、
最
終
的
に
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
感

染
者
数
は
７
１
１
名
と
な
り
、
そ

の
う
ち
13
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号
に
お
け
る
集
団
感
染
の
模
様

を
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
連
日
報
道

す
る
中
、
２
０
２
０
年
２
月
４
日

～
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
さ
っ
ぽ

ろ
雪
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
和
歌
山
県

内
の
医
療
機
関
で
院
内
感
染
事
例

が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
日
常
生
活

か
ら
遠
い
海
外
や
洋
上
だ
け
で
な

く
、国
内
の
市
街
地
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感

染
が
起
こ
り
始
め
た
の
だ
。
こ
れ

に
よ
り
私
た
ち
は
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の

感
染
拡
大
の
脅
威
を
強
く
意
識

し
、
国
や
自
治
体
は
、
そ
れ
へ
の

対
策
・
対
処
を
喫
緊
に
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

 

　 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

3   

す
る
政
府
や
他
の
自
治
体
の

    

　 

対
策
・
対
応

（1） 

最
初
の
感
染
対
策

　

感
染
拡
大
前
期
（
第
１
波
か
ら

第
５
波
）
に
お
い
て
、
政
府
は
、

こ
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
食
い
止
め
る
に
あ
た
っ
て
、

医
療
や
統
計
学
（
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
）
等
の
専
門
家
の
意
見
を
聞

く
機
会
を
頻
繁
に
設
け
、
そ
の
政

策
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
彼
ら
の
見
解
を
参
考
に

し
た
。

　

こ
の
事
は
、
と
も
す
れ
ば
官
僚

と
政
治
家
の
み
で
政
策
が
形
成
さ

れ
、
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
私

た
ち
の
国
の
意
志
決
定
の
仕
組
を

考
え
る
と
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
国
内
で
の
感
染
拡
大

の
兆
候
が
現
れ
始
め
た
２
０
２
０

年
２
月
16
日
に
、
政
府
は
様
々
な

分
野
の
感
染
症
対
策
の
専
門
家
を

集
め
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
」（
以

下
「
専
門
家
会
議
」）
を
開
催
。

そ
し
て
、
２
月
24
日
に
開
催
さ
れ

た
専
門
家
会
議
に
お
い
て
発
表
さ

れ
た
「
こ
れ
か
ら
１
～
２
週
間
が

急
速
な
拡
大
に
進
む
か
、
収
束
で

き
る
か
の
瀬
戸
際
」
と
い
う
見
解

に
基
づ
い
て
、
故
・
安
倍
元
首
相

は
２
月
27
日
、
全
国
す
べ
て
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
に
つ
い
て
３
月
２
日

か
ら
春
休
み
ま
で
臨
時
休
業
を
行

う
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
２
月
27
日
の

時
点
で
、
国
内
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
感
染
者
数
は
総
計
で
２
１
０
名

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
２
１
０
」
と

い
う
数
字
は
１
日
あ
た
り
の
新
規

感
染
者
の
数
で
は
な
い
。
１
月
15

日
に
国
内
で
最
初
の
感
染
者
が
発

見
さ
れ
て
か
ら
、
２
月
26
日
ま
で

に
国
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
感
染

者
の
総
計
で
あ
る
。

　

こ
の
３
年
間
で
国
内
の
１
日
あ

た
り
の
新
規
感
染
者
数
が
20
万
人

を
超
え
る
日
も
珍
し
く
な
い
と
い

う
事
態
を
経
験
し
て
い
る
今
の

我
々
か
ら
見
る
と
、
政
府
は
、
な

ん
で
こ
ん
な
微
小
な
感
染
者
数

で
、
全
国
の
学
校
を
１
か
月
近
く

も
休
校
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
な

ど
と
い
っ
た
大
胆
な
決
断
を
し
た

の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
え
た
り

も
す
る
が
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
号
」
の
悲
劇
を
目
の

あ
た
り
に
し
、
こ
の
得
体
の
知
れ

な
い
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
へ
の
畏
怖

を
植
え
付
け
ら
れ
た
当
時
の
国
民

の
感
情
と
、
対
策
の
当
初
か
ら
人

流
の
抑
制
と
密
の
回
避
を
強
く
訴

え
続
け
た
感
染
症
対
策
の
専
門
家

の
意
見
を
尊
重
す
る
の
な
ら
ば
、

当
然
に
導
き
だ
さ
れ
る
政
策
決
定

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

（2） 

緊
急
事
態
宣
言
と
新
し
い
生

活
様
式　

　

２
０
２
０
年
３
月
11
日
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
に
つ

い
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
と
み
な
す
と
正
式
に
表

明
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
年
３

月
13
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
が
改
正
さ

れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策
は
同

法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
３
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
丁
度
、
こ
の
頃
か
ら

関
東
首
都
圏
・
関
西
圏
を
中
心
に

国
内
の
感
染
者
が
増
加
し
始
め
た

（
と
い
っ
て
も
１
日
あ
た
り
の
新

規
感
染
者
数
は
全
国
で
み
て
も
１

０
０
名
に
満
た
な
か
っ
た
が
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
一
早
く
反

応
し
た
の
が
、
大
阪
府
と
東
京
都

で
あ
っ
た
。
３
月
19
日
、
大
阪
府

の
吉
村
知
事
が
「
急
激
な
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
20
日
～
22
日
の

３
連
休
に
つ
い
て
大
阪
と
兵
庫
間

の
不
要
不
急
の
往
来
は
控
え
て
欲

し
い
」
と
呼
び
か
け
、
３
月
23
日

に
は
、
東
京
都
の
小
池
知
事
が
記

者
会
見
で
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都

市
封
鎖
）
の
可
能
性
に
言
及
し
な

が
ら
、「
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
」、

「
多
く
の
人
の
密
集
す
る
場
所
」、

「
近
距
離
で
の
会
話
」
と
い
っ
た
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の「
３
密
」
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の
回
避
を
強
く
訴
え
た
。

　

こ
う
し
た
大
阪
府
や
東
京
都
の

動
き
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
４

月
７
日
、
政
府
は
７
都
府
県
を
対

象
に
５
月
６
日
ま
で
の
「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
発
令
し
、
４
月
16
日

に
は
、
そ
の
対
象
を
全
都
道
府
県

に
拡
大
し
た
。

　

そ
も
そ
も
「
緊
急
事
態
宣
言
」

と
は
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措

置
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ

り
、
国
民
生
活
や
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
な
ど
に
、
総
理
大
臣
が
宣
言
を

行
い
、
緊
急
的
な
措
置
を
取
る
期

間
や
区
域
を
指
定
す
る
と
い
う
も

の
だ
。

　

指
定
さ
れ
た
地
域
の
都
道
府
県

知
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状

況
に
応
じ
て
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
緊
急
的
措
置
を
取
る
。

　

例
え
ば
、
そ
の
期
間
、
学
校
を

含
む
施
設
の
使
用
停
止
や
音
楽
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

中
止
や
、
飲
食
店
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
感
染
ク

ラ
ス
タ
ー
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
幅
広
い
業
種
に
時
短

や
休
業
要
請
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
同
時
に
住
民
に
対
し
て
は
、

生
活
の
維
持
に
必
要
な
場
合
を
除

き
、
外
出
の
自
粛
を
は
じ
め
、
感

染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
要
請

が
で
き
る
。

　

そ
し
て
こ
の
緊
急
事
態
宣
言
と

セ
ッ
ト
で
専
門
会
議
が
ま
と
め
、

厚
労
省
を
中
心
に
政
府
が
発
表
し

た
の
が「
新
し
い
生
活
様
式
」だ
。

こ
れ
は
、
感
染
防
止
の
３
つ
の
基

本
と
し
て
①
身
体
的
距
離
の
確

保
、
②
マ
ス
ク
の
着
用
、
③
手
洗

い
を
原
則
と
し
、
日
常
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
３
密
（
密
集
、
密

接
、
密
閉
）
を
回
避
。
買
い
物
は

通
販
。食
事
は
持
ち
帰
り
や
出
前
、

デ
リ
バ
リ
ー
。
公
共
交
通
機
関
や

食
事
中
で
の
会
話
は
控
え
、
働
き

方
は
テ
レ
ワ
ー
ク
、
会
議
は
オ
ン

ラ
イ
ン
を
基
本
に
し
よ
う
と
い
う

ま
る
で
「
学
級
目
標
」
の
よ
う
な

わ
か
り
や
す
い
生
活
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

　

そ
し
て
政
府
や
自
治
体
は
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
広

報
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
国
民
、
市

民
に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
新
し
い
生
活
様
式
の
普
及
に
努

め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
「
第
１
波
」

へ
の
わ
が
国
の
対
応
を
時
系
列
で

追
っ
て
み
る
と
、
感
染
拡
大
防
止

を
至
上
目
的
に
、
政
府
と
都
道
府

県
の
首
長
（
特
に
大
都
市
自
治

体
）、
専
門
家
が
（
そ
れ
ぞ
れ
思

惑
は
異
な
る
に
せ
よ
）
三
位
一
体

と
な
り
、
な
る
べ
く
国
民
を
「
集

ま
ら
せ
な
い
、会
話
を
さ
せ
な
い
、

外
出
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
主
眼
と

す
る
政
策
を
推
し
進
め
て
い
た
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

　

当
初
は
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な

形
で
３
年
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
と

は
、政
府
も
自
治
体
も
専
門
家
も
、

そ
し
て
多
く
の
国
民
も
考
え
て
い

な
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
を

回
避
し
、
医
療
崩
壊
を
防
ぎ
、
自

分
や
他
者
の
命
を
守
る
た
め
に
は

２
週
間
な
り
、せ
い
ぜ
い
１
か
月
、

「
集
ま
ら
な
い
、
会
話
を
し
な
い
、

外
出
し
な
い
」
不
自
由
な
生
活
を

我
慢
す
れ
ば
良
い
の
だ
と
考
え
、

多
く
の
人
た
ち
が
「
緊
急
事
態
宣

言
」
に
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
は

ず
だ
。

　

確
か
に
そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣

言
の
効
果
に
よ
っ
て
、
新
規
感
染

者
数
は
減
少
し
た
。
そ
し
て
入
院

病
床
、
宿
泊
療
養
施
設
等
に
も
余

裕
が
出
て
き
た
た
め
、
政
府
は
５

月
14
日
に
39
県
で
の
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
、
５
月
25
日
に
は
全
面

的
に
解
除
し
た
。（
５
月
25
日
の

全
国
の
新
規
感
染
者
数
は
22
人
）

　

仮
に
こ
の
時
点
で
、
コ
ロ
ナ
過

が
完
全
に
終
息
し
、
そ
の
後
、
１
、

２
か
月
か
け
て
市
民
の
日
常
が
、

コ
ロ
ナ
過
以
前
に
戻
っ
て
い
た
と

し
た
ら
、
私
た
ち
の
社
会
は
今
と

は
随
分
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
例
え
ば
、
２
０
２
１
年
に

延
期
さ
れ
、
無
観
客
で
行
わ
れ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
一
つ
と
っ
て
も
、
ま

る
で
異
な
る
性
格
の
国
際
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
の
後
、

第
２
波
、
第
３
波
、
第
４
波
、
第

５
波
と
日
本
列
島
は
、
絶
え
る
こ

と
の
な
い
感
染
拡
大
の
波
に
襲
わ

れ
続
け
、
２
０
２
１
年
９
月
ま
で

に
緊
急
事
態
宣
言
も
３
回
発
令
さ

れ
た
。
ま
さ
に
感
染
拡
大
前
期
を

通
じ
て
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
が
常
態

化
し
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
、

「
当
た
り
前
の
生
活
様
式
」に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

 

　 

横
浜
市
の
公
民
連
携
で
の
コ

４  

ロ
ナ
対
策
～
＃
お
た
が
い
ハ

　

 

　 

マ
の
構
築
・
展
開

　

私
た
ち
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に

向
き
合
う
た
す
け
あ
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
〝
＃
お
た
が
い
ハ
マ
〟」

（
以
下
「
＃
お
た
が
い
ハ
マ
」）
の

立
ち
上
げ
を
検
討
し
始
め
た
の

は
、
２
０
２
０
年
４
月
７
日
、
神

奈
川
県
に
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
た
頃
だ
。
も
と
も
と

横
浜
市
と
連
携
関
係
に
あ
っ
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
浜
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
」（
以
下「
デ

ザ
イ
ン
ラ
ボ
」）
と
一
般
社
団
法

人
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
リ
ビ
ン

グ
ラ
ボ
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」（
以

下
「
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」）
か

ら
「
コ
ロ
ナ
過
で
苦
し
む
人
た
ち

を
励
ま
し
、
支
援
で
き
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
つ
く
り
た
い
と

共
創
推
進
室
に
提
案
が
あ
っ
た
こ

と
を
契
機
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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の
コ
ン
セ
プ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、

運
営
体
制
等
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン

ラ
ボ
と
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
、
横

浜
市
の
３
者
で
検
討
を
進
め
、
５

月
１
日
に
３
者
に
よ
る
連
携
協
定

の
締
結
と
併
せ
て
、「
＃
お
た
が

い
ハ
マ
」
を
始
動
さ
せ
た
。

　
「
＃
お
た
が
い
ハ
マ
」
の
取
組

は
、「
伝
え
る
（
行
政
情
報
の
提

供
）」「
つ
な
が
る
（
対
話
の
場
や

交
流
の
機
会
の
創
出
）」「
変
え
る

（
コ
ロ
ナ
の
課
題
へ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
）」
の
３
つ
の
領
域
で
展
開
さ

れ
た
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域

で
の
取
組
に
つ
い
て
概
術
し
て
み

よ
う
。

（1） 

伝
え
る

　
「
伝
え
る
」
で
は
、
と
も
す
れ

ば
国
や
県
、
市
と
縦
割
り
で
バ
ラ

バ
ラ
に
発
信
さ
れ
が
ち
な
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
関
す
る
感

染
対
策
や
感
染
者
数
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
編
集
し
た
う
え

で
、
基
本
的
に
毎
日
発
信
し
続
け

る
こ
と
を
目
指
し
た
。（
そ
し
て

２
年
近
く
の
間
、
ほ
ぼ
毎
日
更
新

し
続
け
た
）

　

同
時
に
市
内
の
飲
食
店
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
情
報
を

ま
と
め
て
紹
介
す
る
「
＃
横
濱
お

う
ち
飯
店
」
な
ど
「
新
し
い
生
活

様
式
」
に
対
応
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
民
間
の
取
組

も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
積
極
的
に
取

材
し
、発
信
す
る
こ
と
に
務
め
た
。

　
（2） 

つ
な
が
る

　
「
つ
な
が
る
」
の
部
分
で
は
、

医
療
従
事
者
や
介
護
・
福
祉
等
の

分
野
で
働
く
方
々
、
保
育
士
や
学

校
教
員
な
ど
、
市
民
の
日
々
の
生

活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク
を
感
じ
な

が
ら
現
場
で
働
き
続
け
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
中
心
に
、
市
内
各
地
の
企

業
、
団
体
、
大
学
な
ど
が
対
話
し
、

交
流
す
る
場
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

（「
＃
お
た
が
い
ハ
マ
ト
ー
ク
」）

や
セ
ミ
ナ
ー
（「
＃
お
た
が
い
ハ

マ
セ
ミ
ナ
ー
」）
を
、
第
１
波
か

ら
第
２
波
の
時
期
は
、
ほ
ぼ
毎
日

配
信
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
現
在

ま
で
、「
＃
お
た
が
い
ハ
マ
ト
ー

ク
」は
１
５
０
回
を
超
え
、「
＃
お

た
が
い
ハ
マ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
80
回

を
数
え
て
い
る
。

　

リ
ア
ル
で
集
ま
る
こ
と
や
会
話

す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
の
な
ら

ば
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
限
り
、

多
様
な
人
々
が
現
在
の
状
況
や
思

い
を
語
り
合
う
機
会
を
増
や
し
て

行
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
し

か
も
動
画
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
、「
＃
お
た
が
い
ハ
マ
」
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
に
保
存
し
て

い
る
の
で
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
視
聴

で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
市
民
の
孤
立
と
分
断

を
防
ぐ
こ
と
に
少
し
で
も
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え

た
。

　

そ
ん
な
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

セ
ミ
ナ
ー
を
繰
り
返
し
て
い
く
中

で
、
２
０
２
０
年
８
月
頃
か
ら
私

た
ち
は
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
シ
ス
テ
ム
創
成
学
専
攻

の
大
澤
幸
生
教
授
と
共
に
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
市
民
と
共
に
創
り
だ
す
取

組
を
始
め
た
。

　

も
と
も
と
大
澤
教
授
は
、
独
自

に
開
発
し
た
デ
ー
タ
可
視
化
技
術

で
あ
る
「
Ｋ
ｅ
ｙ
Ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
」

を
利
用
し
て
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の

中
か
ら
、
社
会
課
題
の
解
決
や
ビ

ジ
ネ
ス
創
生
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
出
す
手
法
を
開
発
し
た
研

究
者
。
大
澤
教
授
は
そ
の
手
法
を

コ
ロ
ナ
伝
搬
解
析
に
応
用
し
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
結
果
か
ら
感
染
防
止
と

社
会
・
経
済
活
動
の
活
性
化
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
日
常
生
活
の
原

則
を
導
き
出
し
た
。
そ
れ
が
「
Ｓ

ｔ
ａ
ｙ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ 
Ｃ

ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」
と
い
う
考

え
方
。

　

大
澤
教
授
は
、
そ
も
そ
も
政
府

や
自
治
体
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
の
専

門
家
と
自
称
す
る
人
た
ち
が
宣
言

し
、
市
民
に
要
請
す
る
「
人
と
の

接
触
を
８
割
減
ら
せ
」
や
「
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｙ　

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」、「
夜
の
街
に

行
く
な
」
と
い
っ
た
極
端
に
単
純

化
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
強
い
違

和
感
を
覚
え
た
と
い
う
。

　
「
人
と
の
接
触
を
８
割
減
ら
せ
」

と
言
う
け
れ
ど
、
そ
ん
な
大
雑
把

な
言
い
方
で
は
な
く
、
誰
が
、
誰

と
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
の
接
触

を
８
割
減
ら
せ
ば
、
社
会
全
体
の

感
染
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
？

　

ま
た「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ　

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」

（
と
に
か
く
家
に
い
ろ
、
自
宅
に

引
き
こ
も
れ
）
と
い
う
が
、
そ
れ

で
は
、
た
だ
で
さ
え
、
他
者
と
の

つ
な
が
り
が
持
ち
に
く
い
単
身
高

齢
者
の
孤
立
が
深
ま
る
だ
け
で
は

な
い
か
？
一
方
で
、家
に
こ
も
り
、

学
校
や
地
域
の
居
場
所
に
行
き
づ

ら
く
な
る
こ
と
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
追
い
詰
め
る
こ
と

に
つ
な
が
ら
な
い
か
？

　

さ
ら
に
「
夜
の
街
に
行
く
な
」

と
い
う
要
請
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
で
の
接
触
は
あ
ま
り
問
題
視

さ
れ
な
い
の
に
、
な
ぜ
夜
の
街
だ

け
が
殊
更
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る

の
か
？
そ
し
て
そ
れ
は
、
夜
の
街

で
働
く
女
性
た
ち
を
差
別
し
、
彼

女
た
ち
の
仕
事
を
奪
う
こ
と
に
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
に
沢
山
の
疑
問
を
抱

い
た
大
澤
教
授
が
、
国
内
外
の
感

染
爆
発
の
事
例
を
解
析
し
、
シ
ュ
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ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
結
果
、

導
き
出
し
た
結
論
は
、
ま
ず
「
感

染
拡
大
期
は
、
見
知
ら
ぬ
人
と
の

接
触
を
避
け
る
こ
と
、
感
染
拡
大

以
後
に
接
触
の
な
か
っ
た
人
と
新

た
に
対
面
す
る
機
会
を
作
ら
な
い

こ
と
」
と
い
う
原
則
だ
。
例
え
ば

ウ
イ
ル
ス
へ
の
免
疫
を
持
っ
た
人

が
少
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
新

し
い
感
染
者
が
１
人
で
も
加
わ
っ

て
し
ま
う
と
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
で
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間

で
の
感
染
者
・
保
菌
者
に
よ
る「
橋

渡
し
」を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

場
所
や
朝
昼
夜
に
関
わ
ら
ず
、
見

知
ら
ぬ
人
と
の
接
触
は
避
け
る
こ

と
が
重
要
だ
か
ら
だ
。
一
方
で
、

日
常
的
に
頻
繁
に
接
し
て
い
る
人

達
と
の
接
触
は
、
感
染
リ
ス
ク
が

低
い
。
だ
か
ら
不
特
定
多
数
と
の

接
触
を
避
け
、
日
常
的
な
顔
の
見

え
る
範
囲
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
関
係
性
を
大
切
に
す
る
。

　

そ
れ
が
大
澤
教
授
が
提
唱
す
る

「
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｙ
ｏ
ｕ

ｒ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」
の

行
動
原
理
で
、
こ
の
行
動
原
理
を

基
軸
に
し
て
、
政
府
や
専
門
家
の

言
う
事
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
自
分

に
相
応
し
い
新
し
い
生
活
様
式
を

自
分
の
頭
で
考
え
、
他
者
と
の
対

話
に
よ
っ
て
導
き
出
す
た
め
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

「
共
創
ラ
ボ
」
と
し
て
私
た
ち
は

繰
り
返
し
実
施
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
現
在
も
「
内
閣

官
房
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19 

Ａ
Ｉ
＆

Ｓ
ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し
な
が
ら
、

大
澤
教
授
や
三
重
大
学
の
近
藤
早

映
准
教
授
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

に
集
う
女
性
起
業
家
集
団
や
高
齢

化
が
進
む
団
地
で
活
動
す
る
リ
ビ

ン
グ
ラ
ボ
の
メ
ン
バ
ー
、
小
学
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
生
活

の
リ
ア
ル
な
現
場
で
、
多
種
多
様

な
市
民
と
共
に
継
続
的
に
展
開
し

て
い
る
。

（3） 

変
え
る

　
「
変
え
る
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
、
経
済
的
に
困
窮
し
た

り
、
社
会
的
に
孤
立
し
が
ち
な
障

害
者
や
非
正
規
雇
用
の
女
性
、
高

齢
者
な
ど
を
公
民
連
携
で
支
援
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
実

施
し
た
。
特
に
感
染
拡
大
の
第
１

波
の
際
に
は
、
障
害
者
の
作
業
所

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防
護
服
を
発
注

し
、
そ
れ
を
「
お
た
が
い
ハ
マ
」

で
集
め
た
寄
付
で
買
い
上
げ
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
配

布
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
主
婦
や

特
例
子
会
社
で
働
く
障
が
い
者
ス

タ
ッ
フ
が「
ク
ル
ー
」と
し
て
ガ
ー

ゼ
マ
ス
ク
を
手
作
り
で
縫
製
・
検

品
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
そ
れ
ら
を

地
域
の
商
店
街
や
販
売
会
会
場
で

販
売
。
ク
ル
ー
に
は
御
礼
と
し
て

横
浜
市
内
で
採
れ
た
農
作
物
な
ど

地
域
産
品
を
お
返
し
す
る
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
。

　

こ
れ
は
第
１
波
の
際
に
マ
ス
ク

や
防
護
服
な
ど
感
染
防
止
の
た
め

の
製
品
が
品
薄
に
な
っ
た
こ
と
へ

の
対
応
と
仕
事
が
急
減
し
た
り
、

解
雇
さ
れ
た
障
害
者
や
非
正
規
雇

用
の
女
性
支
援
、
そ
し
て
地
域
で

の
経
済
循
環
の
一
石
三
鳥
を
狙
っ

た
取
組
で
、
現
在
本
市
が
展
開
し

て
い
る
「
横
浜
版
地
域
循
環
型
経

済
」
の
先
駆
け
に
な
る
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
第
３
波
以
降
は
、
市
内
各

地
の
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
連
携
し
な

が
ら
、高
齢
者
を
対
象
に
し
た「
ス

マ
ホ
教
室
」
を
展
開
し
た
。
ス
マ

ホ
教
室
は
、「
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
」

を
実
践
し
た
高
齢
者
が
、
周
囲
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
途
絶

え
た
結
果
、
認
知
機
能
が
低
下
し

て
認
知
症
が
発
症
し
た
り
、
運
動

不
足
の
た
め
身
体
機
能
が
脆
弱
す

る
な
ど
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
目

的
で
企
画
し
た
も
の
。
同
時
に
コ

ロ
ナ
過
の
中
で
急
速
に
進
む
Ｄ
Ｘ

に
乗
り
遅
れ
が
ち
な
高
齢
者
へ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
の
目
的
も
兼
ね
て
い

る
。

　

な
お
、
こ
の
間
私
た
ち
以
外
で

も
、
行
政
や
通
信
キ
ャ
リ
ア
な
ど

様
々
な
主
体
に
よ
っ
て
「
ス
マ
ホ

教
室
」
は
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の

多
く
は
、
そ
の
場
限
り
の
単
発
的

な
も
の
だ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
、

「
＃
お
た
が
い
ハ
マ
」
が
「
と
つ

か
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
や
サ
ポ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
と
連
携
し
て
実
施
し
た

ス
マ
ホ
教
室
は
以
下
の
特
徴
を

持
っ
て
い
る
。

　

①
５
回
以
上
の
連
続
講
座
だ
っ

た
り
、
ス
マ
ホ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

拠
点
で
の
継
続
的
な
実
施
な
ど
利

用
者
で
あ
る
高
齢
者
が
ス
マ
ホ
を

マ
ス
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
繰
り
返
し
学
べ
る
仕
組
み
を

持
っ
て
い
る
と
共
に
参
加
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
尽
力

し
て
い
る
。

　

②
教
室
で
の
「
ス
マ
ホ
体
操
」

の
実
施
な
ど
認
知
症
や
フ
レ
イ
ル

予
防
に
有
効
な
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

③
講
師
と
し
て
医
療
福
祉
関
連

の
専
門
学
校
生
な
ど
の
若
者
が
中

心
と
な
っ
て
務
め
る
こ
と
で
、
若

者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
一
環

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
＃
お
た
が
い
ハ

マ
」
を
通
じ
て
私
た
ち
が
独
自
に

開
発
し
た
ス
マ
ホ
教
室
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
現
在
で
も
進
化
し
、
本

市
の
団
地
再
生
や
医
療
福
祉
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
重
要
な
手
法
や
仕
組
み
の
一

つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

５ 
　 
最
後
に

　

こ
の
３
年
間
に
及
ぶ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
未
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来
に
向
け
て
失
っ
た
も
の
は
、
は

か
り
知
れ
な
い
。
例
え
ば
学
校
に

行
か
な
い
、
行
け
な
い
子
ど
も
た

ち
や
、
仕
事
に
行
か
ず
に
自
宅
に

引
き
こ
も
る
若
者
た
ち
が
急
増
す

る
と
共
に
、
結
婚
し
な
い
、
子
ど

も
を
産
ま
な
い
大
人
た
ち
が
さ
ら

に
増
え
た
。
そ
し
て
、
孤
独
の
な

か
で
命
を
落
と
す
高
齢
者
や
誰
に

も
助
け
を
求
め
ら
れ
ず
に
、
自
ら

命
を
絶
つ
女
性
や
若
者
、
子
ど
も

た
ち
が
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
昨
年

12
月
に
策
定
し
た
「
中
期
計
画
２

０
２
２
～
２
０
２
５
」
で
、「
共

に
目
指
す
都
市
像
」
と
し
て
「
明

日
を
ひ
ら
く
都
市
」
を
掲
げ
た
。

　
「
明
日
を
ひ
ら
く
都
市
」
と
は
、

様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
て
も
、

そ
の
人
が
望
む
道
を
選
択
し
、
み

ん
な
で
応
援
す
る
都
市
。
ま
た
多

種
多
様
な
人
の
才
能
、
そ
の
人
ら

し
い
可
能
性
を
ひ
ら
く
都
市
。

　

そ
し
て
横
浜
に
関
わ
る
、
全
て

の
人
が
前
を
向
き
、
希
望
に
み
ち

あ
ふ
れ
た
毎
日
を
送
れ
る
、
世
界

の
ど
こ
に
も
な
い
都
市
を
共
に
創

る
。
そ
こ
に
は
横
浜
市
の
そ
ん
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を

共
に
目
指
す
仲
間
を
市
民
や
企

業
、
学
識
研
究
者
の
皆
様
か
ら
募

り
、増
や
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

仲
間
と
は
、
現
在
、
市
民
と
し
て

横
浜
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
横

浜
で
学
ぶ
方
、
働
く
方
、
そ
し
て
、

今
後
横
浜
市
民
と
な
っ
て
い
た
だ

く
方
、
横
浜
で
生
ま
れ
る
方
、
す

べ
て
を
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
で
多
彩
な
仲

間
た
ち
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
参
画
す
る
オ
ー
プ
ン
な
対

話
と
仲
間
た
ち
と
の
先
駆
的
な
共

創
・
協
働
の
取
組
に
よ
っ
て
「
明

日
を
ひ
ら
く
都
市
」
を
目
指
す
た

め
、
私
た
ち
は
、
今
年
の
２
月
１

日
か
ら
明
日
を
ひ
ら
く
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
会
議
２
０
２
３
」
を

開
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
会
議
の
取
組
の
中
で
、
私

が
強
く
感
じ
る
の
は
共
創
の
仲
間

を
増
や
す
た
め
に
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
ま
ず
横
浜
市

行
政
の
「
職
員
」
や
「
組
織
」
だ

と
い
う
こ
と
だ
。
市
民
の
暮
ら
し

に
感
心
を
持
た
ず
、
横
浜
市
が
直

面
し
て
い
る
課
題
か
ら
も
目
を
背

け
、
市
民
と
の
対
話
の
輪
の
中
に

も
参
加
し
よ
う
と
し
な
い
。
仮
に

横
浜
市
が
、
そ
ん
な
態
度
の
職
員

が
、
の
さ
ば
る
組
織
で
あ
っ
た
と

し
た
ら
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
仲
間

に
誰
が
な
る
モ
ノ
か
と
、
私
だ
っ

た
ら
思
う
。

　

ち
な
み
に
横
浜
市
職
員
が
個
人

的
な
見
解
や
思
い
と
共
に
自
ら
の

業
務
を
振
り
返
っ
た
り
、
忌
憚
な

く
新
た
な
政
策
を
提
案
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
「
調
査

季
報
」
と
い
う
政
策
情
報
誌
だ
。

半
世
紀
以
上
に
亘
っ
て
、
職
員
が

職
域
や
職
階
に
縛
ら
れ
ず
、
横
浜

の
都
市
の
あ
り
方
や
個
々
の
政
策

や
事
業
に
つ
い
て
、
自
由
に
意
見

を
表
明
し
、
議
論
を
闘
わ
せ
る
た

め
の
場
を
保
障
し
続
け
る
自
治
体

が
持
つ
稀
有
な
メ
デ
ィ
ア
。
そ
れ

が
横
浜
の
調
査
季
報
だ
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
私
も
そ
ん
な
調
査

季
報
に
市
職
員
と
し
て
寄
稿
で
き

る
こ
と
を
感
謝
し
つ
つ
、
本
市
の

公
民
連
携
を
担
う
担
当
者
と
し

て
、
こ
の
３
年
間
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
が
横
浜
市
民
に
も
た
ら
し
た

災
苦
に
、
微
力
な
が
ら
対
峙
す
る

取
組
の
中
で
、
育
ま
れ
た
自
ら
の

見
解
は
、
見
解
と
し
て
率
直
に
述

べ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
仮
に
そ
の
見
解
に
対

し
て
、
読
者
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら

れ
る
の
な
ら
ば
、
執
筆
者
と
し
て

批
判
者
に
対
し
て
、
真
っ
す
ぐ
に

向
き
合
い
、
真
摯
な
対
話
に
よ
っ

て
、
お
互
い
に
理
解
し
合
い
、
改

め
る
べ
き
は
改
め
、
共
に
横
浜
を

創
る
仲
間
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
精

一
杯
に
務
め
る
、
と
い
う
覚
悟
を

表
明
し
て
筆
を
置
き
た
い
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
向
き
合
う
た
す
け
あ
い
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム　

＃
お
た
が
い
ハ
マ

https://otagaiham
a.localgood.

yokoham
a/
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な
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は
じ
め
に

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
速
化
が
、
社

会
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
わ
ず

か
10
年
の
間
に
一
変
さ
せ
た
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
は
圧
倒
的

な
速
さ
で
私
た
ち
に
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
一

方
、
我
が
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
る
激
し
い
国
際
競
争
に
さ
ら

さ
れ
る
な
か
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、さ
ら
に
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労

働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、

か
つ
て
な
い
社
会
課
題
に
直
面
す

る
課
題
先
進
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
も
ま
た
、
多
発
す
る
自

然
災
害
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化

を
背
景
と
す
る
福
祉
、地
域
交
通
、

地
域
の
担
い
手
不
足
の
問
題
や
、

高
度
成
長
期
に
集
中
整
備
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
、
大
都

市
が
抱
え
る
多
様
で
複
雑
な
地
域

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
背
景
に
顕

在
化
し
た
非
効
率
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
経
済
社
会
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
の
ま
ま

で
は
課
題
の
解
決
は
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
等
の
課
題
を
解
決
す
る
鍵

と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
Ｄ
Ｘ
で

す
。
本
稿
で
は
、
横
浜
市
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て
、
そ
の

考
え
方
や
方
向
性
な
ど
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、「
横
浜
Ｄ
Ｘ
戦

略
」
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
具
体

的
な
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

２ 

　 

な
ぜ
Ｄ
Ｘ
が
必
要
な
の
か

　

Ｄ
Ｘ
と
は
、デ
ジ
タ
ル（D

igital

）

と
変
革
を
意
味
す
る
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（T

ransfor
m
ation

）
を
掛
け
合
わ
せ
た
造

語
で
、
様
々
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

が
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
便
利
に

な
っ
た
り
効
率
化
さ
れ
、
そ
の
結

果
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
社
会
に
浸
透

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
は
実

現
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
価
値
が
生
ま
れ
る
、
社
会
や

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

変
革
の
力
と
な
る
Ｄ
Ｘ
に
、
民

間
人
材
の
活
用
や
多
様
な
主
体
と

の
連
携
を
通
じ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
に

活
用
し
た
未
来
の
大
都
市
を
実
現

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、本
市
で
は
、

令
和
４
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
化
の

方
向
性
や
具
体
的
に
取
り
組
む
施

策
・
事
業
を
記
載
し
た
「
横
浜
Ｄ

Ｘ
戦
略
」
を
策
定
・
公
表
し
ま
し

た
。「
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
す
べ

て
の
市
民
、
地
域
に
い
き
わ
た
ら

せ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
を
つ
く

る
」
こ
と
を
基
本
目
的
と
し
て
掲

げ
、
戦
略
に
沿
っ
て
様
々
な
取
組

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
と
捉
え
て
お
り
、
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
的
な
手
法
を
デ
ジ
タ
ル
に

置
き
換
え
る
だ
け
の
単
純
な
デ
ジ

タ
ル
化
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市

民
や
事
業
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
大
き
く
変
革
さ
せ
、
新
し
い
価

値
を
創
造
・
提
供
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

３ 

　 

Ｄ
Ｘ
推
進
の
目
的

　

本
市
が
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
Ｄ
Ｘ

推
進
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の
様
々

な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
多
く
の
人
と
の

つ
な
が
り
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
手

続
・
作
業
の
自
動
化
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
を
、
時
間
と
場
所
の
制

約
か
ら
解
放
し
、
便
利
で
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
さ
ら

に
進
む
こ
と
で
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
、
必
要
な
時
に
必
要
な
場
所

で
、
自
ら
考
え
選
択
す
る
こ
と
な

く
届
け
ら
れ
る
「
手
続
が
ま
る
で

空
気
の
よ
う
に
な
る
世
界
」
が
実

現
す
る
こ
と
も
、
決
し
て
夢
物
語

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
、
限

ら
れ
た
人
や
地
域
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
市
民
、
地
域
に
行
き
わ

た
ら
せ
実
感
あ
る
も
の
と
し
、
真

執
筆玉 

曜
一

デ
ジ
タ
ル
統
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部
企
画
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課
担
当
係
長
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デ
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の
意
味
で
デ
ジ
タ
ル
の
持
つ
力
を

都
市
の
魅
力
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
民
に
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
、

子
育
て
世
代
、
障
害
の
あ
る
方
、

外
国
人
の
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
か
し
、
デ
ジ
タ
ル

を
必
ず
し
も
得
意
と
し
な
い
方
に

も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
に
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
的
に
届
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４ 

　 

横
浜
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
概
要

　
「
横
浜
Ｄ
Ｘ
戦
略
」
で
は
、「
デ

ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
す
べ
て
の
市

民
、
地
域
に
行
き
わ
た
ら
せ
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
都
市
を
つ
く
る
」
こ

と
を
基
本
目
的
と
し
、「
デ
ジ
タ

ル
×
デ
ザ
イ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
（1） 

デ
ジ
タ
ル
×
デ
ザ
イ
ン

　

デ
ジ
タ
ル
化
は「
時
間
」や「
場

所
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
現
し
、
自
動
化
に
よ

る
効
率
化
な
ど
多
く
の
恩
恵
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
恩
恵
を
得
る
た

め
に
は
、
使
い
や
す
く
、
手
間
が

無
く
、
便
利
さ
を
実
感
で
き
、
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
効
果
が
あ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
今
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
で

は
な
く
、
利
用
者
目
線
で
考
え
る

こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
か

ら
見
直
す
こ
と
な
ど
、
仕
組
み
を

し
っ
か
り
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
「
デ
ザ
イ
ン(

設
計)

」
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
目
的
に
合
う
機

能
的
な
建
物
を
設
計
す
る
よ
う

に
、
あ
る
い
は
、
そ
の
人
に
最
も

似
合
う
服
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
を
た
だ
受

け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
、

市
民
が
自
ら
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

り
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携
で
横

浜
の
未
来
に
つ
な
が
る
「
人
や
地

域
中
心
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
」
を
プ

ロ
セ
ス
、
仕
組
み
を
含
め
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
、
そ
の
思
い
を
「
デ
ジ
タ
ル
×

デ
ザ
イ
ン
」
に
込
め
て
い
ま
す
。

　
（2） 

３
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
駆
動
さ
せ
、
３
つ
の
Ｄ
Ｘ
を
推

進
　
「
横
浜
Ｄ
Ｘ
戦
略
」
で
は
、
図

の
と
お
り
、
戦
略
の
推
進
を
支
え

る
、
３
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
駆
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
行
政
、

地
域
、
都
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

▽　

３
つ
の
Ｄ
Ｘ

①
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
る

 「
行
政
の
Ｄ
Ｘ
」

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
な
ど

市
民
が
使
い
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
場
所
を
選
ば
な
い

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
推
進
と
業
務

の
効
率
化
な
ど
、
新
し
い
行
政
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
創
り
出
し
ま
す
。

②
み
ん
な
の
元
気
を
創
る

 「
地
域
の
Ｄ
Ｘ
」

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
地

域
の
担
い
手
等
の
支
援
や
地
域
を

支
え
る
デ
ジ
タ
ル
区
役
所
の
創
造

な
ど
、
活
力
あ
る
地
域
を
創
り
出

し
ま
す
。

③
街
の
魅
力
を
創
る

 「
都
市
の
Ｄ
Ｘ
」

　

都
市
を
構
成
す
る
様
々
な
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
街
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
郊
外
部
、

都
心
部
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
横
浜
の

未
来
を
創
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね

ま
す
。

　
▽　

３
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

①
戦
略
推
進
の
エ
ン
ジ
ン

　

デ
ジ
タ
ル
統
括
本
部
が
Ｄ
Ｘ
を

推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
市
役

所
内
の「
デ
ジ
タ
ル
×
デ
ザ
イ
ン
」

の
普
及
と
実
践
に
取
り
組
み
、
変

革
に
前
向
き
な
組
織
風
土
を
醸
成

行政のＤＸ

サービスの
「快適」を創る

地域のＤＸ

みんなの
「元気」を創る

都市のＤＸ

まちの
「魅力」を創る

データ連携の
インフラ

安心と活力を与える
セキュアな基盤

創発・共創の
スキーム

リソース結集と
オープンイノベーション

戦略推進の
エンジン

戦略と推進体制

３つのプラットフォーム

３つのDX し
ま
す
。



52 調査季報 vol.188・2023.３ ■

②
創
発
・
共
創
の
ス
キ
ー
ム

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
持
つ
企
業
等

と
連
携
し
、
行
政
や
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
創
発
・
共
創
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Y

O
K
O
H
A

M
A
 H

ack !

」
に
よ
り
、
新
し
い

価
値
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

③
デ
ー
タ
連
携
の
イ
ン
フ
ラ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
取
組
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
基
盤
の
整
備
や
デ
ー
タ
の
積
極

的
な
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

（3）
７
つ
の
重
点
方
針

　
「
横
浜
Ｄ
Ｘ
戦
略
」
で
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
４

年
間
を
、
Ｄ
Ｘ
に
本
格
的
に
取
り

組
む
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
４
年
間

で
は
、
推
進
体
制
や
仕
組
み
な
ど

の
土
台
作
り
と
、
デ
ジ
タ
ル
の
恩

恵
が
実
感
で
き
る
取
組
や
成
功
事

例
の
見
え
る
化
な
ど
を
中
心
に
７

つ
の
重
点
方
針
を
定
め
、
Ｄ
Ｘ
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

５
取
組
紹
介

　

７
つ
の
重
点
方
針
の
中
か
ら
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
で
変
化
を
感

じ
や
す
い
取
組
と
し
て
、
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

（1）
「
あ
な
た
の
い
る
場
所
が
手
続
の

場
所
に
な
る
」行
政
サ
ー
ビ
ス
実
現

　

現
在
、
そ
の
多
く
が
来
庁
、
対

面
を
前
提
と
し
て
い
る
約
一
万
種

類
の
手
続
の
う
ち
、
ま
ず
は
「
あ

な
た
の
い
る
場
所
が
手
続
の
場
所

に
な
る
」
を
合
言
葉
に
、
行
政
手

続
の
年
間
総
受
付
件
数
の
９
割
を

占
め
る
上
位
１
０
０
手
続
に
つ
い

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
重

点
対
象
と
し
て
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
す
。
市

民
が
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
、
い
つ

で
も
手
続
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
の
利

用
を
得
意
と
し
な
い
方
や
会
っ
て

相
談
を
し
た
い
方
な
ど
、ニ
ー
ズ
・

場
面
に
応
じ
て
、
対
面
な
ど
手
続

の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

▽
Ｄ
Ｘ
で
み
な
さ
ん
に
大
切
な

「
時
間
」
を
お
返
し
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
対
面
と
紙
を
基
本

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
手
続

と
そ
の
後
の
処
理
に
多
く
の
時
間

を
要
し
て
い
ま
し
た
。

　

目
指
す
の
は
、
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
か
な
く
と
も
、
誰
も
が
求

め
る
サ
ー
ビ
ス
を
容
易
に
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
、「
時
間
や
場

所
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
行
政
の
姿

で
す
。

　

そ
の
姿
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

市
民
に
、
行
政
へ
の
申
請
や
手
続

に
要
し
て
い
た
時
間
を
お
返
し

し
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

（2）
地
域
の
交
流
と
活
動
を
支
え

る
ミ
ド
ル
レ
イ
ヤ
ー
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト

　

災
害
や
福
祉
対
応
な
ど
横
浜
の

安
全
安
心
は
、
18
の
区
役
所
、
学

校
（
地
域
防
災
拠
点
）、
地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
な
ど
様
々
な
地
域
拠
点

と
自
治
会
町
内
会
を
始
め
と
し
た

多
様
な
地
域
の
担
い
手
の
方
々
の

連
携
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
担
い

手
不
足
に
加
え
、
地
域
課
題
が
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
な
か
で
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
課
題
を

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
役
所
と
地
域
拠
点
、
地
域
活

動
の
担
い
手
か
ら
な
る
、
地
域
の

交
流
と
活
動
を
支
え
る
中
核
と
な

る
層
を
「
ミ
ド
ル
レ
イ
ヤ
ー
」
と

し
、
そ
の
活
動
と
機
能
、
相
互
連

携
の
強
化
、
新
た
な
担
い
手
創
出

を
デ
ジ
タ
ル
で
促
進
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
デ
ジ
タ
ル
区
役
所

　

区
役
所
に
お
い
て
、
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域

課
題
に
限
ら
れ
た
人
員
で
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
や
業
務
効
率
化
の
実

現
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
書
か
な
い
・
待
た

な
い
・
行
か
な
い
そ
し
て
つ
な

が
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た「
デ

ジ
タ
ル
区
役
所
」
の
将
来
像
を
検

討
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
区（
西
区
・

港
南
区
）
を
中
心
に
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
区
で
は
、「
西
区
デ
ジ
タ
ル

区
役
所
モ
デ
ル
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
者
の
協

力
も
得
な
が
ら
、
窓
口
で
の
申
請

書
作
成
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
申
請
書
自
動
作
成
シ
ス
テ
ム

や
、
災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
の

迅
速
化
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
等
を
活
用

し
た
、
災
害
情
報
の
自
動
収
集
・

解
析
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
実
証
実
験

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
港
南
区
で
は
、「
あ
っ

た
か
デ
ジ
タ
ル
港
南
」
を
目
指

し
、
戸
籍
課
に
お
け
る
引
っ
越
し

等
に
伴
う
各
種
手
続
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
予
約
や
、
申
請
内
容
の

事
前
入
力
な
ど
、
港
南
区
全
庁
で

デ
ジ
タ
ル
に
係
る
取
組
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
モ
デ
ル
区
に
お
け
る

実
証
実
験
で
効
果
が
認
め
ら
れ
た

取
組
に
つ
い
て
は
、
他
区
へ
の
横

展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、
令
和

７
年
度
に
は
、
実
証
実
験
等
を
通

し
て
得
た
知
見
を
踏
ま
え
、
デ
ジ

タ
ル
区
役
所
の
「
将
来
像
」
を
お

示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
消
防
団
支
援
ア
プ
リ

　

横
浜
市
に
暮
ら
す
方
の
生
活

は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
自
治

会
町
内
会
や
民
生
委
員
、
消
防
団

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、

様
々
な
「
地
域
の
担
い
手
」
と
呼

ば
れ
る
方
々
と
の
協
働
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｄ
Ｘ
戦
略
に
お
い
て
も

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
地

域
の
担
い
手
支
援
」
を
掲
げ
て
お

り
、
地
域
の
担
い
手
の
負
担
軽
減

や
課
題
解
決
、
魅
力
の
発
信
等
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
先

行
モ
デ
ル
で
あ
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
消
防

団
活
動
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

　

横
浜
市
に
は
20
の
消
防
団
が
あ

り
、
約
８
，
０
０
０
名
の
消
防
団

員
が
地
域
の
消
防
防
災
活
動
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
に
伴

う
様
々
な
報
告
事
務
は
、
毎
月
、

紙
の
報
告
書
を
消
防
署
へ
持
参
す

る
な
ど
、
消
防
団
員
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
、
紙
で
報
告
し

て
い
た
主
な
事
務
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
べ
く
、
令
和
３
年
度
に
民
間

事
業
者
と
実
証
実
験
を
実
施
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
実
証
実
験

を
経
て
開
発
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
の
導
入
が
決
定

し
、
段
階
的
に
研
修
を
進
め
な
が

ら
令
和
５
年
２
月
か
ら
先
行
６
消

防
団
で
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
令
和
５
年
４
月
に
は

全
20
消
防
団
に
展
開
さ
れ
る
予
定

で
す
。

（3）
創
発
・
共
創
と
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
づ
く
り

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
・

地
域
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、

日
々
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
目

線
で
の
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
行
政
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
で
は

な
く
、
企
業
や
大
学
、
団
体
を
含

め
た
幅
広
い
視
点
が
不
可
欠
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
（
＝
Ｄ
）
を
持

つ
民
間
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る

「
共
創
」
で
、
１
＋
１
を
超
え
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
「
創
発
」
を
生

み
出
し
、
革
新
（
＝
Ｘ
）
に
よ
っ

て
新
た
な
横
浜
の
未
来
を
切
り
開

き
ま
す
。

▽
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

　

Ｈ
ａ
ｃ
ｋ
！

　

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
取

組
と
し
て
、
行
政
の
業
務
や
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
課
題
・
改
善
要
望

（
ニ
ー
ズ
）
と
、
そ
れ
を
解
決
す

る
企
業
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

（
シ
ー
ズ
）
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

変化イメージ 例） 住民異動届

Before
来
庁

申
請
書
記
載

窓
口
受
付

順
番
待
ち

After 来
庁

予
約
・
事
前
入
力

窓
口
受
付

窓口混雑緩和 書かない 待たない

消防団支援アプリ 港南区　オンライン予約フロー 西区　申請書自動作成システム
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オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、
そ
れ
が
「Y

O
K
O
H
A
M
A
 

H
ack !

」
で
す
。

　
『H

ack
』は
、「
切
り
開
く
」「
突

破
す
る
」と
い
っ
た
語
源
を
持
ち
、

近
年
で
は
、「
創
造
性
を
通
じ
て

現
状
の
あ
り
方
を
劇
的
に
改
善
す

る
」
と
い
う
意
味
で
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。『
既
成
概
念
を
打
破

し
、
新
た
な
横
浜
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
し
て
い
き
た
い
』
と
い

う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

各
所
管
課
が
「
今
」
抱
え
て
い

る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
企
業
等
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
募

り
、
行
政
だ
け
で
は
見
つ
け
出
せ

な
い
解
決
策
を
創
出
で
き
る
環
境

を
築
き
、
横
浜
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し

ま
す
。

掲
げ
て
、
９
つ
の
中
長
期
的

な
戦
略
と
、
計
画
期
間
の
４

年
間
に
重
点
的
に
取
り
組
む

38
の
政
策
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

戦
略
１
「
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
創
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
は
、
本
号
に
掲

載
し
て
い
る
保
留
児
童
対
策

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
や
子
育
て

世
帯
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

沿
う
ま
ち
づ
く
り
で
の
調
査

や
デ
ー
タ
分
析
の
成
果
、
戦

略
４
「
未
来
を
切
り
拓
く
経

済
成
長
と
国
際
都
市
・
横
浜

の
実
現
」
に
は
、
市
内
経
済

を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
へ

の
支
援
や
商
店
街
へ
の
支

援
、
観
光
の
振
興
な
ど
の
取

組
が
繋
が
り
、
ま
た
、
戦
略

５
「
新
た
な
価
値
を
創
造
し
続
け

る
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
」に
は
、

郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
や
住
生
活

に
関
す
る
取
組
が
、
戦
略
２
「
誰

も
が
い
き
い
き
と
生
涯
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
の
取
組
な
ど
が
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
す
る

た
め
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
、
Ｄ
Ｘ
の

視
点
と
デ
ー
タ
活
用
・
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、協
働
・

共
創
な
ど
の
視
点
を
重
視
し
て
い

ま
す
。

　

様
々
な
変
化
や
課
題
に
着
実
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
統
計
デ
ー

タ
等
か
ら
将
来
を
想
定
し
、
そ
こ

か
ら
見
え
る
課
題
を
先
取
り
し

て
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
最
適
な

方
策
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
基
本
認
識
の
も
と
、
令

和
４
年
12
月
に
「
横
浜
市
中
期
計

画
２
０
２
２
～
２
０
２
５
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
「
明
日
を
ひ
ら
く
都
市
」
を
共

に
め
ざ
す
都
市
像
と
し
て
描
き
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
戦
略

「
子
育
て
し
た
い
ま
ち
次
世
代
を

共
に
育
む
ま
ち
ヨ
コ
ハ
マ
」
を

　

令
和
４
年
６
月
に
は
第
一
弾
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
防
災
に
関
す
る
二

つ
の
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
計
三
十

五
の
企
業
等
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を

経
て
、
11
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
実
証

実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
続
け

て
９
月
に
は
都
市
に
関
す
る
二
つ

の
テ
ー
マ
の
解
決
に
も
着
手
し
、

こ
ち
ら
に
も
多
く
の
関
心
を
寄
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
たY

O
K
O
H
A
M
A
 H

ack!
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
前
述
の

ほ
か
に
、
横
浜
市
の
ニ
ー
ズ
を

ウ
ェ
ブ
上
で
適
宜
掲
載
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
機
能

等
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
様
々
な
主
体
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
課
題
解
決

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
き
出
し

て
い
き
ま
す
。

６
お
わ
り
に

　

本
市
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
は
ま
だ
動

き
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
歩
は
極
め
て
速
く
、

そ
の
先
行
き
を
予
測
す
る
こ
と
は

大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
や
区
役
所
に
お
け
る
実

証
実
験
な
ど
、
市
民
が
デ
ジ
タ
ル

の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
取
組
か
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
を
実
現

す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
市
民
に
届
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

行政サイド 民間サイド

マッチング

YOKOHAMA Hack!
創発・共創のプラットフォーム

課題発見・吸上げ 多様な改善提案の
引き出し

新たな価値・サービスの創造

現場における課題 WEBプラットフォーム
専門的コーディネート機能

課題のある行政サイドと、解決する技術を持つ民間サイドを
マッチングし、新しい価値やサービスの創造につなげる

実証実験・モデル事業

大学、企業などが持つ
デジタル技術

YOKOHAMA Hack！のマッチングイメージ

明日をひらく都市であり続けるために
～横浜市中期計画2022～2025コ  

ラ  
ム

編集部
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

社
会
状
況
の
変
化
や
、経
済
状
況
、

法
律
や
制
度
の
変
更
な
ど
様
々
な

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
生
活
を
取

り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
生
活
意
識
や

価
値
観
、
行
動
を
変
化
さ
せ
、
あ

る
い
は
逆
に
意
識
や
価
値
観
の
変

化
が
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
こ
と

も
あ
る
。

　

私
た
ち
の
意
識
や
価
値
観
は
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
の
積
み
重
ね
の
中

で
変
化
し
て
い
く
場
合
も
多
く
あ

る
が
、現
在
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は
、

突
発
的
で
私
た
ち
に
経
験
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
様
々
な
行
動
や
考

え
方
な
ど
生
活
の
全
般
を
変
容
さ

せ
る
に
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
通
勤
・
通
学
や

買
い
物
、
人
と
会
う
な
ど
、
何
か

を
す
る
目
的
で
、
す
る
た
め
の
場

所
に
移
動
す
る
、
と
い
う
こ
れ
ま

で
多
く
の
場
面
で
日
常
的
に
行
っ

て
い
た
行
動
が
制
限
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
私
た
ち
は
、
移
動
し

な
い
で
す
る
か
、
移
動
先
を
変
え

る
か
、
す
る
方
法
、
内
容
を
変
え

る
か
、
す
る
こ
と
自
体
を
や
め
る

か
を
改
め
て
考
え
、
判
断
し
、
選

択
し
て
行
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
う
し
て
、
現
在
も
経
済
活
動

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
や
負
担
、
知
識
や
体
験
を
得
る

機
会
の
損
失
な
ど
、様
々
な
方
面
、

レ
ベ
ル
で
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

本
号
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
や
意
識
の
変
化
を
概
観
し
、
併

せ
て
、移
動
を
前
提
と
し
な
い
「
な

る
べ
く
移
動・接
触
し
な
い
で
生
活

す
る
」と
い
う
経
験
に
よ
っ
て
変

化
が
起
き
て
い
る
の
か
、
現
時
点

で
で
き
る
範
囲
で
把
握
を
試
み
た
。

　

以
前
か
ら
の
傾
向
に
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
た
の
は
、
転
居
や
消

費
、観
光
な
ど
の
行
動
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
生
活
の
拠
点
と
な
る
住

ま
い
を
移
動
、
転
居
す
る
と
い
う

行
動
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
コ

ロ
ナ
禍
前
か
ら
移
動
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
２
０
２
０

年
４
月
、
５
月
に
は
大
き
く
減
少

し
、
本
市
で
も
転
入
数
、
転
出
数

と
も
に
減
少
し
た
。
た
だ
し
、
既

に
２
０
２
２
年
に
は
増
加
に
転
じ

以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ

う
に
見
え
る
。
ま
た
、
買
い
物
な

ど
の
消
費
行
動
に
も
変
化
が
顕
著

に
表
れ
、
実
店
舗
で
の
買
い
物
の

機
会
は
「
減
っ
た
」
と
す
る
人
が

３
年
度
に
６
割
近
く
に
上
っ
た

が
、
４
年
度
に
は
４
割
半
ば
に
縮

小
し
た
。
観
光
も
同
様
に
、
緊
急

事
態
宣
言
な
ど
の
影
響
で
著
し
く

減
少
し
た
が
、
少
し
づ
つ
戻
り
つ

つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活
行

動
は
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
急

変
し
た
が
、
一
部
で
揺
れ
戻
し
の

動
き
も
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
以
前
と
同
様
の
状
態

に
戻
る
と
は
考
え
に
く
い
。実
際
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
機
会
が

増
え
た
人
は
約
４
割
、
テ
レ
ワ
ー

ク
も
経
験
者
の
４
割
が
働
く
う
え

で
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回

答
す
る
な
ど
、
自
ら
の
行
動
を
考

え
直
す
機
会
を
経
て
、
今
後
も
、

よ
り
効
率
性
や
快
適
性
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
行
動
を
選
択
す
る
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

一
方
、
住
ま
い
や
仕
事
、
隣
近

所
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
に
対
す

る
意
識
や
価
値
観
は
、
こ
れ
ま
で

の
傾
向
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
様

子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
住
ま
い
周
辺
か
ら

の
移
動
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
地

域
と
の
接
点
―
例
え
ば
公
園
に
行

く
頻
度
な
ど
地
域
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
て
お
り
、
今
後
暮
ら
す
地

域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
住
ま
い
の

環
境
へ
の
関
心
が
よ
り
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
テ
レ

ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
等
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
は
、
通
勤
や
働

き
方
に
留
ま
ら
ず
、
居
住
地
選
択

や
家
族
、
地
域
と
の
係
わ
り
方
に

も
影
響
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
行
動

ほ
ど
急
激
で
は
な
く
と
も
、
コ
ロ

ナ
禍
の
経
験
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
意
識
や
価
値
観
に
反
映
し
て
い

く
の
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
に
お
い
て
、

意
外
な
も
の
が
売
れ
た
り
注
目
を

集
め
た
り
し
て
、世
の
中
の
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
コ
ト
が
、
様
々
な
形
で
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
店
に
行
き
、

商
品
を
か
ご
に
入
れ
、
レ
ジ
で
支

払
い
を
し
て
、
袋
に
入
れ
、
家
に

持
ち
帰
る
と
い
う
行
動
を
自
ら
が

し
な
い
で
済
む
訳
だ
が
、
そ
の
裏

で
は
別
の
何
か
―
人
や
デ
ー
タ
な

ど
―
が
代
わ
り
に
そ
れ
を
行
っ
て

い
て
、
そ
の
人
や
デ
ー
タ
に
関
連

し
た
別
の
何
か
が
必
要
と
な
っ
て

…
と
場
所
や
時
間
、
量
な
ど
と
の

関
係
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
様
々
に

繋
が
っ
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経

験
し
た
自
ら
の
行
動
を
改
め
て
選

択
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま

で
日
々
行
っ
て
き
た
こ
と
が
他
の

モ
ノ
や
方
法
に
置
き
換
え
可
能
な

の
か
、
そ
も
そ
も
必
要
な
の
か
を

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
置
き
換
え
に
と
ど
ま

ら
ず
、
効
率
化
や
や
り
方
の
変
化

に
よ
っ
て
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

新
た
な
〝
場
所
〟
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
、
今
働
い
て
い
る
人
が
移
動

せ
ず
に
仕
事
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
今
ま
で
就
労
が
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
人
に
と
っ
て
働
き
や
す

い
環
境
と
な
っ
た
り
、
新
た
な
活

動
の
場
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
一
部
の
商
店
街
が
地
域

経
済
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
、
そ
の

場
所
・
地
域
と
繋
が
る
役
割
を
確

立
し
、
ま
た
、
観
光
分
野
で
人
出

の
回
復
へ
の
期
待
だ
け
で
な
く
、

人
出
が
戻
っ
た
時
に
起
こ
り
う
る

課
題
へ
の
対
応
を
含
め
、そ
の「
場

所
」
と
係
わ
る
こ
と
に
更
な
る
価

値
を
見
い
出
す
取
組
を
進
め
て
い

る
よ
う
に
、
行
動
の
変
化
と
共
に

変
化
し
て
い
く
意
識
や
価
値
感
を

捉
え
て
対
応
し
て
い
く
視
点
が
重

要
と
な
る
。

　

一
度
変
わ
っ
た
行
動
が
ど
の
よ

う
に
定
着
す
る
の
か
、
意
識
は
ど

の
よ
う
に
そ
れ
ら
に
反
応
し
て
い

く
の
か
。
行
政
に
お
い
て
は
、
社

会
の
急
激
な
、
あ
る
い
は
緩
や
か

な
変
化
と
と
も
に
、
市
民
の
意
識

や
価
値
観
等
の
変
化
を
捉
え
、
こ

れ
か
ら
必
要
と
な
る
も
の
は
何

か
、
適
切
な
仕
組
み
は
何
か
に
つ

い
て
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

お
わ
り
に

《11》
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は
じ
め
に

　

昨
年
８
月
に
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点

の
全
国
の
待
機
児
童
数
は
２
，
９

４
４
人
と
な
り
、調
査
開
始
以
来
、

最
少
と
な
っ
た
。
本
市
で
も
、
同

日
時
点
の
待
機
児
童
数
は
11
人

と
、
４
年
連
続
で
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
で
、
市
内
で
希
望
通
り
の

保
育
所
等
を
利
用
で
き
ず
保
留
と

な
っ
た
児
童
は
２
，
９
３
７
人
い

る
。
こ
う
し
た
児
童
が
、
な
ぜ
保

留
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
詳
細
な
把
握
や
分
析
が

こ
れ
ま
で
で
き
て
い
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。

　

保
留
児
童
の
詳
細
な
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
要
因
を
デ
ー
タ
に
基
づ

き
明
ら
か
に
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
方
が
保
育
所
を
利
用
で
き
る

よ
う
対
策
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

に
、
就
任
直
後
の
山
中
市
長
か
ら

の
指
示
を
受
け
、
令
和
３
年
12
月

に
区
と
こ
ど
も
青
少
年
局
の
保
育

を
担
当
す
る
課
長
・
係
長
級
10
名

で
「
保
留
児
童
対
策
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
し
た
。

　

分
析
内
容
は
結
果
を
踏
ま
え
た

対
策
の
方
向
性
と
と
も
に
、
令
和

４
年
９
月
９
日
に
市
長
と
と
も
に

発
表
を
行
っ
た
。
保
留
児
童
の
分

析
及
び
公
表
は
、
全
国
初
の
取
組

と
な
り
、
発
表
に
対
す
る
反
応
も

大
き
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
本
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
に
お
け
る
調
査
と
そ
の
結
果
の

概
要
や
、
結
果
を
踏
ま
え
た
対
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
分

析
を
担
当
し
た
筆
者
か
ら
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

２ 

　 

調
査
の
概
要

（1） 

調
査
対
象

　

今
回
の
調
査
は
令
和
４
年
４
月

１
日
時
点
の
育
児
休
業
延
長
希
望

を
除
い
た
保
留
児
童
を
対
象
と
し

て
い
る（
本
稿
で
は
、
こ
れ
以
降
、

育
児
休
業
延
長
希
望
目
的
を
除
い

た
方
を
「
保
留
児
童
」（
注
１
）

と
呼
称
す
る
）。

　

同
日
の
保
育
所
入
所
申
請
者

は
、７
３
，５
３
８
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
希
望
通
り
の
保
育
所

等
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
保
留
児

童
が
、
２
，
９
３
７
人
で
あ
っ
た

こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
本
来
は
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
し
て
お
ら
ず
、
育

児
休
業
を
延
長
す
る
目
的
で
申
請

（
注
２
）
し
た
方
が
１
，
２
９
０

人
い
る
こ
と
が
既
知
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
除
外
し
た
１
，
６
４

７
人
を
調
査
対
象
と
し
た（
図
１
）。

（2） 

分
析
に
使
用
し
た
デ
ー
タ

　

申
請
者
の
意
向
や
児
童
・
家
庭

の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
、
申

請
書
の
う
ち

・
給
付
認
定
申
請
書

・
利
用
申
請
書

の
記
載
項
目
を
用
い
た
。
な
お
、

実
際
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
申

請
書
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
新
た

な「
デ
ー
タ
を
作
る
」必
要
が
あ
っ

た
。

　

例
え
ば
、
自
宅
か
ら
駅
ま
で
の

距
離
は
記
載
項
目
に
は
な
い
が
、

住
所
と
通
勤
に
関
す
る
記
載
事
項

か
ら
調
査
し
て
作
成
し
た
。ま
た
、

自
宅
・
最
寄
り
駅
・
希
望
園
の
位

置
関
係
の
把
握
の
た
め
に
適
宜
Ｇ

Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
。

さ
ら
に
、

・
保
育
所
等
利
用
保
留
実
態
調
査

（
令
和
３
年
８
月
実
施
）

の
結
果
も
活
用
し
た
。

（3） 

デ
ー
タ
分
析
の
議
論
と
手
法

　

保
留
児
童
の
要
因
に
つ
い
て
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
議
論
を
行
う
中

で
、
大
別
し
て
２
つ
の
パ
タ
ー
ン

が
指
摘
さ
れ
た
。

　

一
つ
は
、
様
々
な
要
因
か
ら
保

護
者
が
保
育
所
等
の
選
択
を
絞
り

込
む
こ
と
が
保
留
に
つ
な
が
る　

パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
現
場
経
験
の

あ
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
多
く
の
意
見

が
出
た
。

　

こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
、
希
望

園
の
選
択
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ

る
「
個
別
要
因
」
を
仮
説
と
し
て

で
き
る
限
り
多
く
挙
げ
、
こ
う
し

た
仮
説
と
申
請
園
数
と
の
関
連
性

を
調
べ
た
。
希
望
園
が
絞
り
込
ま

れ
る
な
ら
ば
、
申
請
園
数
が
減
る

は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
「
申
請
園
数
」
の
分
析
だ

け
で
は
、
な
ぜ
申
請
園
数
が
絞
り

込
ま
れ
る
の
か
、
或
い
は
ど
の
よ

う
に
対
策
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
ま
で
は
明
ら
か
に

木
村 

厚
朗

こ
ど
も
青
少
年
局
保
育
対
策
課
担
当
係
長

継続（進級）入所児

56,118 人

新規入所児

14,483 人

N=73,538人

保留児童
2,937人

保留児童のうち育休延長希望
1,290人

分析対象
1,647人

図１ 令和4年4月1日現在の入所申請者
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（2） 

個
別
要
因
の
状
況

　

前
述
の
と
お
り
、
希
望
園
の
選

択
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
「
個

別
要
因
」に
つ
い
て
分
析
を
し
た
。

仮
説
が
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
た

も
の
の
う
ち
、
主
な
結
果
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

◇
障
害
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
（
27

人
・
う
ち
医
療
的
ケ
ア
児
２
人
）

　

該
当
者
は
、
申
請
園
数
の
平
均

が
３
・
３
園
と
保
留
児
童
の
平
均

よ
り
少
な
か
っ
た
。
27
人
と
い
う

該
当
者
数
は
、
保
留
児
童
の
全
体

数
か
ら
見
る
と
多
く
は
な
い
が
、

待
機
児
童
11
人
の
う
ち
、
４
人
が

こ
の
要
因
に
該
当
し
て
い
た
。
ま

た
、
保
育
所
利
用
の
相
談
を
受
け

た
が
申
請
が
な
か
っ
た
方
な
ど
も

い
た
こ
と
を
現
場
か
ら
確
認
し
て

お
り
、
潜
在
的
な
希
望
者
も
一
定

数
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

た
。

◇
駅
か
ら
遠
い
場
所
（
距
離
２
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
（
69
人
）

　

申
請
園
数
は
平
均
３
・
６
園
以

下
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
希

望
し
た
園
の
場
所
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、自
宅
周
辺
の
希
望
が
多
く
、

駅
周
辺
ま
で
申
請
エ
リ
ア
を
広
げ

た
方
は
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

最
寄
り
駅
か
ら
離
れ
た
こ
う
し
た

エ
リ
ア
は
他
エ
リ
ア
か
ら
の
利
用

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
個

別
要
因
」
に
つ
い
て
、
追
加
し
て

ど
の
よ
う
な
分
析
を
行
う
必
要
が

あ
る
か
を
議
論
し
、
実
際
に
結
果

を
確
認
し
な
が
ら
対
策
の
方
向
性

を
検
討
し
た
。
議
論
の
中
で
、
当

初
仮
説
と
し
て
挙
げ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
対
象
と
は
し
な
い
こ
と

と
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

パ
タ
ー
ン
の
も
う
一
方
は
、
こ

う
し
た
「
個
別
要
因
」
が
な
く
保

留
と
な
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
保
育

ニ
ー
ズ
が
高
い
エ
リ
ア
に
お
住
ま

い
の
方
な
ど
の
中
に
は
、
比
較
的

多
く
の
希
望
園
を
挙
げ
て
も
保
留

と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
に
対

す
る
分
析
は
別
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
分
析
を
実
施

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、ま
ず
、「
個

別
要
因
」
が
あ
る
方
を
全
体
か
ら

切
り
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
保
留
児
童
全
員
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
「
個
別
要
因
」
が

あ
る
か
（
複
数
の
要
因
を
持
つ
方

も
い
る
）
を
調
べ
、
要
因
を
持
た

な
い
方
を
分
析
の
対
象
と
し
た

（
図
２
）。

　

さ
ら
に
、
前
述
の
保
育
所
等
利

用
保
留
実
態
調
査
の
結
果
を
活
用

し
て
、
令
和
３
年
４
月
に
保
留
と

な
っ
た
児
童
の
令
和
４
年
の
状
況

に
つ
い
て
追
跡
調
査
を
実
施
し
た
。

３ 

　 

結
果
の
概
要

（1） 

全
体
の
状
況

　

保
留
児
童
の
申
請
園
数
は
、
平

均
が
４
・
４
園
、
中
央
値
が
３
園

で
あ
っ
た
。
１
・
２
歳
児
の
申
請

園
数
が
多
い
一
方
で
、
幼
稚
園
等

も
選
択
で
き
る
４
・
５
歳
児
は
特

に
少
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
新
規
入
所
児
の
申
請
園

数
は
平
均
６
・
４
園
、
中
央
値
が

５
園
で
あ
っ
た
。
ま
た
新
規
入
所

児
は
８
園
・
10
園
以
上
の
申
請
が

多
く
、
１
園
の
み
の
申
請
（
本
稿

で
は
、
こ
れ
以
降
「
単
願
」
と
呼

称
す
る
。）
の
割
合
は
、
保
留
児

童
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。

が
見
込
め
ず
、
新
規
整
備
が
困
難

で
あ
る
。
こ
の
た
め
エ
リ
ア
内
に

あ
る
既
存
施
設
の
重
点
的
な
受
入

れ
枠
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

◇
き
ょ
う
だ
い
在
園
ま
た
は
同
時

申
請
（
４
４
７
人
）

　

き
ょ
う
だ
い
が
す
で
に
保
育
所

を
利
用
し
て
い
る
保
留
児
童
２
８

６
人
の
申
請
園
数
は
平
均
２
・
９

園
と
特
に
少
な
く
、そ
の
46
・
３
％

が
単
願
で
あ
っ
た
。
一
方
、今
回
、

き
ょ
う
だ
い
が
同
時
に
申
請
を

行
っ
た
保
留
児
童
２
８
１
人
の
申

請
園
数
は
平
均
３
・
８
園
で
あ
っ

た
。
き
ょ
う
だ
い
が
す
で
に
在
園

し
て
い
る
場
合
の
ほ
う
が
、
園
を

絞
り
込
む
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

き
ょ
う
だ
い
児
は
申
請
に
あ

た
っ
て
利
用
調
整
の
ラ
ン
ク
や
指

数
が
上
が
る
た
め
、
入
所
に
あ

た
っ
て
は
希
望
が
優
先
さ
れ
や
す

い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
保
留
児
童
と
な
っ
て
し
ま
う

要
因
の
一
つ
と
し
て
、
同
一
園
に

い
る
き
ょ
う
だ
い
児
同
士
に
競
合

が
発
生
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
令
和
３
年
４
月
時
点
で
き
ょ

う
だ
い
が
と
も
に
保
育
所
等
を
利

用
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
き
ょ

う
だ
い
で
の
利
用
者
の
１
割
は
、

き
ょ
う
だ
い
同
士
で
競
合
し
た
た

め
、
同
一
の
園
を
利
用
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
受
入
れ
枠
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

◇
同
一
法
人
の
み
選
択
の
方
（
36

人
）

　

特
定
の
法
人
が
提
供
す
る
保
育

方
針
等
に
魅
力
を
感
じ
て
お
り
、

同
一
法
人
の
み
を
選
択
し
た
方
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
29
人
は
、
選
択

し
た
園
の
立
地
が
５
０
０
メ
ー
ト

ル
以
内
に
収
ま
っ
て
ま
と
ま
っ
て

お
り
、
単
願
に
近
い
状
況
で
あ
っ

た
。

◇
認
可
保
育
所
の
み
の
選
択
の
方

（
６
１
８
人
）

　

小
規
模
保
育
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
型
保
育
事
業
を
選
択
せ

ず
、
認
可
保
育
所
の
み
を
申
請
し

た
方
で
あ
る
。
２
歳
児
以
下
の
方

は
、
申
請
園
数
が
少
な
い
ほ
ど
認

可
保
育
所
の
み
を
選
択
す
る
傾
向

に
あ
り
、
申
請
園
数
が
６
園
以
下

で
は
半
数
以
上
が
認
可
保
育
所
の

み
を
申
請
し
て
い
た
。こ
の
う
ち
、

３
園
以
上
の
申
請
が
あ
っ
た
４
４

０
人
に
つ
い
て
、
選
択
し
た
園
の

範
囲
内
に
あ
る
小
規
模
保
育
事
業

に
入
所
で
き
る
か
調
べ
た
と
こ
ろ

97
人
が
入
所
可
能
で
あ
っ
た
。（
注

３
）

◇
短
時
間
就
労
者
・
求
職
者
・
内

定
者
等
（
７
１
４
人
）

　

短
時
間
就
労
者
、
求
職
者
、
内

認可保育所のみ選択

保留児童 N=1,647

障害児・医療的ケア児

駅から遠い場所に居住

27人

69人（69人）

きょうだい在園・同時申請 418人（447人)

低学年児童等きょうだいあり 204人（220人)

同一法人のみ選択 18人（36人)

396人（618人)

短時間就労者・求職者・内定者等 225人（714人)

単願(１園のみ)
申請

６園以上
申請

２～５園
申請

100人（477人)63人(721人)127人（449人)

制約条件が見られない方 N=290

( )は個別要因毎の全該当者数

図２ 個別要因抽出イメージと該当者数
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定
者
と
い
っ
た
利
用
調
整
の
ラ
ン

ク
が
低
い
方
は
保
留
児
童
に
な
り

や
す
い
。
短
時
間
就
労
者
及
び
内

定
者
は
、
申
請
園
数
、
横
浜
保
育

室
等
の
入
所
割
合
と
も
、
保
留
児

童
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
。

　

利
用
調
整
の
ラ
ン
ク
が
低
い
方

は
、
就
労
形
態
な
ど
か
ら
一
時
保

育
で
も
対
応
可
能
な
場
合
も
あ

る
。
多
様
な
預
け
先
の
一
つ
と
し

て
、
一
時
保
育
等
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
る
。

◇
制
約
条
件
が
見
ら
れ
な
い
方
の

う
ち
、
単
願
の
申
請
の
方
（
１
２

７
人
）

　

こ
こ
か
ら
は
、前
述
の
と
お
り
、

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
な
「
個
別
要

因
」が
な
い
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

当
初
、「
個
別
要
因
」
が
な
い

方
は
申
請
園
数
が
多
い
層
を
想
定

し
て
い
た
が
、
単
願
の
方
も
多
く

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た

め「
制
約
条
件
が
見
ら
れ
な
い
方
」

に
つ
い
て
も
、
申
請
園
数
に
分
け

て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

単
願
の
方
に
つ
い
て
は
、
横
浜

保
育
室
等
の
入
所
者
と
育
児
休
業

延
長
を
許
容
で
き
る
方
が
約
７
割

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
継
続

を
前
提
に
し
た
申
請
も
推
測
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
特
定
保
育
所
の
み
の
申

込
者
38
人
に
つ
い
て
は
、
全
員
が

就
労
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
っ
た
。

発
表
を
実
施
し
た
令
和
４
年
９
月

時
点
で
は
継
続
分
析
と
し
た
が
、

そ
の
後
、
令
和
４
年
８
月
時
点
の

保
育
所
等
利
用
保
留
児
童
実
態
調

査
結
果
で
追
加
分
析
し
た
と
こ
ろ

で
は
、
す
で
に
半
数
が
保
育
所
等

や
他
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
ほ
か
、
今
年
度
中
の
保
育

所
利
用
に
こ
だ
わ
ら
な
い
方
等
が

多
く
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

◇
制
約
条
件
が
見
ら
れ
な
い
方
の

う
ち
、６
園
以
上
の
申
請
の
方（
１

０
０
人
）

　

制
約
条
件
が
見
ら
れ
な
い
方
の

う
ち
、
申
請
園
数
が
新
規
入
所
児

の
申
請
園
数
の
中
央
値
を
超
え
る

６
園
以
上
の
方
の
居
住
地
の
分
布

を
み
る
と
、
令
和
５
年
４
月
開
所

に
向
け
て
認
可
保
育
所
や
小
規
模

保
育
事
業
所
の
整
備
が
必
要
と
し

た
エ
リ
ア
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た

（
図
３
）。

（3） 

そ
の
他
の
分
析

◇
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
保
留

児
童
の
令
和
４
年
４
月
の
状
況

　

令
和
３
年
度
の
保
留
児
童
１
，

７
１
８
人
の
令
和
４
年
度
の
申
請

等
の
状
況
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

８
月
に
実
施
し
た
保
育
所
等
利
用

保
留
児
童
実
態
調
査
の
デ
ー
タ
と

今
回
の
デ
ー
タ
を
突
合
せ
、
追
跡

調
査
を
行
っ
た
。

　

令
和
３
年
度
中
に
保
育
所
に
入

所
で
き
た
方
や
、
令
和
４
年
度
は

保
育
所
を
申
請
し
な
か
っ
た
方
な

ど
が
い
る
た
め
、
令
和
４
年
も
継

続
し
て
申
請
し
た
方
は
、
５
５
６

人
で
あ
っ
た
。

　

令
和
４
年
も
保
留
児
童
の
方
は

１
０
０
人
い
た
が
、
こ
の
う
ち
48

人
が
横
浜
保
育
室
等
を
利
用
し
て

い
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
横
浜
保

育
室
等
を
継
続
利
用
し
て
い
る
方

の
、
令
和
４
年
の
申
請
園
数
は
平

均
２
・
５
園
と
前
年
か
ら
約
半
減

し
て
い
た
。

　

一
方
で
、
令
和
４
年
も
横
浜
保

育
室
等
の
利
用
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
保
留
児
童
は
41
人
い
た
。

こ
う
し
た
方
を
、（
２
）
で
述
べ

た
個
別
要
因
別
で
見
る
と
、「
き
ょ

う
だ
い
在
園
・
同
時
申
請
」
が
14

人
、「
短
時
間
就
労
者
・
求
職
者
・

内
定
者
等
」
が
12
人
で
あ
っ
た
。

区
別
で
は
、
保
留
児
童
も
多
い
、

港
南
・
港
北
・
戸
塚
区
が
６
人
ず

つ
で
最
も
多
く
、
こ
の
３
区
で
約

４
割
を
占
め
て
い
た
。

◇
距
離
分
析

　

保
留
児
童
と
新
規
入
所
児
で
、

自
宅
か
ら
保
育
所
等
を
経
由
し
て

駅
や
勤
務
先
に
向
か
う
ま
で
の
距

離
関
係
に
違
い
が
あ
る
か
を
分
析

し
た
。
駅
や
勤
務
先
か
ら
自
宅
ま

で
の
距
離
と
、
第
１
希
望
の
園
・

最
下
位
に
希
望
し
た
園
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
所
等
を
経
由
し
た
場
合
の

距
離
の
比
を
比
較
し
た
が
、
保
留

児
童
と
新
規
入
所
児
で
差
異
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
新
規
入
所
児
が

著
し
く
遠
い
園
を
選
択
し
な
く
て

も
入
所
で
き
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
た
（
図
４
）。

４ 

　 

対
策
の
方
向
性

　

分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
対
策
の

方
向
性
と
し
て
以
下
の
４
つ
の
取

組
を
策
定
し
た
。

　

な
お
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対

策
の
方
向
性
に
基
づ
く
取
組
を
、

予
算
案
に
計
上
す
る
な
ど
、
令
和

５
年
度
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（1） 

１
・
２
歳
児
の
受
入
れ
枠
の

確
保

　

き
ょ
う
だ
い
児
の
入
所
希
望
が

叶
わ
な
い
こ
と
や
、
新
規
入
所
児

の
中
央
値
を
超
え
る
６
園
以
上
を

記
載
し
て
も
保
留
と
な
る
の
は
、

受
入
れ
枠
が
な
い
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
こ
れ

ま
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
保
育

ニ
ー
ズ
の
高
い
１
・
２
歳
児
の
受

入
れ
枠
確
保
を
継
続
し
て
い
く
必

上大岡駅エリア

日吉駅周辺・
綱島駅周辺エリア

戸塚駅エリア

二俣川駅エリア

鴨居駅エリア

※代表的なエリアを掲載

サンプル数 第１希望園 最下位希望園
②と①の距離比 ③と①の距離比

新規入所児 210人 1.50 1.63
保留児童 256人 1.55 1.63

第１希望園

①

②

③

自宅

最寄り駅

最下位
希望園

図３ 制約条件が⾒られず６園以上申請した⽅の居住分布図４ 距離分析のイメージと結果
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

注
１　

育
児
休
業
は
原
則
と
し
て
、
子
が

１
歳
に
達
す
る
ま
で
取
得
で
き
る
が
、
保

育
所
等
に
入
れ
な
い
場
合
等
に
限
り
、
最

長
２
歳
に
達
す
る
ま
で
延
長
が
可
能
で
あ

り
、
育
児
休
業
を
延
長
す
る
に
は
、
保
留

児
童
に
な
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

注
２　

育
児
休
業
延
長
希
望
目
的
以
外
の

保
留
児
童
の
類
型
に
は
以
下
の
も
の
が
あ

る
。
横
浜
保
育
室
等
に
入
所
の
方
／
育
児

休
業
の
延
長
を
許
容
で
き
る
方
／
求
職
活

動
を
休
止
し
て
い
る
方
／
特
定
保
育
所
等

の
み
の
申
込
者
な
ど
／
待
機
児
童
。

注
３　

３
園
以
上
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
選

択
し
た
園
の
位
置
を
円
で
囲
む
こ
と
で
預

け
先
範
囲
の
傾
向
が
分
か
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。

要
が
あ
る
。

　

受
入
れ
枠
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
駅
か
ら
遠
い
場
所
に
居
住
の

方
や
き
ょ
う
だ
い
児
と
同
園
の
入

所
希
望
の
方
な
ど
に
対
し
て
は
、

ス
ポ
ッ
ト
的
な
既
存
施
設
の
定
員

増
を
、
ま
た
、
保
育
の
受
入
れ
枠

が
な
お
不
足
す
る
地
域
で
は
「
整

備
が
必
要
な
エ
リ
ア
」
と
し
て
、

認
可
保
育
所
や
小
規
模
保
育
事
業

の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
預
け
先
と
な
る
、

年
度
限
定
保
育
事
業
や
幼
稚
園
預

か
り
、
一
時
保
育
等
の
拡
充
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（2） 

一
時
保
育
等
の
拡
充

　

利
用
調
整
の
ラ
ン
ク
が
低
い
方

に
は
、
短
時
間
や
複
数
日
の
保
育

で
対
応
可
能
な
場
合
が
あ
り
、
一

時
預
か
り
の
拡
充
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、育
児
休
業
制
度
の
浸
透
で
、

１
歳
児
・
２
歳
児
か
ら
預
け
る
人

が
増
え
て
い
る
が
、
ご
家
庭
で
育

児
を
す
る
方
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

面
か
ら
も
一
時
預
か
り
は
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。
令
和
４
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
一
時
預
か

り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
一
時
保
育
等
の
受
入

れ
枠
拡
大
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

（3） 

障
害
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
の

対
応

　

障
害
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ

い
て
は
、
施
設
と
の
事
前
調
整
が

必
要
と
な
る
な
ど
受
入
れ
可
能
な

施
設
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
受

入
れ
相
談
が
で
き
る
園
の
情
報
提

供
や
行
政
の
相
談
体
制
を
充
実

し
、
保
護
者
へ
の
支
援
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
医

療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
は
、
看
護

師
な
ど
の
職
員
体
制
の
拡
充
や
安

全
な
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
す
る
た

め
の
研
修
な
ど
園
へ
の
支
援
も
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（4） 

選
択
肢
を
増
や
す
た
め
の
情

報
発
信
及
び
保
育
の
質
の
向
上

　

単
願
や
同
一
法
人
が
運
営
す
る

園
の
み
を
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
特

定
園
へ
の
思
い
入
れ
が
強
い
方

は
、
新
設
園
が
出
来
て
も
選
択
さ

れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
単

願
の
方
が
集
中
す
る
園
も
あ
り
、

定
員
増
に
も
限
界
が
あ
る
。
情
報

収
集
や
園
見
学
な
ど
を
通
し
て
、

希
望
施
設
を
よ
り
多
く
記
載
し
て

も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

が
入
所
に
繋
が
る
ほ
か
、
希
望
園

を
数
十
園
記
載
し
た
が
入
所
決
定

後
に
内
定
辞
退
や
途
中
退
所
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
に
も
な
る
。
保
育
の
質

が
園
の
選
択
に
影
響
を
与
え
な
い

よ
う
、
質
の
向
上
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
併
せ
て
、

「
保
育
所
等
の
申
請
イ
コ
ー
ル
認

可
保
育
所
の
申
請
」
だ
け
に
な
ら

な
い
よ
う
、
少
人
数
で
き
め
細
や

か
な
支
援
が
で
き
る
小
規
模
保
育

事
業
な
ど
の
情
報
発
信
を
中
心
と

し
た
ソ
フ
ト
的
な
対
応
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

５ 

　 

お
わ
り
に

　

今
回
の
デ
ー
タ
分
析
に
あ
た
っ

て
、
調
査
の
方
向
性
や
結
果
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
現
場

経
験
が
豊
富
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

議
論
で
あ
っ
た
。
仮
説
を
出
し
あ

う
場
面
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
数
値
化
し
て
い
く
か
を

議
論
す
る
中
で
も
現
場
の
経
験
が

生
き
た
。
経
験
豊
富
な
職
員
は
、

デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う
な
実
態
の
も

と
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
か
を
把

握
し
て
い
る
た
め
、
数
値
の
信
頼

性
に
も
理
解
が
及
ぶ
。
デ
ー
タ
を

活
か
す
の
は
経
験
で
あ
る
と
感
じ

た
。

　

一
方
で
、
デ
ー
タ
を
通
し
て
経

験
が
施
策
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

感
じ
た
。
な
ん
と
な
く
の
傾
向
を

つ
か
ん
で
い
る
こ
と
で
も
数
値
に

よ
っ
て
「
見
え
る
化
」
さ
れ
れ
ば
、

思
い
の
外
多
い
・
少
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
の
分
析
で

意
外
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
と
話

し
た
メ
ン
バ
ー
も
い
た
。
気
づ
き

は
新
し
い
施
策
と
な
り
う
る
。
仮

に
予
想
通
り
だ
っ
た
と
し
て
も
、

進
め
て
い
る
施
策
の
方
向
性
が
正

し
い
と
い
う
根
拠
と
な
る
。
結
果

は
ど
う
あ
れ
数
値
化
に
は
利
点
が

多
い
。

　

デ
ー
タ
分
析
に
は
大
変
な
部
分

も
あ
る
。市
職
員
は
、日
々
の
ル
ー

チ
ン
や
事
業
の
推
進
に
多
く
の
時

間
を
費
や
す
。
じ
っ
く
り
と
取
り

組
む
時
間
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も

ま
た
あ
る
。

　

し
か
し
、
時
間
が
な
い
で
終
わ

ら
せ
る
の
は
勿
体
な
い
。
日
々
の

業
務
を
通
じ
て
市
役
所
の
中
に
は

膨
大
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
市
職
員
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ

の
し
か
も
直
近
の
も
の
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
環
境
に
い
る
。
こ
う

し
た
デ
ー
タ
を
民
間
シ
ン
ク
タ
ン

ク
が
調
査
に
よ
っ
て
得
る
コ
ス
ト

を
考
え
る
と
、
我
々
が
い
か
に
恵

ま
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

市
で
は
今
、
施
策
立
案
に
お
け

る
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
」（
証
拠
に
基
づ

く
政
策
立
案
）
の
徹
底
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
変
化
の
激
し
い
社
会

に
施
策
を
即
応
さ
せ
て
い
く
上

で
、
デ
ー
タ
活
用
は
今
後
、
一
層

重
要
な
意
義
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　

そ
の
点
で
は
、
本
市
に
お
け
る

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

様
々
な
要
素
や
ニ
ー
ズ
が
絡
み
あ

う
保
育
・
子
育
て
分
野
で
の
本
取

組
が
、
市
民
に
直
に
接
す
る
職
員

の
経
験
と
デ
ー
タ
を
融
合
さ
せ
て

施
策
検
討
に
向
き
合
っ
た
事
例
と

し
て
、
皆
様
の
役
に
立
て
ば
う
れ

し
い
と
思
う
。
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１ 
　 

は
じ
め
に
～
２
０
２
５
年
か

　
   

ら
２
０
４
０
年
へ 

 　

本
市
で
は
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

を
中
心
と
し
た
日
常
生
活
圏
域
単

位
で
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
・

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
高
齢
者
が

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

住
ま
い
を
中
心
に
、
介
護
、
医
療
、

生
活
支
援
・
介
護
予
防
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
包
括
的
な
支
援
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
い
う
。

団
塊
の
世
代
全
員
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
２
０
２
５
年
、
さ
ら
に
は

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
全
員
が
高
齢

者
と
な
る
２
０
４
０
年
も
見
据
え

な
が
ら
、
全
国
各
地
で
構
築
・
推

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
85

歳
に
さ
し
か
か
る
２
０
３
５
年
前

後
か
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
が
特
に
大
き
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を

年
代
別
に
見
る
と
、
利
用
者
や
介

護
給
付
費
の
ピ
ー
ク
は
85
歳
～
89

歳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
予
測
で

は
、
２
０
４
０
年
に
か
け
て
急
激

な
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
訪
れ

る
。
こ
の
変
化
に
よ
る
影
響
も
注

視
し
な
が
ら
、
前
期
高
齢
者
（
65

歳
～
74
歳
）
に
は
地
域
の
担
い
手

と
し
て
の
活
躍
を
、
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
に
は
介
護
予
防
に

取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
と
と
も
に
、
ケ
ア
が
必

要
に
な
っ
た
際
に
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

る
。

　
２ 
　 
こ
れ
ま
で
の
取
組

（1） 

圏
域
レ
ベ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
活
用

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
あ
た

り
、
２
０
１
８
年
に
市
域
及
び
日

常
生
活
圏
域
ご
と
の
地
域
特
性
を

把
握
・
分
析
す
る
た
め
、
当
時
先

行
開
発
さ
れ
て
い
た
Ｙ
ｏ
Ｍ
Ｄ
Ｂ

（Y
okoham

a O
riginal M

edical 
D
ata Base

）
に
、
介
護
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
、
要
介
護
認
定
情
報
及

び
住
基
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
圏
域

情
報
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

２
０
１
９
年
か
ら
、
運
用
を
開
始

し
て
い
る
。

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
、
例

え
ば
、
本
市
の
要
支
援
・
介
護
認

定
率
は
全
国
平
均
値
と
同
じ
く

18
・
９
％
だ
が
、
日
常
生
活
圏
域

ご
と
に
見
る
と
、
10
ポ
イ
ン
ト
以

上
の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
注
１
）。
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性

を
踏
ま
え
、
区
高
齢
・
障
害
支
援

課
・
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
は
、半
期
ご
と
に
、

日
常
生
活
圏
域
等
ご
と
の
高
齢
化

率
、
要
介
護
認
定
率
及
び
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
を
「
地
区
概

況
シ
ー
ト
」
と
し
て
ま
と
め
、
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
的
知

見
を
要
す
る
分
析
を
産
業
医
科
大

学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
実
施
し

て
お
り
、
介
護
の
重
度
化
を
予
防

す
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
取
り
組
む
関
係
者
へ
の
研
修

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
（2） 

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

（
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
調
査
）
の
実
施

　

横
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
合
わ
せ
、
２
０
１
３
年
か
ら
、

一
般
社
団
法
人
日
本
老
年
学
的
評

価
研
究
（
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
機
構
と

共
同
で
、「
健
康
と
く
ら
し
の
調

査
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
調
査
で
は
、
市
内
在
住
の
要

介
護
認
定
（
要
支
援
を
除
く
）
を

受
け
て
い
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
、
暮
ら
し
ぶ
り
や
健
康
状
態
等

を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
把
握
し
て

い
る
。

　

直
近
の
大
規
模
調
査
で
あ
る
２

０
１
９
年
調
査
に
お
い
て
、
全
国

64
市
町
村
の
比
較
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、本
市
の
強
み
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
「
社
会
参
加
」
が
高
い

こ
と
で
あ
り
、
一
方
、
課
題
は
、

「
要
支
援
・
要
介
護
リ
ス
ク
得
点
」

が
高
く
、「
認
知
症
リ
ス
ク
者
」、

「
社
会
的
役
割
低
下
者
」
の
割
合

が
高
い
こ
と
、「
友
人
知
人
と
会

う
頻
度
が
高
い
者
」、「
情
緒
・
手

段
的
サ
ポ
ー
ト
」、「
助
け
合
い
」

が
少
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
近
年
の

研
究
で
は
、
趣
味
の
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
人
と
つ
な

が
る
地
域
活
動
は
、
地
域
の
力
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の

健
康
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
社
会
参
加

は
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
調
査
結
果
は
、
区
及

び
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
集
計
の

上
、
区
・
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
も

伊
藤 

彩
子

健
康
福
祉
局
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
高
齢

者
社
会
参
加
推
進
担
当
係
長
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の
生
活
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
配
食
及
び

大
規
模
ス
ー
パ
ー
や
地
域
の
商
店

な
ど
と
連
携
し
た
移
動
販
売
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（4） 

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や

認
知
症
支
援
の
充
実

　

前
記
の
取
組
に
加
え
、
日
常
生

活
に
支
援
や
手
助
け
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
ケ
ア
等
の
選
択
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
必
要
な
施
設
や
住
ま
い
の

場
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
ま
で
の
待
機
期
間
の
短
縮

を
目
標
に
掲
げ
な
が
ら
、
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
施
設
整
備

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
増

大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
た
め
、
①
新
た
な
介
護

人
材
の
確
保
、
②
介
護
人
材
の
定

着
支
援
、
③
専
門
性
の
向
上
を
３

本
の
柱
と
し
て
、
介
護
を
担
う
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
施
策
推
進
計

画
を
策
定
し
、
高
齢
化
と
と
も
に

増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
・
理
解
の
普

及
や
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
社
会

参
加
の
充
実
、医
療
体
制
の
充
実
、

共
有
し
、
毎
年
の
区
・
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
の
事
業
計
画
に
役
立
て
て

い
る
。

（3） 

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
～

　
「
介
護
予
防
」・「
社
会
参
加
」・

「
生
活
支
援
」
の
一
体
的
推
進

　

⑴
及
び
⑵
の
デ
ー
タ
は
、
区
高

齢
・
障
害
支
援
課
や
区
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
職

員
な
ど
が
収
集
し
た
地
域
情
報
等

と
と
も
に
、
小
圏
域
で
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
、
地
域
ご
と

の
介
護
予
防
の
推
進
や
多
様
な
生

活
支
援
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
介
護
予
防
に
お
い
て

は
、
地
域
で
核
と
な
る
介
護
予
防

活
動
を
行
う
「
元
気
づ
く
り
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拡
充
に
向
け
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
多

い
エ
リ
ア
で
地
域
住
民
と
共
に
介

護
予
防
講
座
に
取
り
組
み
、
自
主

グ
ル
ー
プ
化
や
、
そ
の
後
の
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
の

充
実
に
向
け
て
は
、
地
域
住
民
と

の
協
議
の
場
（
注
２
）
を
通
じ
、

地
域
の
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
話
し
合
い

の
場
を
通
じ
て
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど

権
利
擁
護
な
ど
の
取
組
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

３ 

　 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

　

地
域
の
様
々
な
活
動
は
中
止
さ

れ
、
ま
た
、
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
も
、一
時
、通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
控
え
る
な
ど
の
事

態
が
起
こ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
前
述

し
た
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
調
査
（
対
象
者

は
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
）
の
２
０
１
９

年
か
ら
２
０
２
１
年
の
経
年
比
較

で
は
、
地
域
の
様
々
な
活
動
の
中

止
や
個
人
の
行
動
控
え
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
健
康
２
次
被
害
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

比
較
は
、
２
０
１
９
年
、
２
０

２
０
年
、
２
０
２
１
年
に
行
っ
た

３
回
の
調
査
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

１
回
で
も
調
査
に
参
加
し
た
人
を

対
象
に
実
施
し
た
（
繰
り
返
し
横

断
分
析
）。

　

な
お
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

率
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
現
在
ま
で
、
特
に
大
き
な
変
化

は
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
る
。（
２

０
１
９
年
３
月
は
18
・
２
％
、
２

０
２
２
年
３
月
は
18
・
９
％
）

（1） 

フ
レ
イ
ル
割
合
や
要
支
援
・

要
介
護
リ
ス
ク
者
割
合
が
増
加

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
高
齢
期
に
体

力
や
気
力
、
認
知
機
能
な
ど
、
か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
機
能
（
は
た
ら

き
）
が
低
下
し
、
将
来
介
護
が
必

要
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
、「
フ
レ
イ

ル
者
割
合
」
は
、
２
０
２
１
年
ま

で
の
３
年
間
で
、
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
の
伸
び
が
見
ら
れ
た（
図
１
）。

同
様
に
、も
と
も
と
高
か
っ
た「
要

支
援
・
要
介
護
リ
ス
ク
者
割
合
」

も
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
他
都
市
と
比
べ
て
も
高
い

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
予
防

の
取
組
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。

（2） 

社
会
参
加
が
コ
ロ
ナ
禍
前
ま

で
回
復
し
て
い
な
い

　

２
０
１
９
年
調
査
で
は
、
社
会

参
加
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
強
み

で
あ
っ
た
が
、
社
会
参
加
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
ほ
ど
回
復
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
（
図
２
）。
な
お
、

交
流
を
目
的
に
し
た
ウ
ェ
ブ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
利
用
者
は
、
う
つ
・
孤

立
リ
ス
ク
は
低
い
こ
と
も
わ
か
っ

た
が
、
利
用
は
一
部
の
高
齢
者
に

と
ど
ま
る
。

生活支援体制整備事業における地域づくりの流れ
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（3） 
社
会
参
加
を
始
め
、
重
度
化

予
防
ま
で
の
介
護
予
防
の
推
進
の

必
要
性

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

現
在
、社
会
参
加
の
回
復
に
向
け
、

介
護
予
防
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
資

す
る
「
通
い
の
場
」
の
再
定
義
を

進
め
、よ
り
対
象
を
広
げ
な
が
ら
、

多
機
関
に
よ
る
支
援
の
あ
り
方
も

整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
人

と
し
て
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か

せ
る
新
た
な
社
会
参
加
の
在
り
方

も
検
討
を
行
う
な
ど
、
よ
り
多
く

の
高
齢
者
が
生
き
が
い
あ
る
生
活

を
送
れ
る
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
介
護
の
重
度
化
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
入
院
な
ど
急

性
期
イ
ベ
ン
ト
を
防
ぐ
た
め
の
医

療
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要

性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
急
増

す
る
と
見
込
ま
れ
る
２
０
３
５
年

前
後
に
向
け
、
元
気
高
齢
者
か
ら

要
介
護
高
齢
者
ま
で
一
貫
し
た
予

防
施
策
を
展
開
し
、
高
齢
者
が
最

期
ま
で
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
住
環
境
や
地
域
ご
と
の
健
康

課
題
等
の
特
徴
の
分
析
も
進
め
、

各
地
域
で
の
き
め
細
か
な
事
業
展

開
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

４ 

　 

こ
れ
か
ら

　

２
０
２
３
年
度
は
「
第
９
期
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進
計

画
」
の
策
定
が
控
え
て
い
る
。
さ

ら
に
介
護
保
険
利
用
状
況
の
分
析

や
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
、

介
護
予
防
・
社
会
参
加
・
生
活
支

援
の
充
実
を
一
体
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
必
要
時
に
適
切
な
ケ
ア

を
提
供
で
き
る
地
域
づ
く
り
や
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

注
１　

い
ず
れ
も
、
令
和
４
年
３
月
末
現

在
の
数
字
。
国
及
び
市
全
体
の
認
定
割
合

は
、
第
１
号
被
保
険
者
数
に
対
す
る
65
歳

以
上
の
認
定
者
数
、
圏
域
ご
と
の
認
定
割

合
は
、
住
民
基
本
台
帳
上
の
65
歳
以
上
人

口
に
対
す
る
65
歳
以
上
の
認
定
者
数
。
な

お
、
圏
域
内
デ
ー
タ
の
集
計
に
あ
た
り
、

介
護
施
設
居
住
者
は
除
外
し
て
い
な
い

注
２　

主
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
支
援
主
体
間
の
連

携
体
制
の
中
で
、
必
要
な
生
活
支
援
・
介

護
予
防
・
社
会
参
加
に
か
か
る
活
動
・
サ
ー

ビ
ス
を
創
出
し
、
又
は
継
続
・
発
展
さ
せ

る
た
め
の
具
体
的
な
企
画
立
案
を
行
う
こ

と
を
目
標
と
し
開
催
す
る
会
議
。
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活動頻度を質問した。

• 2021年11~12月に調査を実施して2021年1月（2回目の緊急事態宣言の時期）、2021年9月（3回目の緊急事態宣言の時期）
での活動頻度を質問した。

2020年調査
（2020年11～12月に実施）

図１ フレイルの割合の変化

図２ 活動頻度が月1回以上である者の割合
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

１
は
じ
め
に

　

本
市
は
、
今
後
10
年
間
の
住
ま

い
や
住
環
境
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
横
浜
市
住
生
活
基
本
計

画
」を
平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
、

平
成
30
年
２
月
に
改
定
し
て
い
る
。

　

近
年
、
自
然
災
害
の
頻
発
・
激

甚
化
、
急
速
な
技
術
革
新
や
Ｄ
Ｘ

の
進
展
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
対
策
の
加
速
化
な
ど
の

「
社
会
環
境
の
変
化
」
や
、
コ
ロ

ナ
禍
を
契
機
と
し
た
新
た
な
暮
ら

し
方
・
働
き
方
と
い
っ
た
「
価
値

観
の
多
様
化
」
な
ど
、
横
浜
市
の

住
生
活
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た

今
後
の
住
宅
政
策
の
展
開
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
４
月
に
第
７
次
横

浜
市
住
宅
政
策
審
議
会
に
諮
問

し
、
令
和
４
年
５
月
に
答
申
を
受

領
し
た
。
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、

「
横
浜
市
住
生
活
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」（
以
下「
本
プ
ラ
ン
」と
い
う
。）

を
同
年
10
月
末
に
改
定
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
本
プ
ラ
ン
の
概
要

と
と
も
に
、
特
集
テ
ー
マ
に
関
連

の
深
い
郊
外
住
宅
地
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
前
回
プ
ラ
ン
と
の
比
較

に
触
れ
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。

２
目
指
す
べ
き
将
来
像

　

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
及
び
図
１

は
、
本
プ
ラ
ン
が
掲
げ
る
10
年
後

の
将
来
像
で
あ
る
。
横
浜
ら
し
い

多
様
な
〝
地
域
特
性
〟
と
多
彩
な

〝
市
民
力
〟
を
生
か
し
、
社
会
状

況
に
伴
い
変
容
し
続
け
る
市
民
の

価
値
観
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
と
の
思
い
を
込
め
て

い
る
。
こ
の〝
地
域
特
性
〟と〝
市

民
力
〟の
２
つ
が
、『
横
浜
ら
し
さ
』

を
物
語
っ
て
い
る
。

　

図
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

市
の
南
部
方
面
か
ら
都
心
部
を
眺

め
る
構
図
と
し
、
手
前
に
郊
外
部

の
低
層
住
宅
地
を
配
置
し
た
。「
住

宅
」
よ
り
も
「
人
と
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」
を
大
き
く
描
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の「
暮
ら
し
」を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
せ
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ラ
ス

ト
で
は
タ
イ
ト
ル
を
含
め
、
敢
え

て
文
字
を
入
れ
て
い
な
い
。「
こ

れ
は
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
」
と
、
イ
ラ
ス
ト
の
登
場

人
物
と
10
年
後
の
自
分
を
重
ね
合

わ
せ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
将
来
を
楽
し
み
な
が
ら

思
い
描
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
企

図
し
た
。

　

な
お
、
本
プ
ラ
ン
の
巻
末
に
説

明
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
た

の
で
、
答
え
合
わ
せ
を
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

３
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

　

図
２
の
右
側
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。
本
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て
、
３
つ
の
視

林
隆
一

建
築
局
住
宅
政
策
課
担
当
係
長

図１ ⽬指すべき将来像（2031年をイメージ）
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ち
出
し
て
い
る
が
、
今
回
は
自
宅

周
辺
で
過
ご
す
時
間
が
増
加
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、『
楽
し
む
』
を

柱
の
一
つ
に
加
え
た
こ
と
に
特
徴

が
あ
る
。

　

次
に
、
郊
外
の
低
層
住
宅
地
に

お
け
る
具
体
的
な
取
組
を
２
つ
紹

介
す
る
。

　

両
取
組
と
も
、
前
回
の
プ
ラ
ン

に
は
な
く
、
今
回
初
め
て
位
置
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
２
つ
目

の
「
農
」
の
取
組
は
、『
楽
し
む
』

を
具
現
化
す
る
ほ
か
、
地
域
の

様
々
な
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

①
働
く
場
や
買
物
な
ど
の
生
活
利

便
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

む
地
域
の
居
場
所
な
ど
、「
住

　

む
」以
外
の
多
様
な
機
能
の
誘
導

　

本
市
で
は
、
市
街
化
区
域
の
約

４
割
を
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
に
指
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

良
好
な
住
環
境
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
一
方
、
住
宅
以
外
の
立
地
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、
最
寄
り
の
日

用
品
店
舗
ま
で
の
距
離
が
遠
い
な

ど
、
特
に
高
齢
者
等
の
生
活
利
便

性
の
面
で
大
き
な
課
題
が
生
じ
て

い
る
ほ
か
、
先
述
の
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
と
し
た
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ

点
と
７
つ
の
目
標
を
設
定
し
た
。

　

こ
れ
を
、
前
回
の
プ
ラ
ン
と
比

較
し
て
み
る
。
３
つ
の
視
点
は
、

前
回
の
プ
ラ
ン
で
は
「
人
」「
住

ま
い
」「
住
宅
地
・
住
環
境
」、
今

回
の
プ
ラ
ン
で
は
、「
社
会
環
境

の
変
化
」「
居
住
者
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
」
と
、

言
い
回
し
や
順
番
が
異
な
る
も
の

の
、
全
体
の
方
向
性
と
し
て
は
前

回
の
プ
ラ
ン
を
概
ね
踏
襲
し
つ

つ
、
目
標
１
に
前
回
と
の
違
い
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
下
、
目
標
１
に
つ
い
て
詳
し

く
述
べ
る
。

目
標
１

　
「
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
し
、
多
様
な
ま
ち
の
魅
力
を

生
か
し
た
豊
か
な
住
宅
地
の
形
成
」

　

全
国
的
に
、
働
き
方
改
革
の
進

展
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
多
様
な
住
ま
い
方
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍

を
契
機
と
し
て
、
勤
務
場
所
に
縛

ら
れ
な
い
テ
レ
ワ
ー
ク
の
動
き
が

急
速
に
広
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
、「
外
食
」
や
「
趣
味
・
娯
楽
」

な
ど
、
自
宅
周
辺
に
出
か
け
る
割

合
の
増
加
や
、
公
園
・
広
場
な
ど
、

ゆ
と
り
あ
る
屋
外
空
間
の
充
実
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
コ

ロ
ナ
禍
の
生
活
行
動
調
査
に
お
い

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

い
。
当
課
が
令
和
２
年
度
に
独
自

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
、
日

常
の
買
物
や
医
療
・
福
祉
・
文
化

施
設
な
ど
の
利
便
性
、公
園
や
緑
・

水
辺
な
ど
の
自
然
環
境
、
近
隣
の

人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り

な
ど
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
、
住
み
替
え
先
の
立
地
に
対
す

る
考
え
が
変
化
し
た
人
が
34
・

３
％
、
そ
の
う
ち
住
み
替
え
先
と

し
て
、
現
住
地
よ
り
も
郊
外
部
を

希
望
す
る
人
が
42
・
６
％
と
な
っ

て
い
る
。（
図
３
）

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本

市
郊
外
部
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
な
ど
の
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
若
い
世
代
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
『
住

み
』、『
働
き
』、『
楽
し
み
』、『
交

流
』
で
き
る
住
宅
地
を
形
成
し
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。（
図
４
）

　

な
お
、
前
回
の
プ
ラ
ン
に
お
い

て
も
「『
住
む
』
住
宅
地
か
ら
、

多
世
代
の
た
め
の
『
住
む
』『
活

動
す
る
』『
働
く
』
を
実
現
で
き

る
郊
外
住
宅
地
へ
の
転
換
」
を
打

1

視 点 ⽬ 標

「社会環境
の変化」
の視点

⽬標１ 新たなライフスタイルに対応し、多様なまちの魅⼒を⽣かした豊かな
住宅地の形成

⽬標２ 災害に強く、安全な住まい・住宅地の形成と被災者の住まいの確保

「居住者・
コミュニティ」
の視点

⽬標３ 多様な世帯が健康で安⼼して暮らせる住まい・コミュニティの形成

⽬標４ 住宅・福祉施策が⼀体となった重層的な住宅セーフティネットの充実

⽬標５ 脱炭素社会の実現に向けた良質な住宅ストックの形成

「住宅ストック」
の視点

⽬標６ マンションの管理適正化・再⽣円滑化の推進

⽬標７ 総合的な空家等対策の推進

視 点 ⽬ 標

「⼈」
からの視点

⽬標１ 若年世帯から⼦育て世帯や⾼齢者世帯まで、安⼼して暮らせる
住まいの確保や住まい⽅の実現

⽬標２ 重層的な住宅セーフティネットの構築による住宅確保要配慮者の
居住の安定確保

「住まい」
からの視点

⽬標３ 良質な住宅ストックの形成

⽬標４ 総合的な空家対策の推進

⽬標５ 低炭素社会の実現に向けた環境にやさしい住まいづくり

「住宅地・
住環境」
からの視点

⽬標６ 災害に強く、安全・安⼼な住宅と住環境の形成

⽬標７ 住み慣れた⾝近な地域で、誰もが安⼼して暮らし続けられる、
持続可能な住宅地・住環境の形成

図３ コロナ禍を受けた、郊外への住み替え意向～ヨコハマeアンケート（令和２年10月。建築局）

図２ ３つの視点と７つの⽬標における前回のプランとの比較（左：前回のプラン、右：今回のプラン）

変わった変わった
34.3%

どちらとも
言えない
26.4%

どちらとも
言えない
26.4%

変わらない
38.8%

無回答 0.6%
現住地より都心部
（市内都心部・
東京都・川崎市など）
に住みたい 21.3%

現住地より都心部
（市内都心部・
東京都・川崎市など）
に住みたい 21.3%

現住地より郊外部
（市内郊外部・
県内他市など）に
住みたい
42.6%

現住地より郊外部
（市内郊外部・
県内他市など）に
住みたい
42.6%

県外の地方
に住みたい
（移住したい）
21.3%

県外の地方
に住みたい
（移住したい）
21.3%

立地条件の
こだわりはない

9.8%

その他 3.3% 無回答 1.6%
住み替え
たい
住み替え
たい
13.9%13.9%

増改築したい
6.0%

どちらも
したいと思わない

79.3%

無回答0.8%

「住み替えたい」を選択した方にお聞きします。新
型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、住み
替え希望の立地に対する考えは変わりましたか。

ステイホームを契機に、ご自宅の住み替え又は
増改築をしたいと思いますか。（実現可能性は
低くてもかまいません。）

「変わった」を選択した方にお聞きします。住み替
え希望の立地について、あなたの考えに最も近い
ものを選択してください。

n=1,283 n=178 n=61

変わった
34.3%

42.6%
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■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

価
さ
れ
、
平
成
28
年
に
は
、
こ
れ

ま
で
「
宅
地
化
す
べ
き
も
の
」
と

さ
れ
て
い
た
都
市
農
地
の
位
置
付

け
が
、「
都
市
に
あ
る
べ
き
も
の
」

へ
と
大
き
く
転
換
し
、
特
定
生
産

緑
地
制
度
や
田
園
住
居
地
域
が
新

た
に
創
設
さ
れ
た
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
お
い
て
も
、

地
産
地
消
や
農
体
験
、
子
ど
も
の

食
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

等
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
そ
の
傾
向

は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
「
農
」
を
通
じ
た
市
民

活
動
も
、
様
々
な
地
域
で
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
第

７
次
横
浜
市
住
宅
政
策
審
議
会
・

第
２
専
門
部
会
（
令
和
３
年
６
月

の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
建

築
局
都
市
計
画
課
で
は
、
平
成
８

年
以
来
の
用
途
地
域
等
の
全
市
見

直
し
に
着
手
し
て
い
る
。
日
用
品

店
舗
や
喫
茶
店
等
の
立
地
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域
か
ら
第
二
種
低
層
住
居

専
用
地
域
へ
の
見
直
し
や
、
働
く

場
等
の
創
出
を
目
的
と
し
た
特
別

用
途
地
区
の
指
定
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
住
み
、
働
き
、

楽
し
み
、
交
流
す
る
場
」
を
創
出

し
、
持
続
可
能
で
価
値
の
高
い
郊

外
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

②
身
近
な
農
や
緑
、
水
辺
、
歴
史

な
ど
、
横
浜
な
ら
で
は
の
地
域

の
資
源
や
自
然
の
恵
み
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
検
討

　

本
市
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
が
入
り
組
ん
で
い
る

た
め
、
大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
市

民
生
活
の
身
近
な
場
所
に
多
様
な

緑
（
農
地
、
樹
林
地
な
ど
）
を
有

し
て
い
る
。
山
積
す
る
課
題
を
解

決
し
、
将
来
を
見
据
え
た
住
宅
地

の
形
成
を
図
る
上
で
、
こ
う
し
た

横
浜
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
す

視
点
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
「
農
地
」
に
つ
い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
防
災
、
環
境
、

景
観
な
ど
多
面
的
な
機
能
が
再
評

22
日
）に
お
い
て
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
内
海
氏
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
H
P
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
の
お

話
で
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

「﹃
土
﹄を
耕
し
、﹃
心
﹄を
耕
す
！
」

︵
内
海
氏
︶

「﹃
ま
ち
﹄
を
耕
す
！
」︵
瓜
坂
氏
︶

（『
住
み
』『
働
き
』『
楽
し
み
』『
交

流
す
る
』…
も
う
一
つ
の
柱
は『
耕

す
』
で
は
な
い
か
、
筆
者
は
密
か

に
思
っ
て
い
る
…
）

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
住

宅
地
と
農
地
が
共
生
し
、
農
を
通

じ
て
食
や
生
き
方
を
豊
か
に
す
る

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
住
宅
地
と
し
て
の
魅
力

や
価
値
の
向
上
、
子
育
て
世
帯
の

流
入
や
定
住
の
促
進
、
さ
ら
に
は

農
地
の
保
全
や
農
業
従
事
者
の
担

い
手
育
成
な
ど
、
様
々
な
課
題
解

決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

４
お
わ
り
に

　
「
住
ま
い
」
は
、
生
活
の
３
要

素
「
衣
・
食
・
住
」
の
一
つ
と
し

て
我
々
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
ス
タ

イ
ル
・
働
き
方
で
は
、
得
て
し
て

「
住
ま
い
は
寝
に
帰
る
と
こ
ろ
」

と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
、

自
宅
周
辺
で
過
ご
す
時
間
が
増

え
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
「
住
ま

い
」
や
「
ま
ち
」
を
見
つ
め
直
す

機
会
が
増
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
断
熱
化
・
省

エ
ネ
化
な
ど
健
康
や
快
適
性
に
直

結
す
る
「
住
ま
い
」
の
性
能
を
高

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
、「
ま
ち
」の
価
値
を
高
め
、

「
住
む
な
ら
ヨ
コ
ハ
マ
」、「
住
ん

で
良
か
っ
た
ヨ
コ
ハ
マ
」
と
、
誰

も
が
誇
れ
る
「
住
ま
い
・
ま
ち
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
住
宅
政
策
だ

け
で
な
く
、
福
祉
、
防
災
、
環
境
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
分
野

の
連
携
や
、
地
域
、
企
業
、
大
学

な
ど
、
様
々
な
主
体
と
の
連
携
も

必
要
で
あ
る
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
本
プ
ラ

ン
の
策
定
に
多
大
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
一
層

の
御
協
力
と
連
携
を
お
願
い
し
、

本
報
告
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

住 む

交流する
憩う・集う

働 く
在宅ワーク・コワーキング・
サテライトオフィス

等

楽しむ
遊ぶ・学ぶ・耕す

多 世 代

住民が運営するコンビニ併設型コミュニティ
施設「野七里テラス」（栄区）

農作業を通じた住民の⾒守りと交流
「六ツ川野外サロン」（南区）

図４ これからの郊外部の住宅地像



調査季報総目次186号～187号

●「調査季報」は、職員が自由に意見を発表し討論する政策研究誌です。調査研究レポートの投稿をお待ちしています。

編集・発行
 横 浜 市 政 策 局 政 策 課  
〒231-0005  横浜市中区本町６丁目50番地の10
ＴＥＬ．０４５ー６７１ー２０２８
ＦＡＸ．０４５ー６６３ー１２２５

2023年３月発行

印刷／株式会社 第一サンエー

５００円（消費税込み）

●
第
１８6
号
〈
二
〇
二
〇
年
十
二
月
〉

特
集
　
横
浜
の
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

１　

は
じ
め
に
～
特
集
の
ね
ら
い
～ 

─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

２　
〝
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
〟
に
関
す
る
国
の
動
向

 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

渡
辺
顕
一
郎

３　

第
２
期
横
浜
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
目
指

す
方
向
性 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

齋
藤
聖

４　

ニ
ー
ズ
調
査
か
ら
み
る
本
市
の
子
育
て
家
庭
の
状
況
に
つ

い
て 
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

三
堀
浩
平

５　

第
２
期
計
画
に
み
る
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
目

指
す
姿 

─
─
─ 
中
島
千
里
、
柘
植
慎
一
郎

６　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
～
本
市
の
施
策
の
全
体
像

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

川
瀬
早
貴
、
成
田
萌
子
、
江
原
紗
帆

７　

座
談
会
／
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
始
ま
り
と
こ
れ
か
ら

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

髙
村
美
智
子
、
塚
原
泉
、
原
美
紀

８　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
取
組
の
過
去
・
現
在
・
未

来
～
市
民
活
動
団
体
の
視
点
か
ら 

─
─
─
─
─ 

奥
山
千
鶴
子

９　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
市
民
の
力
を
活
用
し
た
地
域
で
の
子
育

て
支
援
～
横
浜
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
通
し
た
取
組 

 
 

─
─
─ 

木
村
真
佐
子
、
長
島
真
美

10　

座
談
会
／
区
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
取
組
の
今
～
子
育

て
家
庭
の
多
様
化
が
進
む
中
で
─
─
山
岡
佐
江
子
、
渡
辺
悠
司
、

 
 

三
𣘺
静
香
、
内
山
み
の
り

〈
コ
ラ
ム
〉
日
本
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止
・
予
防
の
た
め
の
支

援 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

大
場
エ
ミ

11　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
～
地
域
の
中
で
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
ま
ち
に

 

─
─
─
─
─ 

瀬
戸
晶
子
、
松
田
悟
、
小
澤
美
奈
子
、
丹
野
久
美

12　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
子
育
て
支
援
事
業
の
立
ち
上
げ
を
振
り

返
る 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

荒
木
田
百
合

13　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
子
ど
も
食
堂 

─
─
─
─
─ 

田
邊
保

〈
コ
ラ
ム
〉
子
ど
も
の
貧
困
対
策
～
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

取
組
か
ら 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

小
澤
幸

14　

横
浜
市
版
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

 

─
─
─ 

矢
原
亜
紀
、
谷
川
み
ち
る

〈
コ
ラ
ム
〉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
始
ま
る
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
子
育
て
支
援
の
取
組
と
今
後
の
可
能
性

 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

柘
植
慎
一
郎

15　
「
横
浜
市
版
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
通
じ
た

南
区
の
取
組
に
つ
い
て 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

戸
矢
﨑
悦
子

16　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
こ
れ
か
ら

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

矢
原
亜
紀

17　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
子
育
て
支
援
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
か
ら 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

里
方
沙
枝
、
遊
佐
菜
月
、  

 

井
上
舞
、
大
西
銀
次
郎
、
須
田
采
李
、
佐
藤
真
優

18　

現
代
版
群
れ
た
子
育
て
を
実
現
す
る
た
め
の「
ま
ち
保
育
」

か
ら
の
視
座
～
子
育
て
支
援
を
ま
ち
づ
く
り
か
ら
と
ら
え
る

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

三
輪
律
江

19　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
子
育
て
支
援
で
求
め
ら
れ
る
視
点

 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

大
日
向
雅
美

第
１８7
号
〈
二
〇
二
一
年
三
月
〉

特
集
　「
国
際
都
市
横
浜
」
が
推
進
す
る
国
際
協
力

１　

座
談
会
／
な
ぜ
今
国
際
協
力
な
の
か

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

長
岡
裕
、
土
井
一
成
、
赤
岡
謙

２　

横
浜
市
の
国
際
協
力
を
振
り
返
る 

─
─
─
─
─ 

桑
田
雄
飛

３　

多
面
性
を
見
せ
る
国
際
協
力
の
取
組
～ 

Ｙ-

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事

業
～ 

─
─
─ 

千
葉
愁
子
、
舟
木
由
以
子

４　

シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
国

際
協
力
の
推
進
～
横
浜
市
の
防
災
分
野
の
取
組
を
中
心
に
振
り

返
る
～ 

　

─
─
─
─
─
─
─
─ 

工
藤
由
貴
子

５　

ア
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188
１. 市民意識調査にみる市民の意識と行
動の変化

２. コロナ禍における横浜市の人口移動

３. 人口動態における地域特性と居住地
選択意識の分析

４. 勤務地との関係性から見た住宅地需
要予測

  ～郊外部のまちづくり検討に向けて～

５. 子育て世帯のライフスタイルに沿う
まちづくりをめざして

６. 新型コロナウイルス感染症やデジタ
ル化の進展による企業活動への影響
について

７. 商店街の現状とニューノーマル社会
における商店街活性化

８. 観光・消費目的の来街者の状況変化

９. 「Ｂｅｙｏｎｄコロナ」を目指す横浜
の公民連携

10. 「あなたのいる場所が手続の場所にな
る」行政サービスの実現を目指して
～横浜ＤＸ戦略の推進

11. おわりに

〈調査研究レポート〉
　①経験×データで待機児童のその先へ
　　～保留児童対策タスクフォース～　

　②日常生活圏域ごとの特性を踏まえた
地域包括ケアの推進　～ 2040 年に
向けて

　③一人ひとりのライフスタイルに応じ
た豊かな暮らし方を選択できるまち
よこはま 

　　～横浜らしい多様な “地域特性 ”と多
彩な “市民力 ”を生かして～
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